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大
正
日
本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』

杉　

田　

英　

明

訳
の
形
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
劈
頭
を
飾
る
の
が
、
雑
誌 『
朱ザ
ン

欒ボ
ア

』 

に
掲

載
さ
れ
た
英
文
学
者
・
增ま
し

野の

三さ
ぶ

良ろ
う（

一
八
八
九 

―
一
九
一
六
年
）
の
ウ
ー
マ

ア
、
カ
イ
ヤ
ウ
ム 「
ル
ー
バ
ア
イ
ー
ヤ
ウ
ト
（
波
斯
四
行
詩）

1
（

）」 

で
あ
る
。

增
野
は
島
根
県
濱
田
市
出
身
、
一
九
一
一
年
に
早
稻
田
大
學
文
學
部
英

文
學
科
第
一
部
卒
業）

2
（

、
大
阪
每
日
新
聞
社
に
入
社
す
る
と
と
も
に
詩
誌 

『
未
來
』 

で
も
日
本
語
・
英
語
双
方
で
創
作
す
る
詩
人
と
し
て
活
動
し
た

が
、
結
核
の
た
め
夭
折
し
た
。
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ドO

scar W
ild

e

（
一

八
五
四 

―
一
九
○
○
年
）
な
ど
の
欧
米
文
学
か
ら
東
方
の
詩
作
品
へ
と
関
心

を
拡
げ
、
と
く
に
一
九
一
五
年
に
は
イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル
語
詩
人
タ
ゴ
ー

ルR
abī n

d
ranā th

 T
ag

o
re

（
一
八
六
一 

―
一
九
四
一
年
）
の
英
語
版
詩
集
を
、

タ
ア
ゴ
ル
著 『
印
度
新
詩
集　

ギ
タ
ン
ヂ
ヤ
リ（
贄
祭
の
歌
）』 （
四
月
）、
同 

『
幼
兒
詩
集　

新
月
』 （
五
月
）、
同 『
印
度
新
抒
情
詩
集　

園
丁
』 （
十
月
）と

題
し
、 『
朱
欒
』 

の
刊
行
元
で
も
あ
る
東
雲
堂
書
店
か
ら
相
次
い
で
上
梓
し

て
い
る）

3
（

。
一
九
一
五
年
は
タ
ゴ
ー
ル
来
日
の
前
年
に
当
た
り
、
增
野
訳
は
、

タ
ゴ
ー
ル
作
品
の
日
本
に
お
け
る
最
初
期
の
紹
介
に
属
す
る
。
中
東
関
係

﹇
目
次
﹈

一　

大
正
初
期
の
抄
訳
数
種

　
（
1
）　

增
野
三
良
譯 「
ル
ー
バ
ア
イ
ー
ヤ
ウ
ト
（
波
斯
四
行
詩
）」

　
（
2
）　

小
林
愛
雄 『
近
代
詞
華
集
』 

よ
り 「
酒
」

　
（
3
）　

辻
潤
譯 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」

二　
　

野
文
吉
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』

三　

荒
木
茂 「
オ
ム
マ
、
ハ
ヤ
ム
と 「
四ル
バ
行イ
ヤ
詩ツ
ト

」 

全
譯
」

一　

大
正
初
期
の
抄
訳
数
種

（
1
）　

增
野
三
良
譯 「
ル
ー
バ
ア
イ
ー
ヤ
ウ
ト
（
波
斯
四
行
詩
）」

一
九
一
二
年
七
月
三
十
日
に
明
治
か
ら
大
正
へ
と
改
元
さ
れ
る
と
、
そ

の
後
二
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ドE

d
w

ard
 F

itzG
er-

ald

（
一
八
○
九 

―
八
三
年
）
の
英
訳
か
ら
の
重
訳
が
立
て
続
け
に
三
点
、
抄
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で
は
、 「
カ
シ
イ
ダ
ア（
亞
剌
比
亞
詩
集）

4
（

）」 

や
、
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
の
書
簡
と

い
う
体
裁
を
取
っ
た
随
筆 「
波
斯
だ
よ
り）

5
（

」 

な
ど
も
残
し
て
い
る
。

『
朱
欒
』 

に
掲
載
さ
れ
た
訳
詩
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
英
訳
の
第
四

版）
6
（

（
た
だ
し
第
一
歌
の
み
初
版
）
を
も
と
に
し
た
、
冒
頭
の
二
十
三
歌
の
み

で
あ
っ
た
が
、
訳
者
は
ま
も
な
く
平
安
堂
よ
り
、（
お
そ
ら
く
全
訳
を
）
富

本
憲
吉
装
丁
、
杉
浦
非
水
挿
画
で
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
ら
し
い）

7
（

。
こ

れ
は
訳
者
の
逝
去
に
よ
っ
て
実
現
せ
ず
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
原
稿
の
散

逸
を
惜
し
ん
だ
早
稻
田
大
學
英
文
科
の
後
輩
で
同
郷
の
友
人
・
幡は
た

谷や

正
雄

（
一
八
九
七 

―
一
九
三
三
年
）
が
一
九
二
九
年
、
そ
の
改
訂
版
訳
稿
か
ら
冒
頭

の
十
五
歌
を
自
ら
が
編
輯
す
る
雑
誌 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

に
掲
載
し
て
い

る）
8
（

。
そ
の
幡
谷
に
よ
る 「
は
し
が
き
」 
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

三
良
さ
ん
（
私
ら
は
小
さ
い
時
か
ら
さ
う
呼
ん
で
ゐ
た
）
は
晩
年
印

度
に
凝
つ
て
、
ウ
バ
（
マ
マ
）ニ
シ
ヤ
ツ
ド
や
佛
敎
の
硏
究
も
し
た
。
さ
う
い
ふ

オ
リ
エ
ン
タ
ク
（
マ
マ
）ズ
ム
の
憧
憬
か
ら
終
に 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

を
愛
讀
し

た
の
で
あ
つ
た﹇
。﹈故
里
の
濱
田
港
に
臨
ん
だ
松
原
灣
の
邊
に
あ
る
寺

に
病
を
養
つ
て
ゐ
た
三
良
さ
ん
と 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

を
談
し
合
つ
た

の
は
も
う
十
五
六
年
前
の
夏
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
譯
稿
は
旣
に
そ

の
頃
出
來
て
ゐ
た
も
の
で
、
故
上
田
敏
博
士
が
校
閱
を
せ
ら
れ
た
。
そ

し
て
三
木
露
風
氏
の
序
文
、
富
本
憲
吉
氏
の
裝
幀
で
、
立
派
な
本
と
な

つ
て
出
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
。（
中
略
）

　

三
良
さ
ん
の
枕
頭
に
は
ウ
イ
ン
フ
イ
ー
ル
ド
、
そ
の
他
の
英
譯
本
も

あ
つ
た
が
、
結
局
フ
イ
ツ
ヂ
エ
ラ
ル
ド
の
英
譯
を
絕
唱
と
考
へ
て
こ
れ

を
譯
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　

尙
こ
の
譯
本
の
序
文
と
す
る
積
り
で
あ
つ
た
カ
イ
ヤ
ム
論
と
、
森
鷗

外
氏
の
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
賛
な
る
漢
詩
が
あ
つ
た
が
、
某
氏
の
の
（
マ
マ
）手
許
で

紛
失
し
た
。（
後
略）

9
（

）

『
朱
欒
』 

掲
載
稿
と
比
べ
る
と
、
こ
ち
ら
に
は
主
と
し
て
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
の
原
注
に
拠
っ
た
ら
し
い
訳
注
も
付
さ
れ）

10
（

、
上
田
敏（
一
八
七
四 

―

一
九
一
六
年
）
の
校
閲）

11
（

を
経
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
訳
文
に
も
大
幅
な
修
正

が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、 「
紛
失
し
た
」 

と
さ
れ
る
漢
詩
は
、
そ
の
原

稿
が
鷗
外
（
一
八
六
二 

―
一
九
二
二
年
）
の
手
許
に
控
え
ら
れ
て
い
た
た
め

幸
い
に
も
後
世
に
伝
わ
っ
た
。「
題
譯
本
波
斯
詩
」 

と
題
さ
れ
た
こ
の
七
言

絶
句
を
、
古こ

田た

島じ
ま

洋
介
氏
の
訓
み
下
し
と
も
ど
も
引
用
し
て
お
こ
う
。

寵
辱
何
關
諷
世
詩　
　

寵
ち
よ
う

辱じ
よ
く

　

何
ぞ
関か
か
はら
ん　

世
を
諷ふ
う

す
る
の
詩

此
心
方
許
蟄
龍
知　
　

此
の
心　

方ま
さ

に
蟄ち
つ
り
よ
う竜の
知
る
を
許
す
の
み

儻
從
禹
域
求
同
調　
　

儻も

し
禹う

域ゐ
き

よ
り　

同
調
を
求
む
れ
ば

除
却
坡
仙
更
有
誰　
　

坡は

仙せ
ん

を
除ぢ
よ
き
や
く却し
て　

更
に
誰た
れ

か
有
ら
ん）

12
（

「
名
誉
や
恥
辱
は
、
世
間
を
諷
刺
す
る
詩
に
は
何
も
関
係
が
な
い
。
こ
の

詩
心
は
、
隠
れ
棲
む
龍（
世
に
知
ら
れ
ぬ
偉
大
な
人
物
）が
理
解
し
て
く
れ
る

の
を
期
待
す
る
ば
か
り
だ
。
も
し
中
国
で
同
じ
詩
風
の
詩
人
を
探
す
な
ら
、

蘇
東
坡
を
措
い
て
他
に
誰
が
い
る
だ
ろ
う
か
」 

と
い
う
の
が
大
意
で
あ
る
。

鷗
外
の
自
注
に 「
作
者　

偶た
ま

た
ま
蘇
軾
と
時
を
同
じ
う
す
。
故
に
及
ぶ
」 

（
原
漢
文
）と
あ
る
よ
う
に
、
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム ‘U

m
ar K

h
ay

yā m

（
一

○
四
八 

―
一
一
三
一
年
）
が
蘇
東
坡（
一
○
三
六 

―
一
一
○
一
年
）
と
ほ
ぼ
同
時
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代
人
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
詩
風
が
似
て
い
る
と
感
じ
た
後
者
に
言
及

し
て
い
る
。
鷗
外
は
、
例
え
ば
後
者
の 「
人
生
は
寄
す
る
が
如
し　

何
ぞ

楽
し
ま
ざ
る
」 （
人
生
は
仮
り
の
宿
り
、
楽
し
む
こ
と
が
何
よ
り
で
す）

13
（

）
と
い
っ

た
、
厭
世
観
と
享
楽
主
義
と
が
混
ざ
っ
た
詩
句
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で 『
朱
欒
』 
の
初
出
に
戻
り
、
明
治
期
の
訳
詩
の
場
合
と
同
様
、
ま

ず
は
第
12
歌
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

一
卷
の
詩
集
が
木
蔭
に
あ
る
、

ま
た
美
酒
の
瓶か
め

、
糧か
て

の
山

―
加
ふ
る
に
君
が
、

私
の
傍
で
荒
寥
の
野
に
歌
ふ
て
居
る
。

あ
あ
荒
寥
は
す
で
に
樂ら
く

園ゑ
ん

で
あ
つ
た）

14
（

。

A
 B

o
o
k
 o

f V
erses u

n
d
ern

eath
 th

e B
o
u
g
h
,

A
 Ju

g
 o

f W
in

e, a L
o
af o

f B
read

 —
 an

d
 T

h
o
u

　
B

esid
e m

e sin
g
in

g
 in

 th
e W

ild
ern

ess  —

O
h
, W

ild
ern

ess w
ere P

arad
ise en

o
w

）
15
（

!

增
野
訳
は
原
文
を
そ
の
ま
ま
散
文
訳
し
た
印
象
が
あ
る
が
、
末
尾
の 「
す

で
に
樂
園
で
あ
つ
た
」 

は
問
題
が
あ
ろ
う
。
こ
の “w

ere ” 

は “w
o
u
ld

 b
e ” 

と
同
義）

16
（

で
、
第
三
行
ま
で
が
仮
定
、
第
四
行
が
帰
結
を
表
わ
す
と
見
る
の

が
自
然
で
あ
る
。
実
際
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
依
拠
し
た
ペ
ル
シ
ア

語
原
文（
ボ
ド
レ
ー
写
本
第
百
五
十
五
番
）も “g

ar . . . b
o
v
ad

”

（
も
し
…
な
ら
、

〜
だ
ろ
う
）
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る）

17
（

。『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

掲
載
の
さ

い
は
、
こ
こ
が 「
あ
ゝ
荒
寥
は
す
で
に
樂
園
で
あ
る
」 

と
改
訂
さ
れ
て
い

る
が）

18
（

、
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

第
12
歌
と
共
通
の
源
泉
（
ボ
ド
レ
ー
写
本
第
百
五
十
五
番
お
よ
び
百
四
十
九

番
）
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る）

19
（

第
11
歌
も
問
題
が
多
い
。

我
と
牧
草
の
一
片
と
は
相
爭
つ
て
居
る
、

沃
地
と
砂
漠
と
の
一
目
瞭
然
た
る
差
を
。

奴
隷
と
帝
ス
ー
ル
タ
ウ
ン
王
と
の
名
の
忘
れ
ら
れ
た
處
に

金
の
玉
座
の
天マ
ー
ム
ー
ド帝に
平
和
が
あ
る）

20
（

。

W
ith

 m
e alo

n
g
 th

e strip
 o

f H
erb

ag
e stro

w
n

T
h
at ju

st d
iv

id
es th

e d
esert fro

m
 th

e so
w

n
,

　
W

h
ere n

am
e o

f S
lav

e an
d
 S

u
ltán

 is fo
rg

o
t  —

A
n
d
 P

eace to
 M

ah
m

ú
d
 o

n
 h

is g
o
ld

en
 T

h
ro

n
e

）
21
（

!

原
文
の
一
行
目
冒
頭
に “C

o
m

e ” 

な
ど
の
動
詞
命
令
形
を
補
っ
て
考
え
る

と）
22
（

、
全
体
は 「
奴
隷
と
王
者
の
区
別
も
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
い
、
草
が
散
在

す
る
あ
の
沙
漠
と
耕
地
と
の
境
界
の
細
長
い
土
地
を
私
と
一
緒
に
歩
い
て

ゆ
こ
う

―
黄
金
の
玉
座
に
坐
し
た
マ
フ
ム
ー
ド
に
平
安
あ
れ）

23
（

」 

と
い
っ

た
意
味
に
な
ろ
う
。
第
12
歌
で
歌
わ
れ
る
よ
う
な
、
酒
と
パ
ン
と
詩
集
と

友
人
が
い
る
天
国
の
よ
う
な
境
地
で
は
、
奴
隷
と
王
者
の
分
け
隔
て
も
消

え
失
せ
る
の
で
、
誰
も
王
者
の
平
安
や
幸
福
を
羨
む
こ
と
は
な
く
、
安
ん

じ
て
彼
に 「
平
安
あ
れ
」 

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
增
野
訳
は
一
・
二
行
目
を
誤
解
し
、“stro

w
n
”

（
撒
き
散
ら
さ
れ
た
）
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を
な
ぜ
か 「
相
爭
つ
て
居
る
」 

と
解
釈
し
て
、
日
本
語
と
し
て
意
味
不
明

の
訳
文
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。
四
行
目
の “P

eace to
” 

は “P
eace b

e 

to
”

（
に
平
安
あ
れ
か
し
）
と
い
う
願
望
文
（
願
望
を
表
わ
す
仮
定
法su

b
ju

n
ctiv

e 

m
o
o
d

）
のb

e

が
脱
落
し
た
形
だ
が
、
こ
れ
も 「
平
和
が
あ
る
」 

と
直
説
法

で
訳
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

掲
載
時
に
は
、
こ
れ
ら

が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
、

沃
地
か
ら
砂
漠
が
目
立
つ
位
に
續
い
て
ゐ
る

牧
草
の
繁
み
を
た
ど
つ
て
私
と
偕
い
つ
し
よに
來
る
が
い
ゝ
、

其
處
で
は
王ス
ル
ト
ー
ン者の
名
も
奴
隷
の
名
も
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。

金
の
玉
座
に
す
は
るM

マ
ア
ム
ウ
ド

ah
m

u
d

に
平
和
あ
れ）

24
（

！

と
面
目
を
一
新
し
て
い
る
。
総
じ
て
增
野
訳
の
特
徴
と
し
て
は
、 『
朱
欒
』 

掲
載
分
に
誤
訳）

25
（

が
多
い
こ
と
、
誤
訳
が
な
い
場
合
も
こ
れ
と
言
っ
た
特
徴

の
な
い
散
文
訳
で
あ
る
こ
と
、 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

掲
載
時
に
一
転
し
て
大

き
な
改
善
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　

小
林
愛
雄 『
近
代
詞
華
集
』 

よ
り 「
酒
」

增
野
訳
が 『
朱
欒
』 

に
掲
載
さ
れ
た
翌
十
二
月
に
刊
行
の
、
小
林
愛あ
い

雄ゆ
う

（
本
来
の
訓
み
は 「
ち
か
お
」。
一
八
八
一 

―
一
九
四
五
年
）
の
訳
詩
集 『
近
代
詞

華
集
』 

に
も
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
か
ら
の
五
首
が 「
酒
」 

と
題
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る）

26
（

。
小
林
は
東
京
帝
國
大
學
英
文
科
を
卒
業
後
、
京
華
中

學
校
や
早
稻
田
實
業
學
校
な
ど
で
教
育
に
携
わ
る
傍
ら
、
詩
人
・
翻
訳
家

と
し
て
オ
ペ
ラ
な
ど
の
歌
曲
に
多
く
の
訳
詞
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。『
近
代
詞
華
集
』 

は 「
序
文
」 

に 「
近
代
の
英
吉
利
を
主
と
し
て
、
獨

逸
、
佛
蘭
西
の
詩
の
い
さ
さ
か
を
加
へ
た
も
の
」 （
一
頁
）と
あ
る
よ
う
に
、

イ
ェ
イ
ツW

illiam
 B

u
tler Y

eats

（
一
八
六
五 

―
一
九
三
九
年
）
に
始
ま
り
、

グ
ノ
ー C

h
arles F

ran
ço

is G
o
u
n
o
d

（
一
八
一
八 

―
九
三
年
）
の
歌
劇 『
フ
ァ

ウ
ス
ト
』 

中
の
歌
曲
に
至
る
ま
で
、
計
九
十
八
編
を
収
め
た
訳
詩
集
で
あ

る
。「
フ
ィ
ツ
ゼ
ラ
ル
ド
以
下
は
古
い
人
に
な
る
が
、
ま
だ
我
國
に
傳
へ
ら

れ
な
い
の
で
、
こ
こ
に
示
し
て
置
い
た
」 （
同
四
頁
）
と
い
う
。

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
第
三
版
な
い
し
第
四
版
に
基
づ
い
て
選
ば
れ

た
五
首）

27
（

は
、
い
ず
れ
も
標
題
の 「
酒
」 

に
関
連
す
る
。
こ
の
う
ち
か
ら
第

100
歌
を
例
示
し
て
み
よ
う
。

彼あ
な
た方
に
月
は
ま
た
も
か
が
や
く

―

こ
の
後
幾い
く

た
び
月
は
盈み
ち

虧か

け

こ
の
後
幾
た
び
わ
れ
ら
照
ら
さ
む

こ
の
園
に

―
さ
て
も
わ
れ
遂
に
は
在
ら
ず
！

Y
o
n
 risin

g
 M

o
o
n
 th

at lo
o
k
s fo

r u
s ag

ain
 —

H
o
w

 o
ft h

ereafter w
ill sh

e w
ax

 an
d
 w

an
e;

　
H

o
w

 o
ft h

ereafter risin
g
 lo

o
k
 fo

r u
s

T
h
ro

u
g
h
 th

e sam
e G

ard
en

 —
 an

d
 fo

r one in
 v

ain

）
28
（

!
「
我
々

―
第
99
歌
を
受
け
る
と
見
做
せ
ば
、
恋
人
と
私

―
を
探
し
求

め
て
あ
ち
ら
に
昇
る
月
は
、
今
後
何
度
満
ち
欠
け
し
、
何
度
同
じ
庭
園
に

昇
っ
て
は
我
々
を
求
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
と
き
（
も
は
や
こ
の
世
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を
去
っ
て
い
る
）
私）

29
（

を
探
し
て
も
無
駄
な
の
だ
」 

と
い
う
の
が
一
首
の
意
味

で
あ
る
。
小
林
訳
は
、 「
七
七
／
七
七
／
七
七
／
五
五
七
」 

と
い
う
七
音
と

五
音
の
定
型
の
な
か
に
、
原
詩
の
意
味
を
過
不
足
な
く
収
め
て
い
る
。

他
方
、
続
く
第
101
歌
の
訳
詩
も
七
音
と
五
音
で
巧
み
に
ま
と
め
て
い
る

も
の
の
、
解
釈
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
。

月
の
ご
と
酒
つ
ぐ
人
の

草
の
上へ

に
星
と
な
ら
べ
る
客
の
な
か
、

そ
の
喜よ
ろ

悅こ
び

の
使
も
て
一
つ
の
星
の
わ
が
邊
ほ
と
り

よ
ぎ
ら
む
折
よ　
　

空か
ら

の
盃
さ
か
づ
きつ
げ
よ
な
み
な
み
。

A
n
d
 w

h
en

 lik
e h

er, o
h
 S

ák
í, y

o
u
 sh

all p
ass

A
m

o
n
g
 th

e G
u
ests S

tar-scatter ’d
 o

n
 th

e G
rass,

　

A
n
d
 in

 y
o
u
r jo

y
o
u
s erran

d
 reach

 th
e sp

o
t

W
h
ere I m

ad
e O

n
e —

 tu
rn

 d
o
w

n
 an

 em
p
ty

 G
lass

）
30
（

!

「
サ
ー
キ
ー
（
酌
人
）
よ
、
そ
な
た
が
草
の
上
に
星
の
よ
う
に
ち
ら
ば
っ
た

客
の
あ
い
だ
を
楽
し
げ
に
、
月
と
同
じ
よ
う
に
巡
る
と
き
、
か
つ
て
私
が

客
と
し
て
坐
し
た
場
所
に
来
た
な
ら
ば
、
空
の
盃
を
伏
せ
て
く
れ
」 

と
い

う
の
が
本
歌
の
趣
旨
で
あ
る
。「
空
の
盃
を
伏
せ
る
」 

と
は
、
一
説
に
、
宴

会
に
参
加
し
な
い
客
の
盃
を
裏
返
し
て
お
く
習
慣
へ
の
言
及
と
さ
れ
る）

31
（

。

つ
ま
り
詩
人
は
、
自
分
が
亡
き
後
の
宴
会
を
想
像
し
て
詠
ん
で
い
る
の
だ

が
、
小
林
訳
は
、
ま
だ
自
分
が
生
き
て
宴
会
に
参
加
し
て
い
る
と
の
前
提

で 「
空
っ
ぽ
の
盃
に
酒
を
一
杯
に
注
い
で
く
れ
」 

と
、
原
詩
と
は
逆
の
意

味
に
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
101
歌
に
対
応
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
、
ボ
ド
レ
ー

写
本
の
第
八
十
三
番
と
八
十
四
番
の
う
ち
、
と
く
に
右
の
箇
所
に
関
連
の

深
い
前
者
を
引
く
な
ら
、

い
と
し
き
仲
間
ら
、
た
ま
た
ま
出
会
う
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば

こ
の
友
の
こ
と
を
き
っ
と
思
い
出
し
て
く
れ

君
ら
が
う
ま
い
酒
を
一
緒
に
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
あ
れ
ば

我
ら
の
番
が
廻
っ
て
く
る
た
び
、
ど
う
か
酒
を
灌
ぎ
か
け
て
く
れ

yā rā n
 chō

 b
-ettefā q

 dī dā r k
o
nī d

bā y
ad

 k
e ze dū

st yā d
-e b

esyā r k
o
nī d

ch
o
n
 bā d

e-y
e k

h
o
sh

g
o
vā r nū

shī d
 b

e-h
am

n
o
w

b
at ch

o
 b

e-m
ā  rasad

 n
egū

n
sā r k

o
nī d

）
32
（

と
あ
っ
て
、「
酒
を
灌
ぎ
か
け
る
」 

の
原
語 「
盃
を
傾
け
る
」 negū

n
sā r k

ar-

d
an

は
、
地
下
に
眠
る
故
人
を
偲
ん
で
大
地
に
葡
萄
酒
を
何
滴
か
注
ぐ
、

い
わ
ゆ
る 「
灌
奠
」 

の
習
慣
に
言
及
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る）

33
（

。
こ
の

原
詩
を
勘
案
す
る
な
ら
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の 「
空
の
盃
」 an

 em
p
-

ty
 G

lass

の “em
p
ty

” 

と
は
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
以
来
の
修
辞
学
で
言

う 「
プ
ロ
レ
プ
シ
ス
」 pro

lep
sis, 

す
な
わ
ち 「
動
作
の
結
果
を
予
想
し
て
、

そ
れ
を
表
わ
す
形
容
詞
を
使
用
す
る
」 

技
法）

34
（

で
あ
り
、 「
空
の
盃
を
傾
け
よ
」 

と
は 「
盃
を
傾
け
て
空
に
せ
よ
」 「
空
に
な
る
ま
で
盃
を
傾
け
よ
」 tu

rn
 d

o
w

n
 

a G
lass till it b

eco
m

es em
p
ty

の
意
味
と
解
釈
し
う
る
。
た
だ
し
そ
の
場

合
で
も
、 「
空か
ら

の
盃
さ
か
づ
きつ
げ
よ
な
み
な
み
」 

と
い
う
小
林
訳
が
不
適
切
で
あ
る
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こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

右
の
見
本
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
小
林
訳
は
一
部
に
問
題）

35
（

が
あ
る
も

の
の
、
全
体
と
し
て
は
七
五
調
を
基
本
と
し
た
、
蒲
原
有
明（
一
八
七
五 

―

一
九
五
二
年
）の
訳
詩
の
伝
統
を
汲
む
作
品
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

（
3
）　

辻
潤
譯 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」

增
野
三
良
譯
の
翌
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
三
月
に
は
、
同
じ 『
朱
欒
』 

誌
上
に
評
論
家
・
辻
潤
（
一
八
八
四 
―
一
九
四
四
年
）
の 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

五
十
首
が
掲
載
さ
れ
た）

36
（

。
訳
稿
末
尾
に 「（
つ
づ
く
）」 

と
あ
る
の
で
、
お

そ
ら
く
全
訳
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
雑
誌
自
体
が
こ
の
号
で

終
刊
に
な
っ
た
た
め
、
後
半
は
完
結
せ
ぬ
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し

い
。辻

は
國
民
英
學
校
や
自
由
英
學
舍
に
学
び
、
一
九
一
一
年
四
月
に
上
野

高
等
女
學
校
に
英
語
教
師
と
し
て
勤
務
す
る
が
、
伊
藤
野の

枝え
（
一
八
九
五 

―

一
九
二
三
年
）
と
の
恋
愛
事
件
の
た
め
一
九
一
二
年
四
月
に
退
職
、
以
後
は

ロ
ン
ブ
ロ
オ
ゾ
作 『
天
才
論
』 （
植
竹
書
院
、
一
九
一
四
年
十
二
月
）
や
ト
ー

マ
ス
・
デ
ク
イ
ン
シ
イ 『
阿
片
溺
愛
者
の
告
白
』 （
三
陽
堂
書
店
、
一
九
一
八

年
五
月
）、
マ
ツ
ク
ス
・
ス
テ
ィ
ル
ネ
ル 『
唯
一
者
と
そ
の
所
有（
人
間
篇
）』 

（
日
本
評
論
社
出
版
部
、
一
九
二
○
年
五
月）

37
（

）
な
ど
多
く
の
翻
訳
を
出
す
傍
ら
、

後
年
は
放
浪
生
活
を
続
け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

訳

は
、
お
そ
ら
く
上
野
高
等
女
學
校
退
職
後
、 『
天
才
論
』 

翻
訳
の
最
中
か
、

完
成
直
後
の
時
期）

38
（

に
な
さ
れ
た
ご
く
初
期
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
付

さ
れ
た
簡
単
な
解
説
の
な
か
で
、
辻
は
ウ
マ
ル
を 「
一
種
の
自
由
思
想
家
」 

「
懷
疑
家
で
も
あ
り
、
快
樂
派
で
刹
那
主
義
者
の
樣
で
も
あ
る
」 （
三
○
頁
）

と
規
定
し
、
そ
の 「
簡
單
な
傳
紀
を
讀
ん
だ
時
、
ど
こ
か
ス
ピ
ノ
ザ
の
お

も
か
げ
に
似
通
つ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
樣
に
思
は
れ
た
」 （
三
一
頁
）
と
言
う
。

ま
た
、 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

に
つ
い
て
は
、 「
全
體
を
通
じ
て
は
一
貫
し
た
思

想
の
流
れ
が
あ
る
が
そ
の
ス
タ
ン
ザ
は
一
つ
一
つ
獨
立
し
て
」 

お
り
、 「
そ

れ
が
エ
ピ
グ
ラ
ム
風
に
な
つ
て
ゐ
る
。
僕
は
極
め
て
亂
暴
な
散
文
譯
を
評
（
マ
マ
）

み
た
」 （
三
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
訳
を
思
い
立
っ
た
理
由
は
何
も
述
べ

て
い
な
い
が
、
の
ち
に
人
生
は 「
形
而
上
的
に
巨
大
な
る
無
意
味
だ）

39
（

」 

と

す
る
虚
無
思
想
を
抱
く
に
至
っ
た
辻
自
身
が
、 「
自
由
思
想
家
」 「
懷
疑
家
」 

の
ウ
マ
ル
の
思
想
に
共
感
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
第
12
歌
の
訳
し
ぶ
り
を
窺
っ
て
み
よ
う
。
底
本
は
や
は
り
第
四
版

と
思
わ
れ
る）

40
（

。

　

木
の
下
で
は
詩う
た

の
卷
、
酒
の
瓶か
め

、
パ
ン
の
塊か
け

―
そ
（
マ
マ
）う
し
て
荒
野
で

歌
を
う
た
ふ
お
ま
へ
が
私
の
傍
に
ゐ
る
。
す
る
と
荒
野
も
い
つ
か
し
ら

樂
園
に
か
わ
（
マ
マ
）り
ゆ
く
面
白
さ
！ 

（
三
六
頁
）

自
ら 「
散
文
譯
」 

と
記
し
た
よ
う
に
、
行
替
え
は
行
な
わ
ず
に
追
い
込
む

形
式
を
取
っ
て
い
る
が
、
增
野
訳
と
は
異
な
り
、
解
釈
自
体
は
正
確
で
あ

る
。
末
尾
の 「
面
白
さ
」 

の
よ
う
な
、
原
文
に
な
い
一
言
を
と
き
に
さ
ら
っ

と
付
け
加
え
る
の
も
辻
訳
全
体
に
見
ら
れ
る
特
徴）

41
（

と
言
え
る
。
一
方
、
第

8
歌
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

N

ナ
イ
シ
ヤ
プ
ー
ル

aish
ap

u
r

で
もB
バ
ビ
ロ
ン

ab
y
lo

n

で
も
甘
い
酒
で
も
苦
い
酒
で
も
そ
れ
は
兎
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に
角
生い
の
ち命
の
酒
は
刻
々
に
ポ
タ
リ
〳
〵
と
滴
れ
て
ゆ
く
、
生い
の
ち命
の
藥
（
マ
マ
）は

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
落
ち
て
行
く
の
だ
。 

（
三
五
頁
）

W
h
eth

er at N
aish

áp
ú
r o

r B
ab

y
lo

n
,

W
h
eth

er th
e C

u
p
 w

ith
 sw

eet o
r b

itter ru
n
,

　
T

h
e W

in
e o

f L
ife k

eep
s o

o
zin

g
 d

ro
p
 b

y
 d

ro
p
,

T
h
e L

eav
es o

f L
ife k

eep
 fallin

g
 o

n
e b

y
 o

n
e

）
42
（.

「
藥
」 

は 「
葉
」 

の
誤
植
で
あ
ろ
う
が
、
解
釈
自
体
に
問
題
は
な
い
。「
ポ
タ

リ
〳
〵
」 

の
ご
と
き
散
文
的
な
片
仮
名
表
記
の
単
語
（
主
と
し
て
擬
音
語
・

擬
態
語
）の
多
用
は
、
や
は
り
訳
詩
全
体
に
亘
る
特
徴）

43
（

を
な
し
て
お
り
、
辻

が
自
ら 「
亂
暴
な
」 

と
評
し
た
理
由
も
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。辻

は
ほ
と
ん
ど
の
歌
を
正
確
に
訳
し
て
い
る
が
、
と
き
に
は
誤
訳
も
見

ら
れ
る
。
第
18
歌
は
そ
の
例
で
あ
る
。

　

そ
の
昔J

ヤ
ム
シ
ン
ド

am
sh

y
d

が
榮
え
た
御
代
に
酌
め
ど
も
盡
き
ぬ
酒さ
か

盞づ
き

を
乾
し

た
宮
殿
、
又
獵
の
名
人B

バ
ア
ラ
ム

ah
ram

が
眠
り
は
よ
し
驢
馬
の
蹄
に
蹴
ら
れ

る
と
も
醒
め
ず
と
云
は
れ
た
猛
く
雄
々
し
い
王
の
住
家
も
今
は
蜥
蜴
と

獅
子
と
の
宿や
ど
りに
變
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
で
は
な
い
か
。 

（
三
八
頁
）

T
h
ey

 say
 th

e L
io

n
 an

d
 th

e L
izard

 k
eep

T
h
e C

o
u
rts w

h
ere Jam

sh
y
d
 g

lo
ried

 an
d
 d

ran
k
 d

eep
:

　
A

n
d
 B

ah
rám

, th
at g

reat H
u
n
ter —

 th
e W

ild
 A

ss

S
tam

p
s o

’er h
is H

ead
, b

u
t can

n
o
t b

reak
 h

is S
leep

）
44
（

.

第
三
・
四
句
は 「
偉
大
な
狩
人
で
あ
っ
た
バ
フ
ラ
ー
ム
王
は
、
野
生
の
驢

馬
が
そ
の
頭
を
踏
み
つ
け
て
も
そ
の
眠
り
を
破
る
こ
と
は
で
き
な
い
」 

と

い
う
現
在
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
辻
訳
は
こ
れ
を
過
去

の
描
写
と
誤
解
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
例
は
他
に
も
い
く
つ
か
指
摘

で
き
る）

45
（

。二　
　

野
文
吉
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』

一
方
、
大
正
期
に
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
を
媒
介
と
し
な
い
、
新

た
な 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

邦
訳
が
二
種
類
現
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
マ
ッ

カ
ー
シ
ー Ju

stin
 H

u
n
tly

 M
aC

arth
y

（
一
八
六
○
／
一 

―
一
九
三
六
年）

46
（

）に
よ

る
ペ
ル
シ
ア
語
版
か
ら
の
英
訳）

47
（

に
基
づ
く
オ
オ
マ
ア
・
ケ
エ
ヤ
ム
原
著
／

　

野
文
吉
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』 （
開
文
館
、
一
九
一
四
年
三
月）

48
（

）、
他
の
一
つ

が
、
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ンE

d
w

ard
 H

ero
n
-A

llen

（
一
八
六
一 

―
一
九
四
三
年
）

校
訂
の
ペ
ル
シ
ア
語
ボ
ド
レ
ー
写
本
か
ら
の
荒
木
茂 「
オ
ム
マ
、
ハ
ヤ
ム

と 「
四ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

行
詩
」 

全
譯
」 

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
前
者
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、
一
八
八
四
年
か
ら
九
二
年
ま
で
下
院
議
員
を
務
め

る
傍
ら
、
多
く
の
著
作
を
残
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
イ
ギ
リ
ス
の
政

治
家
で
あ
る
。『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

英
訳
序
文
に
よ
れ
ば
、
彼
は
友
人
の
作

家
・
詩
人
メ
ア
リ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ンA

g
n
es M

ary
 R

o
b
in

so
n

（
一
八
五
七 

―

一
九
四
四
年
）―
同
訳
出
版
の
前
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
ル
シ
ア
語
学
者
ダ

ル
メ
ス
ト
テ
ー
ルJam

es D
arm

esteter

（
一
八
四
九 

―
一
八
九
四
年
）夫
人
と
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な
る

―
か
ら
借
り
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
に
魅
了
さ
れ
、
こ
れ
を

暗
記
す
る
ほ
ど
ま
で
読
み
込
み
、
つ
い
に
は
自
ら
ペ
ル
シ
ア
語
を
学
ん
で
、

ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
英
語
対
訳
版
や
ニ
コ
ラ
の
仏
語
対
訳
版）

49
（

を
も
と

に
、
長
い
時
間
を
か
け
て
こ
つ
こ
つ
と
散
文
訳
を
作
り
続
け
て
い
っ
た
。

自
学
自
習
の
ぺ
ル
シ
ア
語
の
知
識
は 「
乏
し
い
」 beg

g
arly

（p
. X

）
も
の
で

し
か
な
か
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
英
訳
や
仏
訳
を
参
照
し
つ
つ
、 「
厳
密
な

逐
語
訳
」 hard

 an
d
 fast literal tran

slatio
n

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
散
文

訳
に
よ
っ
て 「
詩
人
が
意
図
し
た
意
味
を
、
自
分
に
理
解
し
え
た
範
囲
で

伝
え
よ
う
と
努
め
た
」 （p

. X
I

）
の
だ
と
い
う
。

こ
の
英
訳
版
を
和
訳
し
た　
野
文
吉
（
一
八
八
四 

―
一
九
一
三
年
。
号
は

脫
牛
）
は
、
水
戸
の
出
身
で
慶
應
義
塾
大
學
部
文
科
に
学
び
、
卒
業
を
目

前
に
し
て
結
核
の
た
め
夭
折
し
た
哲
学
者
で
あ
る
。
本
書
の 「
小
傳
」 

に

よ
れ
ば
、
彼
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

へ
の
関
心
の
端
緒
は
、
慶
應
義
塾
の

外
国
人
教
師
ク
ラ
ー
ク）

50
（

に
よ
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ー

ト
』 

の
講
義
に
ま
で
溯
る
。
彼
が
ク
ラ
ー
ク
か
ら
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
を
借

覧
し
、 「
拮
（
き
つ
き
よ
）
据
勉
勵
、
數
年
を
經
て
、
其
の
飜
譯
を
大
成
す
る
に
至
」 （
六

頁
）
っ
た
の
は
一
九
一
三
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
以

前
、
病
気
の
た
め
一
旦
戻
っ
て
い
た
水
戸
で
自
ら
発
刊
し
た
週
刊
新
聞 

『
水
戶
タ
イ
ム
ス
』 

の
文
藝
欄
に
も
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

訳
の
一
部
を
掲
載

し
て
い
た
ら
し
い
。
原
稿
は
與
謝
野

の
斡
旋
で
、
訳
者
の
逝
去
（
一
九

一
三
年
五
月
）
の
翌
年
三
月
に
遺
著
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

本
稿
末
尾
の
付
表
に
示
す
よ
う
に
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
全
四
百
六
十
六

首
は
す
べ
て
、
ニ
コ
ラ
版
な
い
し
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
を
底
本
に
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
は
他
の
詩
人
に
帰
せ
ら
れ
た
作
品
も
多
く）

51
（

、

ま
た
ル
バ
ー
イ
ー
の
韻
律
以
外
の
作
品）

52
（

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
全
体
を

ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
作
と
称
す
る
の
は
現
代
の
知
見
か
ら
す
れ
ば
難
し

い
。
ま
た
、
同
一
の
原
詩
か
ら
の
二
通
り
の
散
文
訳
が
重
複
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
場
合）

53
（

も
見
ら
れ
る
。
し
か
し　

野
訳
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
ル
バ
ー
イ
ー
を
初
め
て
紹
介
し
た
点
で
歴
史

的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
訳
し
ぶ
り
の
見
本
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
訳
第
12
歌
に
対
応
す
る
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
第
449
歌
と　

野
訳
と
を

掲
げ
て
み
よ
う
。

　
G

iv
e m

e a flag
o
n
 o

f red
 w

in
e, a b

o
o
k
 o

f v
erses, a lo

af o
f b

read
, 

an
d
 a little id

len
ess. If w

ith
 su

ch
 sto

re I m
ig

h
t sit b

y
 th

y
 d

ear sid
e in

 

so
m

e lo
n
ely

 p
lace, I sh

o
u
ld

 d
eem

 m
y
self h

ap
p
ier th

an
 a k

in
g
 in

 h
is 

k
in

g
d
o
m

. 

（p
. C

L

）

　

我
に
赤
き
酒
の
瓶か
め

と
、
歌
の
本
と
、
パ
ン
の
一　

と
、
僅
か
ば
か
り

の
怠
惰
と
を
與
へ
よ
。
我
若も

し
斯
く
の
如
き
貯
蓄
を
以
て
、
或あ
る

寂
し
き

場
所
に
於
て
、
汝
の
親
愛
な
る
傍
に
坐
す
る
を
得
ば
、
我
は
彼か
れ

の
王
國

に
於
け
る
王わ
う
者し
や
よ
り
も
、
我
自
身
を
幸
福
な
り
と
思
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
第
449
歌
の
原
拠
は
、
ニ
コ
ラ
版
の
第
四
百
十
三
番
、

ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
の
第
四
百
五
十
二
番
で
あ
る
。

to
n
g
-ī  m

ey
-e la ‘l k

hā h
am

-ō
 dī vā n

-ī

sad
d
-ē  ram

aq
-ī  bā y

ad
-o

 n
eṣ f-ē  nā n

-ī

v
-ā n

g
ah

 m
an

-o
 tō

 n
esh

aste d
ar vī rā nī
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k
h
o
sh

tar b
o
v
ad

-az m
am

lak
at-ē  so

lṭā n
-ī

）
54
（

ル
ビ
ー
の
色
し
た
一
壺
の
酒
と
一
巻
の
詩
集
が
私
は
欲
し
い

命
を
繫
ぐ
糧
と
半
切
れ
の
パ
ン
が
あ
れ
ば
よ
い

そ
れ
か
ら
私
と
あ
な
た
が
曠
野
に
座
せ
ば

そ
れ
は
王
者
の
王
国
よ
り
も
好
も
し
い

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
は
、
原
詩
の 「
私
は
欲
し
い
」 khā h

am
, 「

あ
れ
ば
い
い
」 

bā y
ad

な
ど
を
す
べ
て 「
与
え
よ
」 G

iv
e

と
命
令
形
で
一
括
し
、
後
半
は
原

詩
の
仮
説
法
現
在
形 「
よ
り
好
も
し
い
（
だ
ろ
う
）」 kh

o
sh

tar b
o
v
ad

を
仮

定
法
過
去
の
条
件
節
＋
帰
結
節
の
組
み
合
わ
せ 「
も
し
坐
せ
ば
…
…
よ
り

幸
福
と
見
做
す
だ
ろ
う
」 If I m

ig
h
t sit . . . I sh

o
u
ld

 d
eem

 m
y
self h

ap
p
i-

er

の
形
に
再
構
成
す
る
こ
と
で
文
意
を
明
確
に
し
て
い
る
。
自
ら
述
べ
る

通
り 「
厳
密
な
逐
語
訳
」 

で
は
な
い
が
、
原
詩
の
意
図
は
正
確
に
汲
み
取
っ

て
訳
し
て
い
る
と
評
せ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
原
詩
の 「
命
を
繫
ぐ
糧
」 

sad
d
-ē  ram

aq
-ī

を 「
無
為
」 「
怠
惰
」 id

len
ess

と
訳
し
た
の
は
あ
ま
り
適

切
で
は
な
い）

55
（

。　

野
訳
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
の
ほ
ぼ
忠
実
な
訳
文
に
な
っ

て
い
る
も
の
の
、 「
貯
蓄
」 sto

re

が
判
り
に
く
い
こ
と
や
、 「
彼
の
王
國
に

於
け
る
王
者
」 a k

in
g
 in

 h
is k

in
g
d
o
m

の
よ
う
な
直
訳
の
結
果
、
代
名
詞 

「
彼
」 

が
指
示
対
象
語 「
王
者
」 

よ
り
前
に
出
て
し
ま
っ
て
、
日
本
語
と
し

て
不
自
然
な
印
象
を
与
え
る
点
は
問
題
か
も
し
れ
な
い
。

他
方
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
12
歌
の
も
う
一
つ
の
原
拠
と
な
っ

た
、
ボ
ド
レ
ー
写
本
第
百
五
十
五
番
に
対
応
す
る
の
は
、
ニ
コ
ラ
版
の
第

四
百
四
十
八
番
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
の
第
四
百
七
十
九
番
で
あ
る
。

こ
れ
を
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
第
398
歌
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

　
W

h
en

 th
e h

an
d
 p

o
ssesses a lo

af o
f w

h
eaten

 b
read

, tw
o
 m

easu
res 

o
f w

in
e, an

d
 a p

iece o
f flesh

, w
h
en

 seated
 w

ith
 tu

lip
-ch

eek
s in

 

so
m

e lo
n
ely

 sp
o
t, b

eh
o
ld

 su
ch

 jo
y
 as is n

o
t g

iv
en

 to
 all su

ltan
s.

 

（p
. C

X
X

X
III

）

　

手
に
小こ

麥む
ぎ

の
パ
ン
の
一
ひ
と
か

塊た
ま
りと
、
酒
の
二
合
と
、
魚う
を

の
一　

と
を
持
ち

た
る
時
、
鬱う
つ

金こ
ん

香か
う

色
せ
る
頰ほ

の
少を
と

女め

と
共
に
寂
し
き
場
所
に
坐
し
た
る

時
、
見
よ
、
斯
く
の
如
き
歡
樂
は
凡
て
の
王わ
う

者し
や

に
も
與
へ
ら
れ
ざ
る
な

り
。

g
ar d

ast d
eh

ad
 ze-m

ag
h
z-e g

an
d
o
m

 nā n
-ī

v
-az m

ey
 d

o
 m

an
-ī  ze gū

sfan
d
-ī  rā n

-ī

bā  lā le-ro
k
h
-ī  n

esh
aste d

ar vī rā nī
‘ay

sh
-ī  b

o
v
ad

-ī n
 n

a ḥ
ad

d
-e h

ar so
lṭā n

-ī

）
56
（

も
し
も
手
が
、
小
麦
粉
の
パ
ン
と

二
マ
ン
の
酒
、
そ
れ
に
羊
の
腿
肉
を
与
え
て
く
れ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
頰
し
た
友
と
一
緒
に
曠
野
に
座
す
の
な
ら

そ
れ
は
ど
ん
な
王
者
に
も
達
し
え
な
い
愉
楽
と
な
る
だ
ろ
う

原
詩
の 「
マ
ン
」 m

an

は
重
量
単
位
で
、
イ
ラ
ン
で
も
時
代
や
場
所
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
八
百
グ
ラ
ム
か
ら
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
幅
が
あ
る）

57
（

。
マ
ッ

カ
ー
シ
ー
訳
は
そ
う
し
た
術
語
を
避
け
て 「
二
杯
」 tw

o
 m

easu
res

と
し
、

　

野
は
こ
れ
を 「
二
合
」 

と
訳
す
。「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
頰
し
た
友
」 lā le-

ro
k
h
-ī

）
58
（

は
、
美
女
と
も
美
少
年
と
も
解
釈
可
能
だ
が
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
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あ
え
て
特
定
し
な
い
の
に
対
し
、　

野
訳
は 「
少
女
」 

と
す
る）

59
（

。
い
ず
れ

も
原
詩
の
意
味
を
比
較
的
よ
く
伝
え
て
い
る
も
の
の
、
英
訳
の 「
肉
」 flesh

を　
野
が 「
魚
」 

と
し
た
の
は
、“flesh

” 

を “fish
” 

と
読
み
違
え
た
た
め

で
あ
ろ
う
。　

野
訳
に
は
こ
の
種
の
不
注
意
な
誤
読
が
少
な
く
な
い
。

全
般
に
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
は
宗
教
や
歴
史
に
関
す
る
術
語
や
固
有
名
詞

な
ど
を
一
般
的
な
単
語
に
置
き
換
え
た
り
省
略
し
た
り
す
る
傾
向
に
あ
る

ほ
か）

60
（

、
原
詩
中
の
言
葉
の
別
の
単
語
へ
の
置
き
換
え）

61
（

、
大
幅
な
改
変）

62
（

、
明

ら
か
な
誤
読）

63
（

な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
と
く
に
、
原
詩
と
意
味
が
逆
転
し

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
第
457
歌
の
後
半
は
そ
の
例
で

あ
る
。「
汝
」 yo

u

と
は
こ
こ
で
は
神
を
指
し
て
い
る
。

　
If fro

m
 th

e first it w
as y

o
u
r p

u
rp

o
se to

 ab
an

d
o
n
 m

e, w
h
y
 d

id
 y

o
u
 

flin
g
 m

e h
elp

less in
to

 th
e m

id
d
le o

f th
is w

o
rld

? 

（p
. C

L
III

）

　

若
し
最
初
よ
り
我
を
棄
つ
る
こ
と
が 「
汝
」 
の
目
的
な
り
と
せ
ば
、

何な
に
ゆ
ゑ故
に 「
汝
」 

は
我
を
助
け
な
く
此
世
の
眞ま

中な
か

に
抛
り
出い
だ

せ
し
や
。

こ
の
ま
ま
で
は
英
訳
も
邦
訳
も
論
理
が
破
綻
し
て
文
意
が
通
じ
が
た
い
が
、

ペ
ル
シ
ア
語
原
文
を
見
る
と
、

ch
o
n
 tark

-e m
an

-at n
a-bū

d
 az rū

z-e n
ak

h
o
st

sar g
ash

te b
e- ‘ā lam

-am
 ch

erā  m
ī -k

ardī

）
64
（

私
を
見
捨
て
る
こ
と
が
（
創
造
の
）
最
初
の
日
か
ら
（
の
意
図
）
で
な

か
っ
た
の
な
ら

な
ぜ
あ
な
た
は
私
を
世
界
で
当
惑
さ
せ
た
の
か

と
あ
っ
て
、
本
来
は “it w

as not y
o
u
r p

u
rp

o
se ” 

と
否
定
形
に
な
る
べ
き

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る）

65
（

。

一
方
、　

野
訳
は
全
般
に
英
訳
を
忠
実
に
訳
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
の
、

先
に
挙
げ
た
よ
う
な
誤
読
が
随
所
に
見
ら
れ
る）

66
（

ほ
か
、
明
ら
か
な
誤
訳
も

指
摘
で
き
る
。
第
451
歌
後
半
は
意
味
が
原
詩
と
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
例

で
あ
る
。

　
If y

o
u
 w

o
u
ld

 fain
 taste th

e jo
y
s o

f rich
es, th

en
 th

an
k
 P

ro
v
id

en
ce 

fo
r y

o
u
r p

o
v
erty. 

（p
. C

L
I

）

　

汝
若
し
富
貴
の
喜
び
を
味（
マ
マ
）は
ん
と
欲
せ
ざ
ら
ば
、
汝
の
貧
窮
な
る
こ

と
を
上し
や
う
て
い帝に
感
謝
せ
よ
。

m
ī -bā sh

 b
e-v

aq
t-e bī n

avā ’ī  shā k
er

tā  ‘ā q
eb

at-o
l-am

r n
avā - ’ī  yā bī

）
67
（

貧
困
の
時
に
感
謝
の
心
を
持
て

最
後
に
（
来
世
で
）
富
裕
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

来
世
で
天
国
に
住
ま
い
、
安
楽
を
得
る
た
め
に
は
、
現
世
で
貧
困
で
あ
る

こ
と
に
感
謝
す
べ
し
と
い
う
の
が
原
詩
の
意
味
で
あ
る
。
英
訳
は
ニ
コ
ラ

版
の
仏
訳 “la P

ro
v
id

en
ce ” 

に
引
か
れ
た
た
め
か
、
原
詩
に
な
い “P

ro
v
i-

d
en

ce ” 
を
付
加
し
て
い
る
も
の
の
、
訳
自
体
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
邦
訳
は 「
欲
せ
ば
」 

と
す
べ
き
と
こ
ろ
を 「
欲
せ
ざ
ら

0

0

ば
」 

と
逆
に
訳

し
た
こ
と
が
判
る
。
お
そ
ら
く
、 「
現
世
に
お
い
て
富
貴
を
望
ま
な
い
な



̶ 11 ̶

ら
、
貧
困
を
神
に
感
謝
せ
よ
」 

と
い
う
形
で
論
理
的
整
合
性
を
図
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

第
448
歌
後
半
も
誤
訳
の
例
で
あ
る
。

　
I w

o
u
ld

 th
at G

o
d
 b

lo
tted

 m
y
 n

am
e fro

m
 th

e ro
ll o

f life, o
r o

f h
is 

b
o
u
n
ty

 m
ad

e life seem
 m

o
re fair. 

（p
. C

L

）

　

我
は 「
神
」 

が
生
命
の
記
錄
若
し
く
は
人
生
を
し
て
一
層
公
平
に
見

え
し
め
し
彼
の
恩
惠
の
記
錄
よ
り
、
我
名
を
抹
殺
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
。

邦
訳
は
こ
の
ま
ま
で
は
そ
も
そ
も
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
対
応
す
る
ペ
ル

シ
ア
語
原
詩
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

yā  nā m
-e m

an
-az jarī d

e bī rū
n
 k

o
n
adī

yā  rū
zi-y

e m
an

 ze g
h
ey

b
 afzū

n
 k

o
n
adī

）
68
（

（
神
が
）
帳
簿
か
ら
私
の
名
前
を
削
除
し
て
下
さ
る
か
、
あ
る
い
は

不
可
視
界
か
ら
私
の
日
々
の
糧
を
増
や
し
て
下
さ
る
か
、
い
ず
れ
か

を
（
私
は
希
望
す
る
）

「
帳
簿
」 jarī d

e

と
は
、
神
が
最
後
の
審
判
の
日
に
個
々
の
人
間
の
現
世
に

お
け
る
善
行
と
悪
行
を
調
べ
る
た
め
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
英
訳
は 「
神
が

私
の
名
前
を
人
生
の
巻
物
か
ら
削
除
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
寛
大
な
恩

恵
に
よ
っ
て
人
生
を
も
う
少
し
公
平
な
も
の
に
見
せ
て
下
さ
る
か
、
そ
の

い
ず
れ
か
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
」 

と
い
う
趣
旨
な
の
で
、
原
詩
の
意

味
は
ほ
ぼ
汲
ん
で
い
る
。
邦
訳
は “o

f h
is b

o
u
n
ty

” 

を “o
f life ” 

と
同
格
、

つ
ま
り “th

e ro
ll o

f h
is b

o
u
n
ty

” 

と
繫
げ
て
読
ん
だ
た
め
、
日
本
語
と
し

て
理
解
不
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
436
歌
の
邦
訳
も
意
味
が
判
り
に
く
い
。
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
と
並
べ
て

示
し
て
み
よ
う
。

　
O

 ev
il-d

o
er, n

ev
er d

o
in

g
 g

o
o
d
, w

h
o
 seek

 sh
elter w

ith
 d

iv
in

ity, 

b
ew

are o
f tru

stin
g
 to

 b
e p

ard
o
n
ed

, fo
r th

e n
o
th

in
g
-d

o
er resem

b
les 

n
o
t th

e d
o
er an

y
 m

o
re th

an
 th

e d
o
er rep

resen
ts th

e n
o
th

in
g
-d

o
er.

 
 （p

. C
X

L
V

I

）

　

お
ゝ
惡
を
爲
す
者
よ
、
決
し
て
善
を
爲
さ
ざ
る
者
よ
、 「
神
性
」 

を
避

け
所
と
し
て
求
む
る
者
よ
、
心
し
て
赦
罪
を
得
た
り
と
信
ず
る
勿
れ
、

そ
は
無
爲
者
は
、
有
爲
者
が
無
爲
者
に
現
は
す
よ
り
以
上
に
は
、
有
爲

者
に
類
似
せ
ざ
る
な
れ
ば
な
り
。

ey
 nī k

 n
a-k

ardē  o
 b

adī -hā  k
ardē

v
-ā n

gā h
 b

e-loṭ f-e ḥ
aq

 tav
allā  k

ardē

b
ar ‘afv

 m
a-k

o
n
 tak

y
e k

e h
arg

az n
a-b

o
v
ad

nā -k
ard

e ch
o
 k

ard
e k

ard
e ch

o
n
 nā -k

ardē

）
69
（

お
お
善
を
な
さ
ず
悪
を
な
す
者
よ

そ
れ
か
ら
神
の
慈
悲
に
す
が
る
者
よ

赦
し
を
当
て
に
す
る
な
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
は
な
さ
れ
た
事
柄

と
同
じ
で
は
な
く

な
さ
れ
た
事
柄
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
と
同
じ
で
は
な
い
か
ら
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マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、
お
そ
ら
く
ニ
コ
ラ
訳（celu

i q
u
i . . .

）に
引
か
れ
て 「
な

さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
」 nā -k

ard
e

を 「
無
為
者
」 no

th
in

g
-d

o
er, 「

な
さ
れ
た

事
柄
」 kard

e

を 「
有
為
者
」 do

er

と
意
訳
し
た
上
、 「
無
為
者
が
有
為
者
に

似
て
い
な
い
の
は
、
有
為
者
が
無
為
者
を
代
表
し
な
い
（
＝
似
て
い
な
い
）

の
と
同
様
で
あ
る
」 

と
全
体
を
訳
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
邦
訳
は
、 「
A
で

な
い
の
は
B
で
な
い
の
と
同
じ
」 no

t A
 an

y
 m

o
re th

an
 B

と
い
う
構
文
を

把
握
し
そ
こ
ね
る
と
と
も
に
、“rep

resen
t ”

（
代
表
す
る
）
を 「
現
わ
す
」 

と

訳
し
た
た
め
に
意
味
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
眼
で
振
り
返
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
、　

野

訳
と
も
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
て
は
い
る
も
の
の
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
訳
と
は
異
な
る
ル
バ
ー
イ
ー
を
き
わ
め
て
多
く
日
本
に
紹
介
し
た
点
で

は
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
增
野
三
良
が 『
未
來
』 

第
二
輯
に 「
故
片
野
文
吉
氏
の
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
を
評
す）

70
（

」 

と
題
し
た
書
評

を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
同
書
が 「
僕
の
や
う
な
カ
イ
ヤ
ウ

ム
宗
のF

an
aticism

に
墮
し
た
痴
兒
に
と
つ
て
狂
歡
」 （
一
五
六
頁
）
で
あ

り
、 「
君
の
如
き
篤
學
温
厚
の 「
ウ
マ
ル
が
新
使
徒
」 

を
喪
ふ
た
こ
と
を
私

は
衷
心
か
ら
ふ
か
く
哀
し
む
」 （
一
六
四
頁
）
と
と
も
に
、 「
近
い
內 「
ケ
ガ

ン
ポ
ウ
ル
」 

飜
刻
に
か
ゝ
る
東
方
叢
書
の
う
ち
の
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
原
詩

（M
S

S
.

）
が
手
許
に
届
く
か
ら
改
め
て
責
任
あ
る
批
許
（
マ
マ
）を
捧
げ
た
い
」 （
一

六
○
頁
）、 「
君
が
も
し
存
命
で
あ
る
な
ら
ば
多
（
マ
マ
）日
出
版
す
る
私
の 「
ル
ボ
ウ

イ
ヨ
オ
ト
」 

の
批
評
を
し
て
頂
き
」 （
一
六
四
頁
）た
か
っ
た
と
の
希
望
を
述

べ
る
。「
東
方
叢
書
」 

と
は
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
対
訳
版
を
指
し
て
お

り
、
先
に
引
い
た
幡
谷
正
雄
の 「
は
し
が
き
」 

に 「
三
良
さ
ん
の
枕
頭
に
は

ウ
イ
ン
フ
イ
ー
ル
ド
、
そ
の
他
の
英
譯
本
も
あ
つ
た
」 

と
記
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
後
日
、
增
野
は
実
際
に
こ
の
刊
本
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
判

る
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
訳
を
参
照
し
つ
つ

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
、　

野
訳
を
批
評
す
る
だ
け
の
時
間
は
彼
に
は
残
さ
れ

て
い
な
か
っ
た）

71
（

。

三　

荒
木
茂 「
オ
ム
マ
、
ハ
ヤ
ム
と 「
四ル

バ
イ
ヤ
ツ
ト

行
詩
」 

全
譯
」

　

野
訳
の
七
年
後
に
発
表
さ
れ
た
荒
木
茂
訳）

72
（

も
ま
た
、
日
本
に
お
け
る 

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
最
初
の
ペ
ル
シ
ア
語
原
典
訳
と
し
て
重
要
な
歴
史
的

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
荒
木
茂
（
一
八
八
四 

―
一
九
三
二
年
）
は
福
井
の
出

身
で
、
東
京
高
等
師
範
學
校
を
退
学
後
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
立
高
校
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
を
経
て
一
九
一
四
年
九
月
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
入
学
、

翌
年
五
月
に
修
士
号
を
取
得
、
引
き
続
き
一
九
二
○
年
三
月
ま
で
、
ジ
ャ

ク
ソ
ンA

. V
. W

illiam
s Jack

so
n

（
一
八
六
二 

―
一
九
三
七
年
）
や
ヨ
ハ
ン
ナ

ンA
b
rah

am
 Y

o
h
an

n
an

（
一
八
五
三 

―
一
九
二
五
年
）
に
師
事
し
て
ペ
ル
シ

ア
語
の
研
究
に
従
事
し
た）

73
（

。
お
そ
ら
く
わ
が
国
最
初
の
イ
ラ
ン
学
者
で
あ

ろ
う
。
在
米
中
に
中
條
百
合
子
と
結
婚
、
一
九
二
○
年
の
帰
国
後
は
、
女

子
學
習
院
教
授
を
務
め
る
傍
ら
、
東
京
帝
國
大
學
文
學
部
で
も
一
九
三
一

年
ま
で
講
師
と
し
て
ペ
ル
シ
ア
語
を
講
義
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
を
通
覧

し
た 『
ペ
ル
シ
ヤ
文
學
史
考
』 （
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
五
月）

74
（

）
を
刊
行
し

て
い
る
。
自
ら
の
不
幸
な
結
婚
を
題
材
と
し
た
百
合
子
の
小
説 『
伸
子
』 

（
改
造
社
、
一
九
二
八
年
三
月
）
で
は
、
荒
木
（
佃
一
郞
）
は
融
通
の
利
か
な
い

不
器
用
な
人
物
と
し
て
批
判
的
に
描
か
れ
る
一
方
、
一
九
二
六
年
か
ら
二

年
間
、
荒
木
ペ
ル
シ
ア
語
教
室
に
参
加
し
た
ア
ラ
ビ
ア
学
の
前
嶋
信
次（
一
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九
○
三 

―
八
三
年
）
は
、
ず
っ
と
温
情
の
籠
っ
た
回
想
を
残
し
て
い
る）

75
（

。

荒
木
は
訳
詩
の
前
に
詳
細
な 「
序
」 

を
付
し
、 「
四
行
詩
」 

の
写
本
と
翻

訳
、
ウ
マ
ル
の
生
涯
と
作
品
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
彼
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
訳
の 「
英
詩
の
美
を
否
定
し
な
い
」 （
二
頁
）
も
の
の
、
そ
の
ペ
ル

シ
ア
語
原
文
と
の
乖
離
を
遺
憾
と
し
、 「
最
も
信
賴
す
る
に
足
る
」 

原
文（
ボ

ド
レ
ー
写
本
）
に
よ
る
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
校
訂
版
と
、 「
多
少
の
誤
謬
が

あ
る
」 （
三
頁
）
そ
の
英
訳
と
に
基
づ
き
、 「
原
作
の
一
行
に
表
は
さ
れ
て
居

る
意
味
を
、
予
も
亦
譯
文
の
一
行
中
に
、
總
て
含
め
て
書
い
た
」 （
一
四
頁
）

と
い
う
。「
序
」 

の
末
尾
で
は
、

　

予
は
幸
に
し
て
、
ペ
ル
シ
ャ
人
で
歐
米
に
學
び
、
拾
數
ケ
國
の
國
語

に
通
じ
て
居
る
ヨ
ハ
ナ
ン
博
士
に
接
し
、
親
し
く
彼
等
の
風
習
を
學
び

し
事
數
年
、
此
等
の
四
行
詩
の
飜
譯
に
際
し
て
も
、
彼
よ
り
多
く
の

暗サ
ゼ
ス
チ
ヨ
ン
示
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
微
力
な
が
ら
予
は
オ
ム
マ
に
忠
實
な
る

譯
者
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
憚
ら
な
い
の
で
あ
る
。 
（
一
四
頁
）

と
記
し
て
翻
訳
へ
の
自
負
を
示
す
一
方
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
美
を 「
日
本
語

に
て
表
し
得
な
い
」 

こ
と
は 「
深
く
遺
憾
と
す
る
」 

と
も
付
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
ま
ず
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
第
12
歌
に
対

応
す
る
、
第
百
四
十
九
番
と
百
五
十
五
番）

76
（

の
訳
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

僅
か
な
る
紅
玉
色
の
酒
と
一
篇
の
詩
デ
イ
ー
ワ
ー
ン
集
を
我
望
む

　

我
只
生
き
ん
爲
め
に
半
塊
の
パ
ン
を
要
す
る
の
み
、

　
　

斯
く
て
爾
と
我
、
寂
ナ
イ
ー
ラ
ー
ン
莫
に
座
せ
ば
、

　
　
　

王
領
を
與
へ
ら
れ
ん
よ
り
も
幸
な
り
。

　
　

 

註
釋
、
此
の
詩
集
と
云
ふ
原
語
は
韻
字
に
よ
り
ア
ル
フ
ア
ベ
ツ
ト
順
に
集

め
た
も
の
な
り
。 

（
四
一
頁
）

一
塊
の
麺
麭
、
一
瓢
の
酒
、

　

羊
の
股
肉
を
得
て

　
　

爾
と
我
、
寂
莫
に
座
す（
マ
マ
）と
き

　
　
　

そ
の
喜
び
を
何
れ
の
王
か
遮
ら
ん
。

　
　
註
釋
、
第
百
四
拾
九
節
參
照
、 

（
四
二
頁
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
原
文
に
比
較
的
忠
実
で
、
日
本
語
と
し
て
判
り
や
す

い
訳
に
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
冒
頭
は
、
通
常
は “to

n
g
-ī ” 

と
読
ん
で 

「
壺
」 

と
訳
す
と
こ
ろ
だ
が
、
荒
木
訳
は
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
訳
に
従
い
、
こ

こ
を “to

n
gī ” 

す
な
わ
ち 「
狭
さ
」 「
窮
乏
」 

と
取
っ
て
、
そ
こ
か
ら 「
僅
か

な
る
」 a little

と
い
う
訳
を
与
え
て
い
る
。
第
二
句
の
原
文
に
は 「
命
を
繫

ぐ
糧
と0

半
切
れ
の
パ
ン
」 sad

d
-ē  ram

aq
-ī  . . . o

 n
esf-ē  nā n

-ī

と
二
項
目
が

並
列
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
荒
木
訳
は 「
生
き
ん
爲
め
に
半
塊
の
パ
ン
」 

と
一
ま
と
め
に
や
や
意
訳
す
る
。「
寂
莫
」 

に
付
さ
れ
た
ル
ビ 「
ナ
イ
ー
ラ
ー

ン
」 

は 「
ウ
イ
ー
ラ
ー
ン
」 wī rā n

の
誤
植
で
あ
ろ
う
。「
註
釋
」
は
ヘ
ロ
ン

＝
ア
レ
ン
か
ら
の
転
用
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
最
終
行 「
そ
の
喜
び
を

何
れ
の
王
か
遮
ら
ん
」 

は
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
英
訳 “a jo

y
 to

 w
h
ich

 n
o
 

su
ltan

 can
 set b

o
u
n
d
s ” 

に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
原
文
に
は 「
す

べ
て
の
王
者
が
達
す
る
範
囲
に
は
な
い
」 「
ど
ん
な
王
者
に
も
達
し
得
な
い

（
愉
楽
）」 na ḥ

ad
d
-e h

ar so
lṭā n

-ī

と
あ
り
、
や
や
原
義
か
ら
逸
脱
す
る
。
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「
座
す
」
は
サ
変
動
詞
な
の
で
、「
と
き
」
に
連
な
る
場
合
は
連
体
形
「
座

す
る
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

他
方
、
荒
木
訳
全
体
を
通
覧
す
る
と
、
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、 「
原
作

の
一
行
に
表
は
さ
れ
て
居
る
意
味
」 

を 「
譯
文
の
一
行
中
に
、
總
て
含
め

て
書
」 

く
と
い
う
原
則
に
基
づ
き
、
文
の
主
語
や
説
明
的
な
語
句
を
省
い

て
簡
潔
を
旨
と
し
た
た
め
か
、
そ
の
ま
ま
で
は
文
意
が
理
解
で
き
な
い
訳

詩
も
多
い
。
例
え
ば
、
第
八
十
一
番
は
、
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

酒サ
ー

僕キ
ー

の
大
地
に
放
散
す
る
盃
每
に
、

　

苦
し
き
目
に
浮
ぶ
怒
恨
の
火
を
消
さ
ん

　
　

榮み
さ

光か
え

あ
れ
、
爾
を
知
る
、

　
　
　

千
々
の
憂
苦
を
魂
よ
り
除
く
も
の
と
。

　
　
註
釋
、
苦
し
み
つ
ゝ
此
の
世
を
去
り
し
も
の
ゝ
惱
み
失
せ
ん
と
な
り
。

 

（
二
九
頁
）

h
ar jo

r ‘e k
e sā q

i-y
ash

 b
e-k

hā k
-afshā n

ad

d
ar dī d

e-y
e g

o
rm

 ā tesh
-ē  g

h
am

 b
e-n

shā n
ad

so
bḥā n

a-llah
 to

 bā d
 m
ī -p

en
dā rī

ā b
-ī  k

e ze ṣ ad
 d

ard
 d

el-at b
e-rhā n

ad

）
77
（

「
酌
人
が
大
地
に
灌
ぐ
一
滴
一
滴
が
、
悲
哀
の
眼
の
な
か
の
心
痛
の
焰
を

消
す
。
神
に
讚
え
あ
れ
。
そ
な
た
は
酒
が
、
千
も
の
苦
し
み
か
ら
そ
な
た

の
心
を
解
放
す
る
水
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」 

と
い
う
の
が
原
文
の

直
訳
で
あ
る
。「
大
地
に
灌
ぐ
一
滴
」 

と
は
、
先
に
触
れ
た 「
灌
奠
」、
す
な

わ
ち
地
下
に
眠
る
死
者
を
偲
び
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
大
地
に
酒
を

注
ぐ
習
慣
へ
の
言
及
で
あ
る
。
註
釋
に
言
う 「
苦
し
み
つ
ゝ
此
の
世
を
去

り
し
も
の
」 

は 「
心
痛
の
焰
」 

を
抱
い
て
い
る
の
で
、
酒
を
灌
ぐ
こ
と
で
初

め
て
そ
の
焰
が
鎮
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
荒
木
訳
に
は
そ
う
し
た
背
景
説

明
が
な
い
た
め
、 「
大
地
に
放
散
す
る
盃
」 

と
は
そ
も
そ
も
何
を
意
味
す
る

の
か
が
読
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た 「
榮み
さ

光か
え

あ
れ
」 

が
神
へ
の
祈
願
で

あ
る
こ
と
も
判
り
に
く
い
。「
爾
を
知
る
」 

は
当
然 「
爾
は0

知
る
」 

と
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
。
お
ま
け
に
、 「
千
々
の
憂
苦
を
魂
よ
り
除
く
」 

の
主
語
が
酒

で
あ
る
こ
と
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
文
意
が
通
じ
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
せ
っ
か
く
の
註
釋
が
生
か
さ
れ
ず
、
中
途
半
端
な
印
象
を
与
え
る

一
例
で
あ
る
。

ま
た
、「
新
現
に
目
を
止
め
よ）

78
（

」、 「
艶
美
の
還
繞
に
徒
步
す
る
こ
と）

79
（

」、 

「
總
て
科
學
の
精
思
よ
り
高
颺
し）

80
（

」 

の
よ
う
に
、
日
本
語
と
し
て
意
味
不
明

の
語
句
や
誤
解
さ
れ
や
す
い
表
現
も
散
見
さ
れ
る）

81
（

。
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、

誤
訳
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
意
味
が
原
詩
と
正
反
対
に
な
っ
て
い

る
例
を
二
、
三
挙
げ
よ
う
。
ま
ず
第
二
十
三
番
で
あ
る
。

爾
何
ぞ
斯
く
罪
に
泣
く
、
ハ
ヤ
ム
、

　

苦
恨
は
爾
に
何
等
の
利
を
も
與
え
（
マ
マ
）じ
、

　
　

贖
罪
何
の
爲
め
ぞ
、
人
も
し
罪
を
侵
（
マ
マ
）さ
ず
ば
、

　
　
　

罪
は
贖
は
る
べ
し
、
爾
何
ぞ
罪
に
泣
く
。 

（
一
八
頁
）

k
h
ay

yā m
 ze b

ah
r-ē  g

o
n
ah

-ī n
 m
ā tam

 chī st

v
a-z k

h
o
rd

an
-e g

h
am

 fā y
ed

e bī sh
-ō

 k
am

 chī st
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ā n
-rā  k

e g
o
n
ah

 n
a-k

ard
 g

h
o
frā n

 n
a-b

o
v
ad

g
h
o
frā n

 ze b
arā y

-ē  g
o
n
ah

-ā m
ad

 g
h
am

 chī st

）
82
（

「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
よ
、
罪
の
た
め
の
こ
の
喪
は
何
な
の
か
。
嘆
く
こ
と
に
、
多

か
れ
少
な
か
れ
何
の
利
益
が
あ
る
の
か
。
罪
を
犯
さ
な
か
っ
た
者
に
赦
し

は
な
い
。
赦
し
は
罪
の
た
め
に
生
ず
る
。
な
ぜ
嘆
く
の
か
」。
赦
し
は
罪

の
た
め
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
罪
を
犯
し
た
か
ら
と
い
っ
て
悲
観
す
る
こ
と

は
な
い
、
と
い
う
の
が
一
首
の
意
味
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
荒
木
訳
は 「
も

し
罪
を
侵
（
マ
マ
）さ
ず
ば
、
／
罪
は
贖
は
れ0

ざ0

る
べ
し
」 

と
で
も
す
べ
き
と
こ
ろ
、

逆
に
訳
し
た
た
め
全
体
が
意
味
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

同
様
に
、
第
八
十
三
番
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

友
よ
、
面
と
面
の
接
す
る
時
、

　

爾
友
の

憶
を
增
す
べ
し
、

　
　

俱
に
豐
醇
の
酒
を
飮
む
時
、

　
　
　

順
に
際
し
て
玉
盃
を
伏
す
る
な
か
れ
。

　
　
註
釋
、
伏
す
る
と
云
ふ
原
語
に
底
を
上
に
す
る
と
あ
り
。 

（
二
九
頁
）

こ
の
原
詩
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
101
歌
と
の
関
連
で
す
で
に
引

用
し
た
通
り
で
あ
る）

83
（

。
後
半
二
句
は
、
や
は
り
大
地
へ
の 「
灌
奠
」 

の
習

慣
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
、 「
順
に
際
し
て
玉
盃
を
伏
す
る
な
か
れ
」 

で
は

意
味
が
逆
で
、
む
し
ろ 「
玉
盃
を
（
私
が
眠
る
大
地
に
向
か
っ
て
）
傾
け
よ
」 

n
egū

n
sā r k

o
nī d

と
あ
る
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
。
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
英
訳

も “tu
rn

 a goblet u
p
sid

e d
o
w

n
” 

と
し
て
い
る
。

も
う
一
例
、
第
百
五
十
番
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

利
な
き
多
く
の
悲
憂
を
⻝
む
な
か
れ
、
悅
に
生
け

（
マ
マ
）、

　

非
道
、
不
義
の
代
に
公
道
に
生
き
、

　
　

此
の
世
の
最
終
の
行
動
はニ
ー
ス
テ
イ
ー

虛
無
な
れ
ば

　
　
　

空
無
を
想
は
ず
解
脫
に
生
き
よ
。

　
　
註
釋
、
行
動
と
譯
せ
る
原
語
は
事
務
と
云
ふ
意
を
持
つ
て
居
る
。

 

（
四
一
頁
）

ch
an

dā n
 g

h
am

-e bī hū
d
e m

a-k
h
o
r shā d

 b
e-zī

v
-an

d
ar rah

-e bī dā d
 to

 bā dā d
 b

e-zī

ch
o
n
 ā k

h
er-kā r ī n

 jahā n
 nī sti-y

ast

an
gā r k

e nī stī -y
o
 ā zā d

 b
e-zī

）
84
（

原
詩
に
は
、 「
か
く
も
無
益
な
悲
し
み
に
暮
れ
ず
愉
し
く
生
き
よ
、
不
正
の

道
の
な
か
を
公
正
に
生
き
よ
、
こ
の
世
は
結
局
無
で
あ
る
か
ら
、
そ
な
た

は
自
分
が
無
で
あ
る
と
仮
定
し
て
自
由
に
生
き
よ
」 

と
あ
る
。
荒
木
の
註

釋
は
、
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
が
第
三
句
中
の
原
語 “ā k

h
er-kā r ” 

の
英
訳 “th

e 

fin
al en

d
” 

中
の
単
語 “en

d
” 

に
付
し
た
注 “L

iterally, ‘b
u
sin

ess ’ ” 

を
そ

の
ま
ま
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に “kā r ” 

の
原
義
は 「
仕
事
」 

で
あ

る
。“ā k

h
er(e)-kā r ” 

は 「
結
局
の
と
こ
ろ
」 

と
い
う
副
詞
に
も
、 「
事
柄
の

結
末
、
終
局
」 

と
い
う
名
詞
に
も
な
り
う
る
の
で
、
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
は

後
者
に
従
っ
て
第
三
句
を 「
こ
の
世
の
結
末
は
虚
無
で
あ
る
」 ā k

h
er-kā r-e 

ī n
 jahā n

 nī sti-y
ast

と
解
釈
し
、
荒
木
訳
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
問
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題
は
第
四
句 「
空
無
を
想
は
ず
」 

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
荒
木
は “nī stī ” 

を

第
三
句
中
の “nī stī ” 

と
同
一
の
名
詞 「
無
」 

と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

実
際
に
は
こ
こ
は
名
詞 “nī st ”

（
無
）
と
、
動
詞 “bū

d
an

”

（
〜
で
あ
る
）
の

現
在
形
第
一
変
化
二
人
称
単
数 “ī ” 

と
が
繫
が
っ
た
形
で
、 「
そ
な
た
は
無

で
あ
る
」 
を
意
味
す
る
文
で
あ
る
。
元
来
は 「
空
無
（
な
る
）
を
想
ひ0

」 

と

で
も
す
べ
き
と
こ
ろ
、
逆
に
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
例
に
限
ら
ず
、
荒
木
訳
に
は
誤
訳
が
相
当
見
ら
れ
る）

85
（

。
こ
れ

は
、
荒
木
が
師
事
し
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が 『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
』 

な
ど
古
代
イ

ラ
ン
語
の
専
門
家
で
あ
り
、
荒
木
自
身
の
主
た
る
関
心
も
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー

語
や
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
語
と
い
っ
た
古
代
・
中
世
イ
ラ
ン
語
に
あ
っ
て
、 『
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
記
さ
れ
た
近
世
ペ
ル
シ
ア
語
は
む
し
ろ
専
門
外
だ
っ
た

こ
と
と
も
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
読
解
に
さ
い
し
、
ヨ
ハ
ン
ナ
ン
に

助
力
を
求
め
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
、 「
譯
詩
中
、
片
假

名
の
振
假
名
は
、
原
語
の
ペ
ル
シ
ャ
音
に
最
も
近
き
發
音
を
示
し
」、 「
オ

ム
マ
、
ハ
ヤ
ム
が
最
も
原
音
に
近
き
も
の
と
信
じ
て
斯
く
彼
を
呼
ぶ
」 （
一

四
頁
）
と
す
る
が
、
現
代
の
時
点
で
振
り
返
る
と

―
当
時
は
先
例
と
な

る
べ
き
仮
名
表
記
の
基
準
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を

勘
案
す
べ
き
だ
と
は
い
え

―
問
題
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い）

86
（

。
荒

木
訳
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
の
趣
を
初
め
て
日
本
語
で
読
者
に
伝
え
た
と

い
う
点
で
歴
史
的
意
義
が
大
き
く
、
矢
野
峰
人
の
よ
う
な
研
究
者
に
よ
っ

て
参
照
さ
れ
る）

87
（

反
面
、
そ
の
難
解
さ
の
た
め
に
か
え
っ
て
一
般
読
者
を 

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
、
歌
人
の
赤
木
健
介
（
本
名
は
赤
羽
壽ひ

さ
し。

一
九
○
七
―
八
九
年
）

が
、

（
前
略
）
私
は
少
年
時
代
に
、「
中
央
公
論
」
か
何
か
で
、「
ル
ー
バ
イ

ヤ
ッ
ト
」
の
飜
譯
を
讀
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
譯
者
は
中
條
百
合
子
氏
の

最
初
の
夫
君
荒
木
茂
氏
だ
つ
た
と
思
ふ
。
其
の
高
趣
は
わ
か
ら
な
か
つ

た
に
し
て
も
、
酒
と
薔
薇
と
新
月
を
讃
へ
た
其
の
詩
篇
は
、「
千ア
ラ
ビ
ア
ン

一
夜

物・
ナ
イ
ト語
」
そ
の
ま
ま
に
魅
惑
的
で
あ
つ
た
。
以
來
オ
マ
ー
ル
の
名
は
、
胸

に
消
し
難
く
刻
ま
れ
た
が
、
不
幸
に
し
て
接
し
得
る
機
會
を
持
た
な
か

つ
た
。（
中
略
）
間
も
な
く
齋
藤
勇
（
た
け
し
）氏

（
一
八
八
七
―
一
九
八
二
年
。
英
文
学

者
）
を
訪
れ
た
機
會
に
、
版
本
に
つ
い
て
種
々
敎
へ
ら
れ
、
鮮
美
な
一

册
を
見
せ
て
頂
い
た
外
、「
オ
マ
ー
ル
を
讀
み
た
い
な
ら
、
矢
野（
峰
人
）

君
の
校
註
本
が
至
廉
で
、
且
つ
正
確
で
あ
る
。」
と
の
敎
示
を
得
た
。

（
中
略
）
而
し
て
再
讀
・
三
讀
ま
す
ま
す
心
惹
か
れ
、
も
つ
と
早
く
觸
れ

な
か
つ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
ば
か
り
で
あ
る）

88
（

。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
荒
木
訳
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
彼
が 『
ル
バ

イ
ヤ
ー
ト
』 

を
ゲ
ー
テ
の 『
西
東
詩
集
』 

や
中
国
の
漢
詩
人
、
日
本
の 『
萬

葉
集
』 

や
記
紀
歌
謡
と
並
べ
て
論
じ
た
書
物
を
上
梓
す
る
に
至
っ
た
こ
と

は
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

大
正
期
に
は
こ
の
ほ
か
、
竹
友
藻
風
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

全
訳
や
、
小

川
忠
藏
に
よ
る
評
釈
、
厨
川
辰
夫
・
矢
野
禾
積
編
の 『
十
九
世
紀
後
半
期

英
詩
選
』 （
邦
題
は
『
英
詩
集
』）
な
ど
の
仕
事
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

﹇
注
﹈

　

＊ 

本
文
に
お
け
る
引
用
文
中
、
引
用
者
の
注
記
・
説
明
を
示
す
丸
括
弧
は
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小
字（
1
ポ
下
げ
）と
し
、
原
文
自
体
の
丸
括
弧
は
並
字
で
表
示
す
る
。
ま

た
、
引
用
文
中
の
引
用
者
に
よ
る
ル
ビ
に
は
丸
括
弧
を
付
し
、
原
ル
ビ
と

区
別
し
た
。
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
﹇　

﹈
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

　

＊ 
引
用
欧
文
中
のth

ree d
o
ts （. . .

） 

は
引
用
者
に
よ
る
省
略
を
示
す
。

（
1
） 

『
朱
欒
』 
第
二
卷
十
一
號
、
一
九
一
二
年
十
一
月
、
四
五 

―
五
五
頁
。
增

野
は
同
じ
号
に 「
埃
及
に
於
け
る
ヘ
ロ
ド
タ
ス
（F

ro
m

 A
n
d
rew

 L
an

g

）」、

第
二
卷
九
號
に 「M

an
d
o
lin

e

（
ポ
ウ
ル
・
ヴ
エ
ル
レ
ー
ヌ
）」、
十
號
に 「
靑

磁
古
甕
の
歌（L

an
g

のB
allad

es

よ
り
）」、
第
三
卷
五
號
に 「
印
度
古
詩
」 

な
ど
の
訳
詩
を
発
表
し
て
い
る
。
增
野
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳

し
い
。
佐
野
晴
夫 「
生
田
春
月
と
山
陰
の
詩
壇（
1
）」 『
山
口
大
学
教
養
部

紀
要　

人
文
科
学
篇
』 

第
十
八
巻
、
一
九
八
四
年
十
一
月
、
一
一
九 

―
二

五
頁
、
同 「
生
田
春
月
と
山
陰
の
詩
壇
（
2
）」 『
山
口
大
学
教
養
部
紀
要　

人
文
科
学
篇
』 

第
十
九
巻
、
一
九
八
六
年
二
月
、
一
三
一 

―
三
四
頁
（
い

ず
れ
も 「
増
野
三
良
著
作
年
表
」 

を
含
む
）。

（
2
） 

大
正
四
年
十
一
月
調 『
早
稻
田

大　

學
交
友
會
會
員
名
簿
』 
一
六
五
頁
。
友
人
に
よ

る
回
想
と
し
て
、
松
本
淳
三 「
外
の
浦
よ
り

―
增
野
三
良
を
憶
ふ〔
一 

―

四
〕」 『
讀
賣
新
聞
』 

一
九
二
二
年
七
月
二
十
二
日
、
第
十
一
面
、
二
十
三
、

二
十
五 

―
二
十
六
日
、
第
七
面
。
前
田
夕
暮 「
增
野
三
良
氏
を
悼
む
」 『
詩

歌
』 

第
六
卷
四
號
、
一
九
一
六
年
四
月
、
四
三
頁
。

 
 

薄
田
泣
菫 「
さ
す
ら
ひ
蟹
」 （
同 『
艸
木
虫
魚
』 

創
元
社
、
一
九
二
九
年

一
月
、
四
一 

―
四
六
頁
）
に
は
、
增
野
が 「
生
前
オ
マ
ア
・
カ
イ
ヤ
ム
や

タ
ゴ
オ
ル
の
譯
者
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
そ
ん
な
飜
譯
よ
り
も
彼
自

身
の
も
の
を
書
い
た
方
が
よ
か（

マ
マ
）り

さ
う
に
思
は
れ
る
ほ
ど
、
詩
人
の
氣
禀

に
富
ん
だ
男
だ
つ
た
」 

と
あ
る
。
ま
た
、 『
未
來
』 

第
二
年
二
號
（
一
九
一

五
年
二
月
）
の
三
木
露
風 「
餘
錄
」 

は 「
同
君
は
病
餘
の
す
さ
み
に
書
い
た

畫
五
十
點
を
集
め
て
、
京
都
で
展
覽
會
を
開
く
」 （
一
○
五
頁
）
と
も
記
し

て
お
り
、
絵
心
も
あ
る
詩
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。
未
來
社
同
人
編 『
日
本
象

徵
詩
集
』 （
玄
文
社
、
一
九
一
九
年
五
月
）
に
は
、
增
野
の
作
品
と
し
て
日

本
語
詩 「D

e P
ro

fu
n
d
is

」 

の
ほ
か
、“T

o
 R

. M
., ” “O

n
 th

e V
o
y
ag

e, ” “H
er 

S
érén

ad
e ” 

の
三
編
の
英
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
3
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
原
著
は
以
下
の
通
り
。

 

・ R
ab

in
d
ran

ath
 T

ag
o
re,  G

itanjali （Song O
fferings

）, A
 C

o
llectio

n
 o

f 

P
ro

se T
ran

slatio
n
s M

ad
e b

y
 th

e A
u
th

o
r fro

m
 th

e O
rig

in
al B

en
g
ali, 

w
ith

 an
 In

tro
d
u
ctio

n
 b

y
 W

. B
. Y

eats, L
o
n
d
o
n
: M

acm
illan

 an
d
 C

o
., 

1
9
1
3
.

 

・ 

―, T
he C

rescent, T
ran

slated
 fro

m
 th

e O
rig

in
al B

en
g
ali b

y
 th

e 

A
u
th

o
r, w

ith
 E

ig
h
t Illu

stratio
n
s in

 C
o
lo

u
r, L

o
n
d
o
n
: M

acm
illan

 an
d
 

C
o
., 1

9
1
3
.

 

・ 

―, T
he G

ardener, T
ran

slated
 b

y
 th

e A
u
th

o
r fro

m
 th

e O
rig

in
al 

B
en

g
ali, N

ew
 Y

o
rk

: M
acm

illan
 an

d
 C

o
., 1

9
1
3
.

 
 

詩
人
の
金
子
光
晴
（
一
八
九
五 

―
一
九
七
五
年
）
は
後
年
、 「
タ
ゴ
ー
ル

の 『
新
月
』 

と
い
う
詩
の
ほ
ん
や
く
を
よ
ん
で
感
心
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
増
野
三
良
と
か
い
う
人
の
訳
で
ね
」 

と
回
想
し
て
い
る
。
金
子
光

晴 『
新
雑
事
秘
辛
』 

濤
書
房
、
一
九
七
一
年
六
月
、
六
三
頁
。
初
出
は 「
詩

と
詩
人
に
つ
い
て（
中
）―
あ
い
な
め
談
義
そ
の
4
」 『
詩
誌
あ
い
な
め
』 

第
十
八
号
、
一
九
六
七
年
八
月
、
四
頁
（「
あ
り
ま
し
た
」 

↓ 「
あ
っ
た
で

す
よ
。
ず
い
ぶ
ん
読
ん
だ
」）。『
金
子
光
晴
全
集
』 

第
六
巻
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
六
年
三
月
、
二
四
八
頁
。

（
4
） 

增
野
三
良 「
カ
シ
イ
ダ
ア
（
亞
剌
比
亞
詩
集
）」 『
詩
歌
』 

第
五
卷
九
號
、

一
九
一
五
年
九
月
、
六
六 

―
六
七
頁
。
同 「
ア
ラ
ビ
ヤ

詩　
　

集

カ
シ
イ
ダ
ア
」 『
詩
歌
』 

第
五
卷
十
二
號
、
三
八 

―
四
○
頁
。
原
典
は
、
探
検
家
・
東
洋
学
者
と
し

て
知
ら
れ
る
バ
ー
ト
ンR

ich
ard

 F
ran

cis B
u
rto

n

（
一
八
二
一 

―
九
○
年
）

が
ペ
ル
シ
ア
詩
人
の
名
を
借
り
て
創
作
し
た
英
語
詩
。
そ
の
初
刊
情
報
は

以
下
の
通
り
で
、
そ
の
後
多
く
の
刊
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。

 

・ The K
asîdah （C

ouplets

） of H
âjî A

bdû E
l-Yezdî: A

 Lay of the H
igher 

L
aw

, T
ran

slated
 an

d
 A

n
n
o
tated

 b
y
 H

is F
rien

d
 an

d
 P

u
p
il F

. B
., L

o
n
-

d
o
n
: P

riv
ately

 P
rin

ted
, 1

8
8
0
.

（
5
） 

增
野
良
三 「
波
斯
だ
よ
り
」 『
生
活
と
藝
術
』 

第
三
卷
三
号
、
一
九
一
五

年
十
一
月
、
四
六 

―
五
三
頁
。
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（
6
） 

そ
の
訳
文
か
ら
第
三
版
な
い
し
第
四
版
が
候
補
と
な
る
が
、
第
五
歌
の

三
行
目
に 「
紅ル

ビ
ー玉

の
燭

と
も
し
びを

點
じ
」 

と
あ
る
の
で
第
四
版
が
底
本
と
判
断
で

き
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
原
文
が
、
第
三
版
は “a R

u
b
y
 g

u
sh

es, ” 

第
四

版
が “a R

u
b
y
 k

in
d
les ” 

と
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

（
7
） 
『
讀
賣
新
聞
』 

一
九
一
四
年
二
月
一
日
、
朝
刊
第
五
面 「
よ
み
う
り
抄
」。 

『
未
來
』 
第
一
輯
（
一
九
一
四
年
二
月
）
の 「
消
息
」 

三
七
二
頁
に
も
、 「
增

野
三
良
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』 

は
近
刊
の
豫
定
」 

と
あ
る
。
ま
た
、
一
九
一

三
年
七
月
十
九
日
の
三
木
露
風（
本
名
は
操
。
一
八
八
九 

―
一
九
六
四
年
）

宛
て
增
野
書
簡
は
、 「
杉
浦
非
水
氏
の
肝
煎
に
て
九
月
上
梓
目
下
原
詩
譯
校

正
中
」 

と
伝
え
、 「
或
は
東
方
的
冥
想
或
は
御
天
分
の
象
徵
詩
ま
た
は
書
簡

文
體
の
も
の
何
れ
に
て
も
よ
ろ
し
く
」 「
是
非
共
ル
イ（

マ
マ
）バ

ヤ
ツ
ト
に
何
か
書

い
て
戴
」 

き
た
い
、 「
一
病
兒
の
經
帷
子
と
し
て
是
非
共
大
兄
の
跋
を
。
序

は
上
田
敏
先
生
に
候
」 

と
露
風
に
跋
文
を
依
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同

年
八
月
九
日
付
け
書
簡
で
は 「
尊
兄 「
白
き
手
の
獵
人
」 

御
上
梓
に
つ
き
御

正
定
を
攪
拌
す
る
愆

（
け
ん
）深

き
を
思
ひ 『
跋
』 
催
促
も
遠
慮
致
し
ま
し
た
」 

と
あ

り
、
露
風
の 「
跋
」 

が
最
終
的
に
書
か
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
。「
增
野

三
良
書
牘（
一
）」 『
詩
歌
』 

第
六
卷
六
號
、
一
九
一
六
年
六
月
、
六
一 

―
六

二
頁
。

 
 

前
掲
の
松
本
淳
三 「
外
の
浦
よ
り
〔
三
〕」 

に
よ
る
と
、
杉
浦
非
水
（
本

名
は
朝つ

と

武む

。
一
八
七
三 

―
一
九
六
五
年
）
は
か
つ
て
增
野
の
故
郷
・
濱
田

に
中
学
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
增
野
ら
の
詩
歌
雑
誌 『
銀
鈴
』 
の
表
紙
を

描
い
て
い
た
と
い
う
。
富
本
憲
吉（
一
八
八
六 

―
一
九
六
三
年
）は 『
幼
兒

詩
集　

新
月
』 

の
装
丁
も
手
が
け
て
い
る
。

（
8
） 

故
增
野
三
良
譯 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

第
一
卷
二
號
、

一
九
二
九
年
二
月
、
四
四 

―
四
五
頁
。
故
上
田
敏
校
閱
・
故
增
野
三
良
譯

稿 「R
u
b
áiy

at o
f O

m
ar K

h
ay

y
ám

」 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

第
一
卷
四
號
（
世

紀
末
英
文
學
號
）、
一
九
二
九
年
四
月
、
五
七 

―
五
九
頁
。「R

u
b
áiy

at o
f 

O
m

ar K
h
ay

y
ám

」 

同
、
第
一
卷
五
號（
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
號
）、
五
月
、
四
三 

―

四
五
頁
。
目
次
題
は
い
ず
れ
も 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」。

 

　

第
四
號
に
は
ジ
ェ
イ
ム
ズG

ilb
ert Jam

es

（
一
八
六
五 

―
一
九
四
一
年
）

の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版
第
5
歌
へ
の
挿
絵
、
第
五
號
に
は
バ
ル

フ
ォ
アR

o
n
ald

 B
alfo

u
r

（
一
八
九
六 

―
一
九
四
一
年
）
の
同
初
版
第
11
歌

へ
の
挿
絵
を
付
す
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
挿
絵
は
、
注
（
33
）
で
後
出
の
ニ
コ

ル
ソ
ン
注
釈
版
の
た
め
に
描
か
れ
た
作
品
。
バ
ル
フ
ォ
ア
版
の
書
誌
は
以

下
の
通
り
。

 

・ R
ubaiyat of O

m
ar K

hayyam
, Illu

strated
 b

y
 R

o
n
ald

 B
alfo

u
r, L

o
n
-

d
o
n
: C

o
n
stab

le an
d
 C

o
m

p
an

y
 L

im
ited

, 1
9
2
0
.

（
9
） 

『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

第
一
卷
二
號
、
四
四 

―
四
五
頁
。「
ウ
イ
ン
フ
イ
ー

ル
ド
」 

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者E

d
w

ard
 H

en
ry

 W
h
in

field

（
一
八
三

六 

―
一
九
二
二
年
）
の
こ
と
。
そ
の
校
訂
に
か
か
る
ペ
ル
シ
ア
語
・
英
語

対
訳
版
の
初
刊
本
は T

he Q
uatrains of O

m
ar K

hayyám
, th

e P
ersian

 

T
ex

t w
ith

 an
 E

n
g
lish

 V
erse T

ran
slatio

n
, b

y
 E

. H
. W

h
in

field
, L

o
n
d
o
n
: 

T
rü

b
n
er &

 C
o
., 1

8
8
3
. 

第
二
版
はL

o
n
d
o
n
: K

eg
an

 P
au

l, T
ren

ch
, T

rü
b
n
er 

&
 C

o
., 1

9
0
1
. 

い
ず
れ
もT

rü
b
n
er ’s O

rien
tal S

eries. 

初
刊
は
五
百
首
、
第

二
版
は
五
百
八
首
を
収
録
。
本
書
は
以
下W

h
in

field

と
略
記
。

（
10
） 

第
一
歌
の
み
初
版
本
に
拠
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
增
野
は 「
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
讚
美
者
た
ち
は
、
一
八
五
九
年
の
初
版
に
し
か
見
ら
れ
ぬ

こ
の
四
行
詩
に
ホ
メ
ロ
ス
的
な
輝
き
が
あ
る
と
い
う
点
で
明
確
に
合
意
し

て
い
た
」 A

d
m

irers o
f F

itzg
erald

 are d
efin

itely
 ag

reed
 th

at th
ere is a 

H
o
m

eric sp
len

d
o
u
r ab

o
u
t th

is q
u
atrain

 as first p
rin

ted
 in

 1
8
5
9
, W

h
ich

 

is n
o
t fo

u
n
d
 in

 an
y
 o

f th
e later v

arian
ts

（『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

第
一
卷
二

號
、
四
五
頁
）
と
い
う
英
語
の
注
記
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の

刊
本
に
付
さ
れ
た
ド
ー
ルN

ath
an

 H
ask

ell D
o
le

（
一
八
五
二 

―
一
九
三
五

年
）
の
序
文
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
、
增
野
が
用
い
た
底
本
を
推
定
す

る
手
が
か
り
と
な
る
。

 

・ R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
, R

en
d
ered

 in
to

 E
n
g
lish

 Q
u
atrain

s b
y
 

E
d
w

ard
 F

itzG
erald

: A
 R

ep
rin

t in
 F

u
ll o

f th
e F

irst E
d
itio

n
, 1

8
5
9
, o

f 

th
e S

eco
n
d
 E

d
itio

n
, 1

8
6
8
, an

d
 o

f th
e F

ifth
 E

d
itio

n
, 1

8
8
9
, T

o
g
eth

er 

w
ith

 
N

o
tes 

In
d
icatin

g
 
th

e 
M

in
o
r 

V
arian

ts 

﹇F
o
u
n
d
 
in

 
th

e 
T

h
ird

, 

1
8
7
2
, an

d
 in

 th
e F

o
u
rth

, 1
8
7
9

﹈, P
rin

ted
 u

n
d
er th

e E
d
itin

g
 o

f N
a-

（
sic）

（
sic）

（
sic）

（
sic）
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th
an

 H
ask

ell D
o
le, B

o
sto

n
: L

. C
. P

ag
e an

d
 C

o
m

p
an

y
 In

co
rp

o
rated

, 

1
8
9
9
, p

. 1
8
: M

an
y
 lo

v
ers o

f O
m

ar p
refer th

e seco
n
d
 red

actio
n
 to

 

an
y
 o

th
er, th

o
u
g
h
 p

ro
b
ab

ly
 th

ere is n
o
 o

n
e w

h
o
 d

o
es n

o
t th

in
k
 th

e 

first q
u
atrain

 o
f th

e F
irst ed

itio
n
 in

 its H
o
m

eric sp
len

d
o
u
r is v

astly
 

su
p
erio

r to
 its later v

arian
ts.

（
11
） 

『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

第
一
卷
四
號
、
五
九
頁
の
幡
谷
に
よ
る 「
附
記
」 

に 

「
こ
の
譯
稿
は
上
田
敏
博
士
が
校
閱
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

て
お
い
た
が
、
博
士
の
手
許
に
こ
の
譯
稿
が
永
い
間
あ
つ
た
こ
と
を
目
擊

し
た
人
も
い
く
た
り
か
は
あ
る
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
矢
野
峰
人 「R

U
B

A
I-

Y
A

T

の
硏
究
」 『
英
語
靑
年
』 

第
五
十
四
卷
二
號
、
一
九
二
五
年
十
月
十
五

日
、
四
一
頁 「
亡
く
な
つ
た
出
野
靑
煙
氏
か
ら
生
前
直
接
に
聞
い
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
故
增
野
三
良
氏
に
もR

u
b
aiy

at

の
邦
譯
あ
り
，
上
田
敏
博

士
の
序
文
を
貰
ふ
た
め
に
そ
の
原
稿
が
久
し
く
先
生
の
手
許
に
お
か
れ
て

ゐ
た
と
い
ふ
」。

（
12
） 

『
鷗
外
歷
史
文
學
集
』 

第
十
三
巻
（
漢
詩
〔
下
〕）、
古
田
島
洋
介
注
釈
、

岩
波
書
店
、
二
○
○
一
年
三
月
、
一
六
一 
―
六
二
頁
。
同
書
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
鷗
外
の 『
日
記
』 

一
九
一
五
年
十
二
月
十
五
日
条
に 「
題
波
斯
詩

卷
の
詩
を
橫
川
德
郞
に
寄
示
す
」 

と
あ
り
、
同
二
十
日
条
に 「
增
野
三
良

に
復
す
」 

と
し
て
本
詩
を
記
す
。
底
本
は 『
鷗
外
全
集
』 
第
十
九
卷（
岩
波

書
店
、
一
九
七
三
年
五
月
）の 「
漢
詩
」 

六
○
四
頁
。『
日
記
』 
は
、
同
全
集

第
三
十
五
卷
（
一
九
七
五
年
一
月
）、
六
七
九
頁
。

 
 

な
お
、
こ
の
七
言
絶
句
と 『
日
記
』 

の
記
事
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
森

亮 「
日
本
に
お
け
る
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」 （『
英
語
青
年
』 

第
百
十
九
巻
十
一

号
、
一
九
七
四
年
二
月
一
日
、
六
七
七
頁
。
の
ち
、
森
亮 『
夢
な
れ
ば
こ

そ
』 〔
文
華
書
院
、
一
九
七
六
年
十
二
月
〕、
一
一
一 

―
一
二
頁
、
オ
ー

マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
／
森
亮
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 〔
ク
ラ
テ
ー
ル
叢
書
3
、

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
十
二
月
〕、
一
五
六
頁
に
再
録
）に
指
摘
が
あ

る
。「
増
野
が
同
郷
の
大
先
輩
で
あ
る
鷗
外
に
訳
稿
を
見
せ
て
序
文
を
求
め

た
の
に
対
し
て
、
鷗
外
が
そ
の
時
分
折
々
し
た
よ
う
に
七
絶
で
間
に
合
せ

た
の
で
あ
ろ
う
」 

と
い
う
。
ち
な
み
に
鷗
外
文
庫
に
は
、「
謹
呈
／
森
鷗
外

樣　

譯
者
」
と
献
辞
の
記
さ
れ
た
增
野
譯 『
幼
兒
詩
集　

新
月
』 

が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

（
13
） 

小
川
環
樹
注 『
蘇
軾

―
蘇
東
坡
』 

上
、
中
國
詩
人
選
集
第
二
集
5
、
岩

波
書
店
、
一
九
六
二
年
三
月
、
一
○
九
、
一
一
一
頁（「
呂
梁
の
仲
屯
田
に

答
う
」、
原
漢
文
）。
小
川
環
樹
・
山
本
和
義 『
蘇
東
坡
詩
集
』 

第
四
冊（
巻

十
四
〜
巻
十
六
）、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
○
年
九
月
、
四
○
三
、
四
○
六

頁
。
日
本
語
訳
は
前
者
に
よ
る
。
引
用
に
さ
い
し
、
訓
み
下
し
文
の
ル
ビ

は
省
略
。
原
詩
は
馮
應
榴
輯
訂 『
蘇
文
忠
詩
合
註
』 

五
十
卷
、
卷
十
五
所

収
、
一
○
七
七
年
作
。

（
14
） 

「
ル
ー
バ
ア
イ
ー
ヤ
ウ
ト
」 

五
○
頁
。

（
15
） 

E
d
w

ard
 F

itzG
erald

, R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
: A

 C
ritical E

di-

tion
, E

d
ited

 b
y
 C

h
risto

p
h
er D

eck
er, C

h
arlo

ttev
ille an

d
 L

o
n
d
o
n
: U

n
i-

v
ersity

 P
ress o

f V
irg

in
ia, 1

9
9
7
, p

. 9
7
. 

本
書
は
以
下D

eck
er

と
略
記
。

（
16
） 

矢
野
峰
人 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究（
第
六
囘
）」 『
英
語
靑
年
』 

第
五
十
四

卷
七
號
、
一
九
二
六
年
一
月
一
日
、
二
○
八
頁
。
矢
野
禾
積 『
近
代
英
詩

評
釋
』 

三
省
堂
、
一
九
三
五
年
二
月
、
一
○
六
頁
。
明
示
的
な
条
件
節
を

持
た
な
い
、
独
立
し
た
文
に
用
い
ら
れ
る
古
い
形
の
仮
定
法
過
去（su

b
ju

n
c-

tiv
e p

ast

）
で
あ
ろ
う
。
井
上
義
昌
編 『
詳
解
英
文
法
辞
典
』 

開
拓
社
、
一

九
六
六
年
二
月
、
一
一
五
九
頁
。

（
17
） 

筆
者
の 「
明
治
日
本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 （『O

D
Y

S
S

E
U

S

』 

第
二
十

号
、
二
○
一
六
年
三
月
）、
一
○
頁
。
以
下
、
本
稿
で
は
同
論
考
を 「
明
治

日
本
」 

と
略
記
す
る
。

（
18
） 

 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

第
一
卷
五
號
、
四
五
頁
。
そ
の
他
、 「
美
酒
の
瓶か

め

、

糧か
て

の
山
」 

↓ 「
一
瓶
の
酒
と
麪
包
の
塊か

け

」、 「
君
が
、」 

↓ 「
爾お

ま
へが

」、 「
居
る
」 

↓ 「
ゐ
る
」、 「
あ
あ
」 

↓ 「
あ
ゝ
」 

と
し
た
上
で
、
第
一
行
末
の
読
点
は
句

点
に
改
め
、
第
二
行
末
の
読
点
は
削
除
す
る
。

（
19
） 

E
dw

ard F
itzG

erald’s R
ubâ’iyât of O

m
ar K

hayyâm
, w

ith T
heir 

O
riginal Sources, C

o
llated

 w
ith

 H
is O

w
n
 M

S
S

., an
d
 L

iterally
 T

ran
s-

lated
 

b
y
 

E
d
w

ard
 

H
ero

n
-A

llen
, 

L
o
n
d
o
n
: 

B
ern

ard
 

Q
u
aritch

, 
1
8
9
9
, 

p
p
. 2

2
–
2
5
. 

本
書
は
以
下
、H

ero
n
-A

llen
 1

8
9
9

と
略
記
。
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（
20
） 

「
ル
ー
バ
ア
イ
ー
ヤ
ウ
ト
」 

四
九
頁
。

（
21
） 

D
eck

er, p
. 9

7
.

（
22
） 

矢
野
峰
人 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究
（
第
六
囘
）」 

二
○
八
頁
。
矢
野
禾
積 

『
近
代
英
詩
評
釋
』 

一
○
五
頁
。T

he G
olden Treasury of the B

est Songs 

and Lyrical Poem
s in the E

nglish L
anguage, S

elected
 an

d
 A

rran
g
ed

 

b
y
 F

ran
cis T

u
rn

er P
alg

rav
e, w

ith
 A

d
d
itio

n
al P

o
em

s an
d
 w

ith
 N

o
tes b

y
 

C
. B

. W
h
eeler, L

o
n
d
o
n
: O

x
fo

rd
 U

n
iv

ersity
 P

ress, 1
9
2
1
, p

. 6
9
3
: S

o
m

e 

v
erb

 lik
e ‘lie ’ m

u
st b

e su
p
p
lied

 b
efo

re ‘W
ith

 m
e. ’

（
23
） 

「
マ
フ
ム
ー
ド
」 
は
ガ
ズ
ナ
朝
の
ス
ル
タ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ドM

aḥ
m
ū
d
 

G
h
azn

avī

（
在
位
九
九
八 
―
一
○
三
○
年
）の
こ
と
。
第
六
十
歌
に
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
注
が
あ
る
。
二
行
目
の 「
沙
漠
と
耕
地
」 

は
、
の
ち
に

イ
ギ
リ
ス
の
女
流
探
検
家
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ベ
ルG

ertru
d
e L

o
w

th
ian

 B
ell

（
一
八
六
八 

―
一
九
二
六
年
）の
シ
リ
ア
旅
行
記
の
副
題
の
発
想
源
と
な
っ

た
。Syria: T

he D
esert and the Sow

n
, L

o
n
d
o
n
: W

illiam
 H

ein
em

an
n
, 

1
9
0
7
, p

. 2
3

（
田
隅
恒
生
訳 『
シ
リ
ア
縦
断
紀
行
』 

1
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

一
九
九
四
年
十
二
月
、
五
四
頁
）。
T
・
E
・
ロ
レ
ン
ス 『
智
恵
の
七
柱
』 

に
は
、
第
五
章
の 「
砂
漠
と
耕
地
の
接
す
る
所
」 th

e m
eetin

g
 o

f th
e d

esert 

an
d
 th

e so
w

n

を
は
じ
め
、
ベ
ル
の
副
題
を
踏
ま
え
た
類
似
の
表
現
が
何

度
か
用
い
ら
れ
て
い
る
。
J
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
編
／
田
隅
恒
生
訳 『
完
全
版 

知
恵
の
七
柱
』 

1
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
○
○
八
年
八
月
、
七
七
頁
お

よ
び
三
五
七
頁
訳
注
11
。T. E

. L
aw

ren
ce, Seven P

illars of W
isdom

: A
 Tri-

um
ph

, T
h
e C

o
m

p
lete 1

9
2
2
 T

ex
t,

﹇S
alisb

u
ry

﹈: C
astle H

ill P
ress, 2

0
0
3
, 

p
. 1

9
.

（
24
） 

『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

第
一
卷
五
號
、
四
五
頁
。

（
25
） 

見
本
と
し
て
第
10
歌
ま
で
の
誤
訳
の
例
を
以
下
に
示
す
。
矢
印
の
直
後

は 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

で
修
正
さ
れ
た
訳
。
斜
線
は
原
文
の
改
行
。

 

・ 

第
2
歌 「
病
み
衰
へ
た
未
明
の
妖
精
」 th

e p
h
an

to
m

 o
f F

alse m
o
rn

in
g
 

↓ 「「
虛い

つ
は
り妄

の
曉
」 

の
幻ま

ぼ
ろ
し影

」。

 
 

 「
何
時
寺
と
い
ふ
寺
に
祈
禱
の
支
度
が
出
來
る
の
か
」 W

h
en

 all th
e 

T
em

p
le is p

rep
ared

 w
ith

in
 

↓ 「
神
殿
の
中
が
す
つ
か
り
支
度
さ
れ
て

ゐ
る
の
に
」。
＊
接
続
詞W

h
en

を
疑
問
詞
と
誤
解
す
る
。

 

・ 

第
6
歌 「
天
上
界
に
、／
パ
ー
ラ
ビ
イ
は 「
酒
よ
、
酒
よ
、」 

と
た
か
ら
か

に
歌
ふ
。／
き
け
よ
、
鶯
は
（
中
略
）
啼
い
て
ゐ
る
」 in

 d
iv

in
e / H

ig
h
-

p
ip

in
g
 P

eh
lev

í, w
ith

 “W
in

e! W
in

e! W
in

e! ” / “R
ed

 W
in

e! ” —
 th

e 

N
ig

h
tin

g
ale cries 

↓ 「
聖
ら
か
な
調
子
の
／P

パ
ア
フ
ラ
ヰ
イ

elh
ev

i

語
で 『
酒
よ
酒
よ

酒
よ
！
赤
い
酒
！
』 

と

―
／
鶯
が
（
中
略
）
啼
い
て
居
る
」。
＊
副
詞

句
の
一
部
を
成
す 「
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
語
」 

を
主
語
と
誤
解
す
る
。

 

・ 

第
7
歌 「
汝
の
悔
恨
の
冬
の
衣
は
投
ぜ
ら
れ
」 Y

o
u
r W

in
ter-g

arm
en

t o
f 

R
ep

en
tan

ce flin
g
 

↓ 「
爾な

ん
ぢの

悔
悟
な
ぞ
と
い
ふ
冬
の
衣
を
棄
て
ゝ
し
ま

へ
」。
＊
命
令
形flin

g

を
分
詞
と
誤
解
し
た
か
。

 
 

 「「
時
の
鳥
」 

は
た
ゞ
飛
ん
で
歸か
へ

る
術す

べ

を
知
ら
ず
、／
見
よ
、
遠
く
と
ん
で

ゆ
く
」 T

h
e B

ird
 o

f T
im

e h
as b

u
t a little w

ay
 / T

o
 flu

tter —
 an

d
 th

e 

B
ird

 is o
n
 th

e W
in

g
 

↓ 「「
時
劫
の
小
鳥
」 

は
た
ゞ
飛
ぶ
術す

べ

し
か
知
ら
な

い

―
／
小
鳥
は
飛
ん
で
居
る
」。
＊“T

h
e B

ird
 o

f T
im

e ” 

は
時
間
の
推

移
の
比
喩
。「「
時
」 

と
い
う
鳥
は
わ
ず
か
の
あ
い
だ
し
か
飛
ば
な
い
。
し

か
も
そ
の
鳥
は
も
う
飛
び
上
が
っ
て
い
る
」 

と
い
う
の
が
後
半
の
意
味

な
の
で
、 『
イ
ギ
リ
ス
文
學
』 

の
改
訂
版
も
な
お
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

 

・ 

第
10
歌 「
何
事
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
。／
カ
イ
コ
ボ
ー
ド
大
王
や
カ
イ

コ
ー
ヅ
ロ
王
と
」 W

h
at h

av
e w

e to
 d

o
 / W

ith
 K

aik
o
b
ád

 th
e G

reat, o
r 

K
aik

h
o
srú

? 

↓ 「
俺
達
は
／K

カ
イ
コ
ボ
オ
ド

aik
o
b
ad

大
帝K

カ
イ
ク
ウ
ズ
ロ
オ

aik
h
o
su

r

王
と
何
の
ゆ

か
り
が
あ
る
？
」 

＊
成
句h

av
e . . . to

 d
o
 w

ith
 「

〜
と
関
係
が
あ
る
」 

を

誤
解
す
る
。

（
26
） 

小
林
愛
雄 『
近
代
詞
華
集
』 

現
代
文
藝
叢
書
第
十
八
編
、
春
陽
堂
、
一

九
一
二
年
十
二
月
、
一
五
四 

―
五
六
頁 「
酒
〔
フ
イ
ツ
ゼ
ラ
ル
ド
譯
オ
マ

ア
、
カ
イ
ア
ム
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』 

よ
り
〕」。

（
27
） 

第
5
・
6
・
7
・
100
・
101
歌
。
第
5
歌
三
行
目 「
さ
は
れ
葡
萄
は
い
ま

も
熟な

る
ル
ビ
イ
の
美う

ま
實み

」 

の 「
熟な

る
」 

を “B
u
t still a R

u
b
y
 g

u
sh

es/k
in

d
les 

in
 th

e V
in

e ” 

の “k
in

d
les ” 

の
訳
語
と
解
釈
す
れ
ば
、
底
本
は
第
四
版
に
な

る
。

（
28
） 

D
eck

er, p
p
. 8

2
, 1

1
0
, 2

2
7
. 

ち
な
み
に
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
依
拠
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し
た
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
は
、
ボ
ド
レ
ー
写
本
の
第
五
番
で
あ
る
。「
誰
一
人

明
日
を
保
証
し
て
は
く
れ
な
い
か
ら
、
／
今
そ
な
た
は
恋
に
悩
む
心
を
楽

し
ま
せ
る
が
い
い
。／
月
の
光
の
下
で
酒
を
飲
め
、
お
お
月（
の
よ
う
な
美

女
）よ
、
な
ぜ
な
ら
月
は
／
幾
度
探
し
て
も
我
ら
を
見
出
す
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
か
ら
。」 ch

o
n
 ‘o

h
d
e n

am
ī  k

o
n
ad

 k
as-ī  fardā -rā  / ḥā lī  k

h
o
sh

 k
o
n
 to

 

ī n
 d

el-ē  sh
ey

dā -rā  / m
ey

 nū
sh

 b
e-nū

r-e m
ā h

 ey
 m
ā h

 k
e m

ā h
 / b

esyā r 
b
e-jū

y
ad

-ō
 n

a-yā b
ad

 m
ā -rā . 

三
行
目
に
現
わ
れ
る
三
つ
の 「
月
」 m

ah

は
、

そ
れ
ぞ
れ
天
空
の
月
、
月
の
美
女
、
そ
し
て
歳
月
の
月（
と
天
空
の
月
）と

い
う
異
な
る
意
味
を
担
っ
て
い
る
。
英
訳
は
原
詩
の
趣
旨
を
汲
み
な
が
ら
、

独
自
の
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
 

ボ
ド
レ
ー
写
本
は
、
前
出
のH

ero
n
-A

llen
 1

8
9
9
, p

p
. 1

4
4
–
4
7

と
併
せ
、

以
下
を
参
照
し
た
。

 

・ T
he R

uba’iyat of O
m

ar K
hayyā m

, B
eing a Facsim

ile of the M
anu-

script in the B
odleian L

ibrary at O
xford, w

ith a Transcript into 

M
odern Persian C

haracters, T
ran

slated
, w

ith
 an

 In
tro

d
u
ctio

n
 an

d
 

N
o
tes, an

d
 a B

ib
lio

g
rap

h
y, b

y
 E

d
w

ard
 H

ero
n
-A

llen
, L

o
n
d
o
n
: H

. S
. 

N
ich

o
ls, 1

8
9
8
, p

p
. 1

2
2
–
2
3
. 

本
書
は
以
下
、H

ero
n
-A

llen
 1

8
9
8

と
略

記
。

（
29
） 

初
版
（
第
74
歌
）
で
は “lo

o
k
 / . . . after m

e —
 in

 v
ain

! ” 
と
し
、
第
二

版
（
第
109
歌
）
は “lo

o
k
 / . . . fo

r o
n
e o

f u
s in

 v
ain

! ” 

と
改
め
る
。

（
30
） 

D
eck

er, p
p
. 8

2
, 1

1
0
, 2

2
8
. 

掲
出
し
た
の
は
第
四
版
の
本
文
。
第
三
版
は

“S
ák

í ” 

↓ “S
ák

i, ” “jo
y
o
u
s ” 

↓ “b
lissfu

l ” 

と
す
る
。

（
31
） 

厨
川
辰
夫
・
矢
野
禾
積
編 『
英
詩
集
』 

積
善
館
、
一
九
二
二
年
三
月
、p

. 

1
3
6
: T

h
e w

in
e-g

lass o
f a g

u
est w

h
o
 is u

n
ab

le to
 atten

d
 a b

an
q
u
et, is 

tu
rn

ed
 d

o
w

n
. 

矢
野
禾
積
（
峰
人
。
一
八
九
三 

―
一
九
八
八
年
）
の
注
釈
書 

『R
u
b
áiy

át o
f O

m
ar K

h
ay

y
ám

』 （K
en

k
y
u
sh

a P
o
ck

et E
n
g
lish

 S
eries, 

硏
究
社
出
版
、
一
九
二
九
年
十
月
）、
四
七
頁
も 「
宴
會
に
不
參
の
客
の
盃

は
俯
せ
る
事
に
な
つ
て
居
る
故
斯
く
言
つ
た
の
で
あ
る
」 

と
す
る
。
森
亮

訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

九
六
頁
も
こ
の
解
釈
を
踏
襲
す
る
。
た
だ
し
、
こ

の
説
の
典
拠
は
不
明
。

（
32
） 

H
ero

n
-A

llen
 1

8
9
8
, p

p
. 2

0
0
–
0
1
; H

ero
n
-A

llen
 1

8
9
9
, p

p
. 1

4
6
–
4
7
. 

こ

れ
は
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
校
訂
版p

p
. 1

5
8
–
5
9
, n

o
. 2

3
4
, 

サ
ー
デ
ク
・

ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
校
訂
版（Ṣā d

eq
 H

edā y
at, Tarā ne-hā -ye K

hayyā m
, T

eh
ran

: 

A
m
ī r-e K

abī r, 1
9
3
4

）, p
. 9

4
, n

o
. 8

3

に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
校

訂
版
の
邦
訳
は
、
小
川
亮
作
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

岩
波
文
庫
、
一
九
七

九
年
九
月
改
版
、
六
九
頁
。
そ
の
第
三
・
四
行
に
は 「
お
れ
の
い
た
座
に

も
し
盃

さ
か
ず
きが

め
ぐ
っ
て
来
た
ら
、／
地
に
傾
け
て
そ
の
酒
を
お
れ
に
注そ

そ

い
で

く
れ
」 

と
あ
る
。

（
33
） 

こ
の
習
慣
と
詩
想
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
自
身
も
、
第

三
版
・
第
四
版
の
第
39
歌（
第
二
版
第
42
歌
）
へ
の
注
で
言
及
し
て
お
り
、

杉
田 「
葡
萄
樹
下
の
埋
葬
」 （
同 『
葡
萄
樹
の
見
え
る
回
廊
』
岩
波
書
店
、

二
○
○
二
年
十
一
月
）、
二
四
一 

―
四
九
頁
に
紹
介
が
あ
る
。

 
 

東
洋
学
者
の
ニ
コ
ル
ソ
ンR

. A
. N

ich
o
lso

n

（
一
八
六
八 

―
一
九
四
五

年
）
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
三
・
四
版
の
第
101
歌
に
対
応
す
る

初
版
第
75
歌
へ
の
注
で
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
第
二
百
三
十
四
番
を

引
き
つ
つ
、“It is related

 o
f th

e p
re-Islam

m
ic p

o
et, A

‛ sh
â, w

h
o
 w

as a 

g
reat w

in
e-d

rin
k
er, th

at rev
ellers u

sed
 to

 m
eet at h

is g
rav

e an
d
 p

o
u
r 

o
n
 it th

e last d
ro

p
s th

at rem
ain

ed
 in

 th
eir cu

p
s ”

（
大
の
酒
好
き
で
あ
っ

た
前
イ
ス
ラ
ム
時
代
の
詩
人
ア
ァ
シ
ャ
ー
に
つ
い
て
の
伝
承
に
よ
る
と
、

酒
飲
み
た
ち
は
彼
の
墓
所
に
集
ま
っ
て
、
彼
ら
の
盃
に
残
っ
た
最
後
の
数

滴
を
そ
こ
に
灌
ぐ
習
慣
だ
っ
た
と
い
う
）
と
記
し
て
い
る
。R

ubáiyát of 

O
m

ar K
hayyám

, T
ran

slated
 b

y
 E

d
w

ard
 F

itzG
erald

, E
d
ited

, w
ith

 In
-

tro
d
u
ctio

n
 &

 N
o
tes, b

y
 R

ey
n
o
ld

 A
lley

n
e N

ich
o
lso

n
, L

o
n
d
o
n
: A

d
am

 

an
d
 C

h
arles B

lack
, 1

9
0
9
, p

. 2
0
3
. 

ア
ァ
シ
ャ
ー al–’A

‘shā  （
六
二
九
年
頃

歿
）の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
前
掲 「
葡
萄
樹
下
の
埋
葬
」 

二
四
二
頁
お
よ
び

四
四
七
頁
注
（
34
）
に
言
及
が
あ
る
。

 
 

竹
友
藻
風
（
本
名
は
乕と

ら

雄お

。
一
八
九
一 

―
一
九
五
四
年
）
は
、
こ
の
第

75
歌
へ
の
訳
注
に
お
い
て
右
の
ニ
コ
ル
ソ
ン
注
を
引
い
て
い
る
。L

onger 

E
nglish Poem

s, W
ith

 In
tro

d
u
ctio

n
 an

d
 N

o
tes b

y
 T

. T
ak

eto
m

o
, K

en
k
y
u
-

sh
a E

n
g
lish

 C
lassics

（
硏
究
社
英
文
學
叢
書
）、
硏
究
社
、
一
九
二
六
年
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十
月
、
三
三
八
頁
。
た
だ
し
、
彼
の
オ
オ
マ
ア
・
カ
イ
ア
ム 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ

ト
』 （
ア
ル
ス
、
一
九
二
一
年
三
月
、
一
一
二
頁
）
で
は
、
第
二
版
第
110
歌

の
対
応
箇
所
は 「
飮
み
ほ
せ
る
盞
ふ
せ
よ
」、
戦
後
の
改
訳
版
オ
ー
マ
ァ
・

カ
イ
ヤ
ム 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 （
西
村
書
店
、
一
九
四
七
年
八
月
、
一
二
六

頁
）で
は 「
う
つ
ろ
な
る
盞
ふ
せ
よ
」 

と
そ
れ
ぞ
れ
直
訳
さ
れ
、
後
者
で
は 

「
オ
ー
マ
ァ
は
そ
の
席
に
列
る
こ
と
が
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
」 （
一
八
○

頁
）
と
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
34
） 

石
橋
幸
太
郎
編
集
代
表 『
現
代
英
語
学
辞
典
』 

成
美
堂
、
一
九
七
三
年

一
月
、
七
二
九 
―
三
○
頁 「
予
期
的
賓
辞
法
」。
市
河
三
喜
編 『
硏
究
社
英

語
學
辭
典
』 

硏
究
社
、
一
九
五
三
年
十
二
月
、
八
二
五
頁 「
豫
期
的
賓
辭

法
」。
後
者
の
引
く
例
を
挙
げ
る
。H

e in
tro

d
u
ced

 th
e sto

ry
 am

o
n
g
 hor-

rifi ed
 au

d
ien

ce

（
そ
の
話
を
聽
か
せ
て
人
々
を
恐
怖
さ
し
た
）。

（
35
） 

他
に
、
第
7
歌
の
第
三
・
四
行 「『
時
』 

て
ふ
鳥
は
飛
ば
む
と
て
わ
づ
か

の
道
を
／
持
つ
も
の
を
」 

は
日
本
語
と
し
て
判
り
に
く
い
憾
み
が
あ
る
。

（
36
） 

『
朱
欒
』 

第
三
卷
五
號
、
一
九
一
三
年
五
月
、
三
○ 

―
四
九
頁
。
訳
者
名

は 「
つ
じ
、
じ
ゆ
ん
」、
目
次
で
は 「
つ
じ
・
じ
ゆ
ん
」。
の
ち
、 『
虚
無
思

想
研
究
』 

第
六
号（
一
九
八
五
年
六
月
、
六 

―
一
七
頁
）
に 「
辻
潤
全
集
未

収
録
作
品
（
三
）」 

と
し
て
再
録
。

（
37
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
は
以
下
の
通
り
。

 

・ C
esare L

o
m

b
ro

so
, T

he M
an of G

enius, S
eco

n
d
 E

d
itio

n
, L

o
n
d
o
n
 an

d
 

N
ew

 Y
o
rk

: W
. S

co
tt, 1

9
0
5
.

 

・ T
h
o
m

as D
e Q

u
in

cey, T
he C

onfessions of an E
nglish O

pium
-E

ater: 

B
eing an E

xtract from
 the L

ife of a Scholar, E
d
ited

 w
ith

 In
tro

d
u
c-

tio
n
 an

d
 N

o
tes b

y
 A

rth
u
r B

eatty, N
ew

 Y
o
rk

 an
d
 L

o
n
d
o
n
: M

acm
il-

lan
, 1

9
0
0
.

 

・ M
ax

 S
tirn

er, T
he E

go and H
is O

w
n
, T

ran
slated

 fro
m

 th
e G

erm
an

 b
y
 

S
tev

en
 T

. B
y
in

g
to

n
, w

ith
 an

 In
tro

d
u
ctio

n
 b

y
 J. L

. W
alk

er, L
o
n
d
o
n
: 

A
. C

. F
ifield

 / N
ew

 Y
o
rk

: E
. C

. W
alk

er, 1
9
1
3
.

（
38
） 

同
書
の
序
文 「
お
も
ふ
ま
ま
」 

三
頁
に
よ
る
と
、「
失
業
の
結
果
先
づ
第

一
に
取
り
か
か
つ
た
の
が
こ
の
飜
譯
」
で
、「
そ
の
年
の
六
月
か
ら
、
約
三

ケ
月
半
ば
か
り
で
」 

訳
し
た
と
い
う
。「
失
業
」 

が
上
野
高
等
女
學
校
退
職

を
指
す
と
す
れ
ば
、 「
そ
の
年
」 

と
は
一
九
一
二
年
に
な
る
。

（
39
） 

辻
潤 「
錯
覺
自
我
說
」、
同 『
癡
人
の
獨
語
』 

書
物
展　

社
、
一
九
三
五

年
八
月
、
一
六
頁
。

（
40
） 

第
5
歌 「
紅ル

ー
玉ビ

ー
が
光
つ
て
ゐ
る
」 

は
第
二
・
第
三
版
の “a R

u
b
y
 g

u
sh

es ” 

で
は
な
く
第
四
版 “a R

u
b
y
 k

in
d
les ” 

に
対
応
し
て
い
る
。

（
41
） 

他
の
例
を
挙
げ
る
。「
の
が
聞
え
な
い
の
か
」 （
第
6
歌
）、 「
よ
せ
ば
い
い

の
に
」 （
第
13
歌
）、 「
全
く
冷
た
い
」 （
第
16
歌
）、 「
の
が
き
こ
え
な
い
か
」 

（
第
25
歌
）、 「
憎
ら
し
さ
」 （
第
30
歌
）、 「
薄
氣
呼

（
マ
マ
）の

惡
い
」 （
第
34
歌
）、 「
惜

き
か
な
」 （
第
39
歌
）。

（
42
） 

D
eck

er, p
p
. 9

7
, 1

2
6
.

（
43
） 

他
の
例
を
挙
げ
る
。「
チ
リ
〳
〵
バ
ラ
〳
〵
に
」 （
第
1
歌
）、 「
ス
ツ
カ
リ
」 

「
グ
ヅ
〳
〵
」 （
第
2
歌
）、 「
オ
サ
ラ
バ
」 （
第
3
歌
）、 「
ヒ
ツ
ソ
リ
と
」 （
第

32
歌
）、 「
ズ
ツ
と
」 「
ヅ

（
マ
マ
）ツ

と
」 （
第
43
歌
）、 「
コ
ビ
リ
ツ
イ
テ
」 （
第
44
歌
）、 

「
タ
ツ
タ
」 （
第
50
歌
）。

（
44
） 

D
eck

er, p
p
. 9

8
, 1

3
7
.

（
45
） 

他
の
例
を
挙
げ
る
。

 

・ 

第
21
歌 「
明
日
に
な
れ
ば
私
は
七
千
年
の
昨
日
を
背
負
つ
て
ゐ
る
私
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
」 To

-m
o
rro

w
 I m

ay
 b

e / M
y
self w

ith
 Y

es-

terd
ay

’s S
ev

’n
 th

o
u
san

d
 Y

ears 

↓ 「
明
日
は
私
自
身
が
過
去
の
七
千
年

の
歳
月
と
と
も
に
あ
る
だ
ろ
う
＝
死
者
の
仲
間
入
り
を
す
る
だ
ろ
う
」。

 

・ 

第
36
歌 「
そ
の
任
せ
た
唇
を
私
は
ど
ん
な
に
吸
ふ
こ
と
だ﹇
ら
﹈う
」 th

e 

p
assiv

e L
ip

 I k
iss ’d

 

↓ 「
私
の
接
吻
を
受
け
た
唇
」。

 

・ 

第
41
歌 「
酒
の
神
」 M

isin
ter o

f W
in

e 

↓ 「
酌
人
」。

 

・ 

第
42
歌 「
吸
ふ
た
唇
が 「
全
て
」 

の
樣
に
始
ま
つ
て
ま
た
終
ら
う
と
も
」 

th
e L

ip
 y

o
u
 p

ress, / E
n
d
 in

 w
h
at A

ll b
eg

in
s an

d
 en

d
s in

 

↓ 「
お
前
が

触
れ
る
唇
は
、
万
物
の
始
ま
り
で
も
あ
り
終
わ
り
で
も
あ
る
無
に
帰
す

る
」。

 

・ 

第
43
歌 「
暗
黑
の
酒
の
神
」 th

e A
n
g
el o

f th
e d

ark
er D

rin
k
 

↓ 「
黒
い

酒
を
酌
ぐ
死
の
天
使
」。
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・ 

第
46
歌 「「
帳
面
」 

の
終
り
を
吿
げ
る 「
存
在
」 

を
氣
づ
か
ふ
な
。
私
の
だ

と
て
同
じ
こ
と
、
な
に
が
解
る
も
の
で
な
い
」 A

n
d
 fear n

o
t lest E

x
is-

ten
ce clo

sin
g
 y

o
u
r / A

cco
u
n
t, an

d
 m

in
e, sh

o
u
ld

 k
n
o
w

 th
e lik

e n
o
 

m
o
re 

↓ 「
存
在
者（
神
）が
そ
な
た
と
私
の
勘
定
書
を
閉
じ
る（
善
行
と

悪
行
の
計
算
を
終
え
る
、
死
ん
で
最
後
の
審
判
に
向
か
う
）と
き
、
我
々

の
同
類
を
も
は
や
見
な
く
な
る
（
人
類
が
死
に
絶
え
る
）
こ
と
な
ど
恐

れ
る
な
」。

 

・ 

第
49
歌 「
少
し
も
早
く
そ
れ
は
や
め
た
方
が
い
い
」 qu

ick
 ab

o
u
t it 

↓ 

「
急
い
で
そ
れ
を
行
な
え
」。

（
46
） 

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
生
年
は
、
電
子
版O

xford D
ictionary of N

ational 

B
iography, “M

cC
arth

y, Ju
stin

（1
8
3
0
–
1
9
1
2

）” 

で
は
一
八
六
一
年（
た
だ

し
対
応
す
る
冊
子
体O

xford D
ictionary of N

ational B
iography, in

 A
s-

so
ciatio

n
 w

ith
 B

ritish
 A

cad
em

y, fro
m

 th
e E

arliest T
im

es to
 th

e Y
ear 

2
0
0
0
, E

d
ited

 b
y
 H

. C
. M

atth
ew

 an
d
 B

rian
 H

arriso
n
, 6

0
 v

o
ls., O

x
fo

rd
: 

O
x
fo

rd
 U

n
iv

ersity
 P

ress, 2
0
0
4
, V

o
l. 3

5
, p

p
. 1

1
2
–
1
4

に
は
こ
の
情
報
は

欠
）、L

ib
rary

 o
f C

o
n
g
ress: O

n
lin

e C
atalo

g
u
e

で
は
一
八
六
○
年
と
す
る

な
ど
、
複
数
の
説
が
あ
る
。

（
47
） 

初
刊
本
＝R

ubaiyat of O
m

ar K
hayyam

, T
ran

slated
 b

y
 Ju

stin
 H

u
n
tley

 

M
cC

arth
y, L

o
n
d
o
n
: D

av
id

 N
u
tt, 1

8
8
9
. 

抜
粋
版
＝Q

uatrains of O
m

ar 

K
hayyam

 in E
nglish P

rose, b
y
 Ju

stin
 H

u
n
tley

 M
cC

arth
y, L

o
n
d
o
n
: 

D
av

id
 N

u
tt, 1

8
9
8
. 

初
刊
本
は
序
文
や
頁
番
号
も
含
め
す
べ
て
大
文
字
表

記
、
訳
の
冒
頭
（p
. I

）
と
最
終
頁
（p

. C
L

V
I

）
の
み
各
頁
二
編
、
そ
の
他

は
各
頁
に
三
編
ず
つ
配
し
て
い
る
が
、
歌
に
は
番
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
、
参
照
の
便
宜
上
、
大
文
字
表
記
は
通
常
の
小
文
字
表
記
に
戻
し
、

冒
頭
か
ら
順
番
に
一
か
ら
四
百
六
十
六
ま
で
通
し
番
号
を
付
す
。
な
お
、

　

野
訳
に
は
そ
の
形
で
通
し
番
号
が
振
ら
れ
、
歌
番
号
と
頁
番
号
が
一
致

し
て
い
る
。

（
48
） 

エ
ド
ワ
ア
ド
・
ク
ラ
ア
クE

d
w

ard
 B

ram
w

ell C
lark

e

（
一
八
七
四 

―
一

九
三
四
年
）、
上
田
敏
、
川
合
貞
一
（
一
八
七
○ 

―
一
九
五
五
年
）、
永
井

壯
吉（
荷
風
。
一
八
七
九 

―
一
九
五
九
年
）の
序
文
、
友
人
の
關
正
雄
に
よ

る 「　

野
文
吉
君
小
傳
」、
與
謝
野
（
一
八
七
三 

―
三
五
年
）
の
跋
を
付

し
、
装
丁
は
故
郷
の
友
人
で
あ
る
画
家
・
小
川
芋う

錢せ
ん（

本
名
は
茂
吉
。
一

八
六
八 

―
一
九
三
八
年
）、
本
文
校
定
は
馬
場
孤
蝶（
本
名
は
勝
彌
。
一
八

六
九
―
一
九
四
○
年
）
に
よ
る
。
ク
ラ
ア
ク
序
文
は
英
語
原
文
と
關
正
雄

訳
を
併
載
。
上
田
敏
の
序
文
は
の
ち
、 「『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

序
」 

と
し
て 

『
定
本　

上
田
敏
全
集
』 

第
九
卷（
敎
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
十

二
月
）、
三
七
○  

―
七
一
頁
に
、
永
井
壯
吉
の
序
文
は
、 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

序
」 

と
し
て 『
荷
風
全
集
』 

第
二
十
六
卷
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
一

月
）、
四
三
八
頁
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
。
初
刊
本
の
訳
詩
本
文
は
総
ル
ビ
だ

が
、
以
下
の
引
用
で
は
適
宜
省
略
し
た
。

 
 

本
書
第
160
歌
と
第
320
歌
の
対
面
頁
に
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初

版
に
よ
る
ポ
ガ
ニ
ー W

illy
 P

o
g
an

y

（
一
八
八
二  

―
一
九
五
五
年
）
の
挿

絵
二
点
（
第
7
歌
お
よ
び
第
75
歌
の
対
面
頁
）
が
三
色
版
別
刷
で
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
原
本
は
以
下
の
通
り
。

 

・ R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
, P

resen
ted

 b
y
 W

illy
 P

o
g
an

y, L
o
n
d
o
n
: 

G
eo

rg
e G

. H
arrap

, ﹇1
9
0
9

﹈.
 

與
謝
野

の
跋
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
「
故
人
が
愛
藏
書
の
一
」
で
あ
っ
た

と
い
う
。
た
だ
し
、
挿
絵
と
歌
の
内
容
と
は
対
応
し
て
い
な
い
。

 
 

な
お
本
書
は
、
一
九
三
七
年
六
月
に
龍
星
閣
か
ら
新
版
が
出
さ
れ
、
そ

ち
ら
に
は
、
關
正
雄
に
よ
る
跋
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
開
文

館
版
は
近
年
、
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
原
著
／
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ハ
ン
ト

リ
ー
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
英
訳
／
片
野
文
吉
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 （
ち
く
ま

学
芸
文
庫
、
二
○
○
八
年
十
二
月
）
と
し
て
再
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
49
） 

Les Q
uatrains de K

hèyam
, trad

u
its d

u
 P

ersan
 p

ar J. B
. N

ico
las, P

aris: 

L
’Im

p
rim

erie Im
p
ériale, 1

8
6
7
. 

本
書
は
以
下N

ico
las

と
略
記
。

（
50
） 

ク
ラ
ー
ク
は
の
ち
、
京
都
の
第
三
高
等
學
校
や
京
都
帝
國
大
學
で
教
鞭

を
執
る
。
そ
こ
で
の
講
義
に
列
し
た
矢
野
禾
積
に
よ
れ
ば
、 「
高
校
・
大

学
・
大
学
院
と
、
引
つ
づ
い
て
大
変
御
厄
介
に
な
つ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク

ラ
ー
ク
先
生
」 

は 「
大
の
フ
イ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
好
き
、
オ
ー
マ
ー
好
き
」 

で
あ
っ
た
た
め
、 「
私
の
オ
ー
マ
ー
熱
を
煽
る
の
に
与
つ
て
大
に
力
あ
つ
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た
」 

と
い
う
。
矢
野
峰
人 「
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
の
翻
訳
」 ﹇
私
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
﹈ 『
日
本
古
書
通
信
』 

第
二
十
六
巻
二
号
、
一
九
六
一
年
二
月
、

二
頁
。
の
ち
、 『
矢
野
峰
人
選
集
』 

1（
エ
ッ
セ
イ
・
詩
・
訳
詩
）、
国
書
刊

行
会
、
二
○
○
七
年
六
月
、
三
六
七
頁
。

 
 

京
都
帝
國
大
學
英
文
學
會
発
行
の 『
ア
ル
ビ
オ
ン
』 

第
二
卷
一
號（
一
九

三
四
年
七
月
） 「C

L
A

R
K

E

敎
授
の
追
憶
」 

に
寄
稿
し
た
人
々
の
な
か
で

も
、
關
正
雄 「C

L
A

R
K

E

先
生
の
憶
ひ
出
」 

は
、
第
一
高
等
學
校
卒
業
後 

「
そ
の
當
時
は
ま
だ
餘
り
我
邦
に
は
一
般
に
紹
介
せ
ら
れ
て
居
ら
な
か
つ

たO
m

ar K
h
ay

y
ám

の
詩
を
讀
む
こ
と
を
獎
め
ら
れ
た
」 （
四
三
頁
）
と
記

し
、
小
林
象
三 「C

K
A

R
K

E

先
生
と
私
」 

に
は 「
先
生
が
こ
と
の
外O

m
ar 

K
h
ay

y
ám

の
四
行
詩
を
愛
讀
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
よ
う
。
私

が
大
學
卒
業
論
文
の
題
目
の
決
定
に
ま
ど
う
た
時
、
先
生
は
こ
の
四
行
詩

を
ま
づ
始
め
て
み
て
は
ど
う
か
と
、
幾
十
冊
と
い
ふ
書
物
や
先
生
の
講
演

の
原
稿
な
ど
を
貸
し
て
下
さ
つ
た
」 （
五
二
頁
）
と
あ
る
。

 
 

ク
ラ
ー
ク
自
身
は
講
演
原
稿
と
し
てE

d
w

ard
 B

. F
lo

w
er C

lark
e, “A

 

B
io

g
rap

h
ical S

k
etch

 o
f E

d
w

ard
 F

itzG
erald

, an
d
 S

o
m

e o
f H

is T
ran

sla-

tio
n
s, ” Studies in E

nglish L
iterature, V

o
l. 1

3
, N

o
. 4

, O
cto

b
er 1

9
3
3
, 

p
p
. 4

9
4
–
5
0
6

（
の
ちStray L

eaves: E
ssays &

 Sketchs
（
落
葉
）by

 E
d
w

ard
 

B
. C

lark
e, T

o
k
y
o
: K

en
k
y
u
sh

a, 1
9
3
6
, p

p
. 2

8
1
–
9
6

）
を
残
し
て
い
る
。

（
51
） 

A
rth

u
r C

h
risten

sen
, R

echerches sur les R
ubāʿ iyā t de ʿO

m
ar Ḫ

ayyā m
, 

H
eid

elb
erg

: C
arl W

in
ter ’s U

n
iv

ersitätsb
u
ch

h
an

d
lu

n
g
, 1

9
0
5
, p

p
. 2

8
–

3
2
.

（
52
） 

N
ico

las, p
p
. 1

8
0
–
8
1
, n

o
. 3

6
5

＝W
h
in

field
, p

p
. 2

7
4
–
7
5
, n

o
. 4

1
0

＝

M
cC

arth
y, p

. 1
4
7
, n

o
. 4

3
9

は 「
走
調
」 b

aḥ
r-e ram

al-e m
o
th

am
m

an
-e 

m
ak

h
bū

n
-e m

aḥ
d
hū

f.

（
53
） 

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
訳
の
第
3
歌
と
第
327
歌
、
第
30
歌
と
第
414
歌
、
第
31
歌

と
第
379
歌
、
第
32
歌
と
第
421
歌
、
第
33
歌
と
第
333
歌
、
第
71
歌
と
第
403
歌
。

（
54
） 

N
ico

las, p
p
. 2

0
4
–
0
5
, n

o
. 4

4
9
; W

h
in

field
, p

p
. 3

0
2
–
0
3
, n

o
. 4

5
2
. 

こ
れ

は
ボ
ド
レ
ー
写
本
の
第
百
四
十
九
番
と
同
一
で
あ
る
。「
明
治
日
本
」 

一
一

頁
で
既
出
。

（
55
） 

こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
、 「
明
治
日
本
」 

注
（
57
）
に
解
説
が
あ
る
。

（
56
） 

N
ico

las, p
p
. 2

2
0
–
2
1
, n

o
. 4

4
8
; W

h
in

field
, p

p
. 3

2
0
–
2
1
, n

o
. 4

7
9
. 

ボ
ド

レ
ー
写
本
第
百
五
十
五
番
で
は
、
第
二
句 “v

-az m
ey

 d
o
 m

an
-ī ” 

↓ “az 
m

ey
 k

ad
u
-yī , ” 

第
三
句 “bā  lā le-ro

k
h
-ī ” 

↓ “v
-ā n

g
ah

 m
an

-o
 tō, ” 

第
四

句“īn
” 

↓ “ā
n
”

と
異
同
が
あ
る
。「
明
治
日
本
」 

一
○
頁
で
既
出
。

（
57
） 

W
alth

er H
in

z, Islam
ische M

asse und G
ew

ichte, L
eid

en
 an

d
 K

ö
ln

: E
. 

J. B
rill, 1

9
7
0
, p

p
. 1

7
–
2
2
.

（
58
） 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
詩
人
ト
マ
ス
・
ム
アT

h
o
m

as M
o
o
re

（
一
七
七
九 

―

一
八
五
二
年
）
の
物
語
詩 『
ラ
ラ
・
ル
ー
ク
』 Lalla R

ookh: A
n O

riental 

R
om

ance

（
一
八
一
七
年
）
で
は
、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
頰
し
た
者
」 lā

le-

ro
k
h

（
古
典
音lā

la-ru
k
h

）
が
ム
ガ
ル
皇
帝
の
娘
の
名
前
「
ラ
ラ
・
ル
ー

ク
」 L

alla R
o
o
k
h

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
59
） 

ち
な
み
に
、
ヴ
ェ
ッ
ダ
ーE

lih
u
 V

ed
d
er

（
一
八
八
四
年
）、
デ
ュ
ラ
ッ

クE
d
m

u
n
d
 D

u
lac

（
一
九
○
九
年
）、
ポ
ガ
ニ
ー
（
一
九
○
九
年
）、
サ
リ

ヴ
ァ
ンE

d
m

u
n
d
 S

u
lliv

an

（
一
九
一
三
年
）、
バ
ル
フ
ォ
ア（
一
九
二
○
年
）

な
ど
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
12
歌
（
初
版
第
11
歌
）
に
挿
絵
を
添

え
た
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
画
家
た
ち
は
み
な
、

曠
野
で
詩
人
と
と
も
に
と
も
に
座
す 「
汝
」 T

h
o
u

を
女
性
と
解
釈
し
て
い

る
。
男
性
で
あ
る
詩
人
と
の
取
り
合
わ
せ
と
し
て
は
、
女
性
の
方
が 「
絵

に
な
る
」 

か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
60
） 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
ニ
コ
ラ
版
は “N

, ” 

ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版

は “W
” 

と
略
記
（
本
稿
で
は
以
下
同
様
）。
矢
印
の
直
後
の
鍵
括
弧
内
は

　

野
訳
。

 

・ 

第
83
歌 「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
司
祭
の
ズ
ン
ナ
ー
ル（
帯
）」 zo

n
nā r-e m

o
-

g
hā n

e

（N
 2

4
1
, W

: 2
8
1

） 

↓ 「
僧
侶
の
帶
」 th

e g
ird

le o
f th

e p
riests

（p
. 

X
X

V
III

）。
＊
「
ズ
ン
ナ
ー
ル
」 

は
ム
ス
リ
ム
以
外
の
異
教
徒
が
着
用
を

義
務
付
け
ら
れ
た
帯
。

 

・ 
第
87
歌 「
ミ
フ
ラ
ー
ブ
」 m

eḥ
rā b

（N
: 2

2
2
, W

: 2
6
2

） 

↓ 「
天
」 heav

en

（p
. X

X
X

）。
＊
「
ミ
フ
ラ
ー
ブ
」 

は
メ
ッ
カ
の
方
角
を
示
す
モ
ス
ク
の

壁
龕
。
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・ 

第
92
歌 「
ザ
ー
ヒ
ド（
禁
欲
家
）」 zā h

ed

（N
: 8

7
, W

: 8
9

） 

↓ 「
哲
學
者
」 

p
h
ilo

so
p
h
er

（p
. X

X
X

I

）。

 

・ 

第
98
歌 「
ジ
ャ
イ
フ
ー
ン
」 Jeyḥū

n

（N
: 9

0
, W

: 9
2

） 

↓ 「
靈
魂
」 th

e so
u
l

（p
. X

X
X

III

）。
＊
「
ジ
ャ
イ
フ
ー
ン
」 

は
オ
ク
サ
ス
川（
ア
ム
ー
・
ダ
ル

ヤ
ー
）。

 

・ 
第
103
歌 
「
タ
イ
ラ
サ
ー
ン
」 ṭ ey

lasā n

（N
: 

1
9
1

） 

↓ 

「
布
」 th

e 
clo

th
e 

（p
. X

X
X

V
）。
＊
「
タ
イ
ラ
サ
ー
ン
」 

は
外
套
の
一
種
。

 

・ 

第
134
歌 「
カ
ウ
サ
ル
（
天
国
の
小
川
）」 K

o
w

th
ar

（N
:1

0
2
, W

: 1
3
2

）
が

脱
落
（p

. X
L

V
）。

 

・ 

第
162
歌 「
千
の
マ
フ
ム
ー
ド
と
ア
ヤ
ー
ズ
」 hazā r m

aḥ
m
ū
d
-o

 A
yā z

（N
: 

2
1
9
, W

: 2
5
9

） 

↓ 

「
多
く
の
君
主
と
多
く
の
寵
臣
」 a th

o
u
san

d
 m

o
n
-

arch
s an

d
 a th

o
u
san

d
 fav

o
rites （p

. L
V

）。
＊
「
マ
フ
ム
ー
ド
」 

は
ガ
ズ

ナ
朝
の
君
主
、 「
ア
ヤ
ー
ズ
」 
は
そ
の
寵
臣
。

 

・ 

第
191
歌 「
カ
イ
」 key

（N
: 2

7
9

） 
↓ 「
王
」 th

e k
in

g
 （p

. L
X

IV

）。
＊
「
カ

イ
」 

は
神
話
時
代
の
王
朝
カ
ヤ
ー
ニ
ー
朝
の
王
の
称
号
。

 

・ 

第
234
歌 「
ト
ル
コ
人
（
の
美
女
）」 to

rkā n
（N

: 1
1
1
, W

: 1
4
1

） 

↓ 「
美
し

き
少を
と

女め

等
」 th

e b
eau

tifu
l g

irls

（p
. L

X
X

IX

）。

 

・ 

第
242
歌 「
中
国
の
王
国
」 m

am
lak

at-ē  chī n

（N
: 1

9
4

） 
↓ 「
帝
王
の
帝

國
」 th

e em
p
ire o

f k
in

g
s

（p
. L

X
X

X
I

）。

 

・ 

第
269
歌 「
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
」 sh

a ‘bā n

（N
: 1

7
2
, W

: 1
8
8

） 
↓ 「
神
聖
な
る

月
」 th

e sacred
 m

o
n
th

（p
. X

C

）。
＊
「
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
」 

は
イ
ス
ラ
ム
暦

の
第
八
月
。

 

・ 

第
289
夜 「
七
十
二
派
」 haftā d

-o
 d

o
 m

ellat

（N
: 1

7
9
, W

: 1
9
4

） 

↓ 「
地
上

の
問
題
」 th

e p
ro

b
lem

s o
f th

e earth
 （p

. X
C

V
II

） 

＊
「
七
十
二
派
」 

は

地
上
の
全
宗
派
。

 

・ 

第
298
歌 「
ス
ィ
ー
ム
ル
グ
」 sī m

o
rg

h

（N
: 1

4
0
, W

: 1
6
3

） 

↓ 「
聖
人
」 th

e 

sag
e （p

. C

）。
＊
「
ス
ィ
ー
ム
ル
グ
」 

は
神
話
中
の
霊
鳥
。

 

・ 

第
311
歌 「
ス
ー
フ
ィ
ー
（
神
秘
主
義
者
）」 ṣū

fī

（N
: 2

1
0
, W

: 2
5
1

） 

↓ 

「
聖
人
」 a sag

e

（p
. C

IV

）。

 

・ 

第
315
歌 「
テ
ィ
ー
ル
（
四
）
月
の
到
来
と
デ
イ
（
十
）
月
の
離
別
」 ā m

a-

d
an

-ē  tī r m
ah

-ō
 raftan

-e d
ey

（N
: 4

5
5
, W

: 4
8
4

） 

↓ 「
月
の
長
き
整
列
」 

th
e lo

n
g
 array

 o
f m

o
n
th

s

（p
. C

V
I

）。

 

・ 

第
329
歌 「
ジ
ャ
ム
フ
ー
ル
」 Jam

hū
r

（N
: 4

3
0
, W

: 4
6
5

）は
脱
落（p

. C
X

）。

＊
「
ジ
ャ
ム
フ
ー
ル
」 

は
サ
サ
ン
朝
の
君
主
フ
ス
ラ
ウ
一
世
の
宰
相
ブ

ズ
ル
グ
ミ
フ
ル
の
こ
と
。

 

・ 

第
347
歌 「
ヒ
ド
ル
」 K

h
eḍ

r, 「
イ
ル
ヤ
ー
ス
」 E

lyā s

（N
: 4

4
9
, W

: 4
8
0

） 

↓ 「
聖
人
」 a sain

t, 「
豫
言
者
」 a p

ro
p
h
et

（p
. C

X
V

I

）。

 

・ 

第
404
歌 「
ハ
ー
シ
ム
家
の
長
」 sey

y
ed

-e hā sh
im
ī

（N
: 3

1
6
, W

: 3
4
8

） 

↓ 

「「
主
」 

な
る 「
全
智
」」 lo

rd
 all-w

ise （p
. C

X
X

X
V

）。
＊
「
ハ
ー
シ
ム
家

の
長
」 

は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
。

 

・ 

第
435
歌 「
バ
ダ
フ
シ
ャ
ー
ン
の
紅
玉
髄
」 la ‘l-e b

ad
ak

h
shā nī

（N
: 3

5
7
, 

W
: 3

9
9

） 

↓ 「
靑
春
の
寶
玉
」 jew

els o
f y

o
u
th

（p
. C

X
L

V
I

）。
＊
「
バ
ダ

フ
シ
ャ
ー
ン
」 

は
オ
ク
サ
ス
川
上
流
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
東

部
の
地
名
。

（
61
） 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
形
式
は
前
注
に
同
じ
。

 

・ 

第
50
歌 「
カ
イ
・
カ
ー
ウ
ー
ス
」 K

ey
-kā vū

s

（N
: 2

3
7
, W

: 2
7
7

） 

↓ 「
カ

イ
コ
ス
ル
ウ
」 K

ai K
h
o
sro

u

（p
. X

V
II

）。
＊
い
ず
れ
も
神
話
時
代
の
王

の
名
。

 

・ 

第
147
歌 「
平
和
」 ṣ o

lḥ

（N
: 2

5
4
, W

: 2
9
4

） 

↓ 「
パ
ン
」 bread

（p
. L

）。
＊

ニ
コ
ラ
訳
の “p

aix
” 

を “p
ain

” 

と
誤
読
し
た
か
。

 

・ 

第
155
歌 「
マ
リ
ヤ
」 M

ary
am

, 「
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
と
ア
ド
ハ
ム
」 Bū

 S
a -

‘ī d
-o

 A
d
h
am

（N
: 2

1
5
, W

: 2
5
3

） 

↓ 「
ハ
チ
ム
、
タ
イ
」 H

atim
 T

ai, 「
マ

ユ
ウ
ン
」 M

ajn
u
n

（p
. L

II

）。
＊
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド ’A

bū
 S

a ‘ī d
 ’ib

n
 

’A
bī  al-K

h
ay

r

（
九
六
七 

―
一
○
四
九
年
）
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
期
の
神

秘
主
義
者
。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
イ
ブ
ン
・
ア
ド
ハ
ム ’Ib

rā hī m
 ’ib

n
 

’A
d
h
am

（
七
二
八
／
九 

―
七
七
年
）は
イ
ス
ラ
ム
初
期
の
禁
欲
家
。
ハ
ー

テ
ィ
ム
・
ア
ッ
＝
タ
ー
イ
ー Ḥ

ā tim
 al-Ṭā ’ī

は
寛
大
さ
で
知
ら
れ
た
六

世
紀
の
ア
ラ
ブ
詩
人
。
マ
ジ
ュ
ヌ
ー
ンal-M

ajnū
n

は
ラ
イ
ラ
ー
へ
の

悲
恋
で
知
ら
れ
る
七
世
紀
の
ア
ラ
ブ
詩
人
。

 

・ 

第
174
歌 「
イ
ラ
ク
の
葦
笛
」 nā y

-e ‘E
rā qī

（N
: 8

4
, W

: 8
6

） 

↓ 「「
イ
イ
ラ
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ム
」 

の
琵
琶
」 Iram

’s lu
te

（p
. L

IX

）。
＊
「
イ
ラ
ム
」 ’Iram

は 『
コ
ー
ラ

ン
』 

で
言
及
さ
れ
る
古
代
ア
ラ
ビ
ア
の
巨
人
族
ア
ー
ド
の
民
の
都
。「
イ

ラ
ク
」 

と 「
イ
ラ
ム
」 

を
読
み
違
え
た
か
。

 
・ 
第
299
歌 「
酒
」 m

o
l

（N
: 3

9
6
, W

: 4
3
8

） ↓ 「
薔
薇
」 ro

se

（p
. C

）。＊“m
o
l ” 

と “g
o
l ”

（
薔
薇
）
を
誤
読
。

 

・ 
第
312
歌 「
千
年
」 ṣ ad

 sā le

（N
: 2

7
7
, W

: 3
2
0

） 

↓ 「
五
十
年
」 fifty

 y
ears

（p
. C

V
）。

 

・ 

第
342
歌 「
坩
堝
」 bū

te

（N
: 3

8
0
, W

: 4
2
1

） ↓ 「
虛
無
」 th

e v
o
id

（p
. C

X
V

）。

 

・ 

第
403
歌 「
数
日
間
」 rū

z-ī  ch
an

d

（N
: 3

0
8
, W

: 3
5
8

） 

↓ 「
五
日
の
間あ
ひ
だ」 fo
r 

a m
easu

re o
f fiv

e d
ay

s

（p
. C

X
X

X
V

）。

 

・ 

第
417
歌 「
世
界
の
状
態
」 aḥ

vā l-e jahā n

（N
: 3

2
2
, W

: 3
6
5

） 

↓ 「
生い

の
ち命

の

書ふ
み

」 th
e b

o
o
k
 o

f life

（p
. C

X
L

）。

（
62
） 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

 

・ 

第
83
歌 「
自
分
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
（
の
を
恥
じ
て
い
る
）
た
め
」 chī z 

az m
o
salm

ā n
i-y

e k
hī sh

（N
: 2

4
1

）; az n
an

g
-e  m

o
salm

ā n
i-y

e k
hī sh

（W
: 2

8
1

） 

↓ 「
我
は
人
生
の
我
行
路
に
疲
れ
た
れ
ば
な
り
」 B

ecau
se I 

w
eary

 o
f m

y
 w

ay
 o

f life

（p
. X

X
V

III

）。

 

・ 

第
142
歌 「
朝
酒
の
呼
び
声
」 faryā d

-e ṣ abūḥ

（N
: 1

0
4

） 
↓ 「
歌
の
響
」 th

e 

so
u
n
d
 o

f sin
g
in

g

（p
. X

L
V

III

）。

 

・ 

第
186
歌 「
胸
の
火
の
た
め
に
頭
か
ら
私
の
涙
が
流
れ
る
」 az ā tesh

-e sī n
e 

ā b
-am

-az sar g
o
d
h
arad

（N
: 1

1
8
, W

: 1
4
6

） 

↓ 「
我
心
に
燃
え
た
る
火

は
今
や
恥
を
以
て
我わ

が
お
も
て面を

覆
へ
り
」 th

e fire, w
h
ich

 . . . b
u
rn

t in
 m

y
 

h
eart n

o
w

 co
v
ers m

y
 face w

ith
 sh

am
e

（p
. L

X
III

）。

 

・ 

第
361
歌 「
面
前
に
は
真
珠
母
貝（
の
よ
う
な
酒
杯
）が
置
か
れ
，
そ
の
真

珠
（
の
よ
う
な
酒
の
輝
き
）
の
お
蔭
で
、
真
の
夜
明
け
を
告
げ
る
鼓
手

が
戸
外
に
出
て
く
る
（
ほ
ど
で
あ
る
）」 dar pī sh

 n
ehā dē  ṣ ad

af-ī  k
-az 

g
o
h
ar-ash

 
/ 

n
o
w

b
at-zan

-e ṣ o
bḥ

-e ṣā d
eq

-ā y
ad

 
bī rū

n

（N
: 

3
3
3
, 

W
: 

3
7
3

） 

↓ 「
我
等
の
前
に
貝
は
立
ち
ぬ
、
其
眞
珠
は
鷄
が
曉
な
り
と
信
じ

て
鳴
く
程
の
光
を
放
て
り
」 B

efo
re m

e sto
o
d
 th

e sh
ell w

h
o
se p

earl 

g
av

e fo
rth

 su
ch

 lig
h
t th

at th
e co

ck
 crew

, b
eliev

in
g
 it w

as d
aw

n

（p
. C

X
X

I

）。

（
63
） 

以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。

 

・ 

第
408
歌 「
紅
玉
髄
の
色
の
酒
以
外
、
酔
人
の
手
か
ら
受
け
取
る
な
」 jo

z 

bā d
e-y

e la ‘l-az k
af-e m

astā n
 m

a-setā n

（N
: 3

2
3

） 

↓ 「
亂
醉
者
の
、
亂

醉
者
の
手
の
中う

ち

な
る
赤
き
酒
を
思
へ
」 th

in
k
 o

f red
 w

in
e in

 th
e h

an
d
s 

o
f to

p
ers, to

p
ers

（p
. C

X
X

X
V

II

）。
＊
原
文
で
はm

astā n

（
酔
っ
た
者

た
ち
）とm

a-setā n

（
受
け
取
る
な
）が
同
一
綴
り
で
意
味
の
異
な
る
二

語（「
ジ
ェ
ナ
ー
ス
」 jenā s

）に
な
っ
て
い
る
点
を
捉
え
そ
こ
ね
、m

astā n

の
繰
り
返
し
と
誤
解
し
て
い
る
。

（
64
） 

N
ico

las, p
p
. 1

9
8
–
9
9
, n

o
. 3

9
9

; W
h
in

field
, p

p
. 2

9
6
–
9
7
, n

o
. 4

4
1
.

（
65
） 

意
味
が
原
詩
と
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
例
を
挙
げ
る
。

 

・ 

第
432
歌 「
酒
店
を
通
り
過
ぎ
よ
う
」 bar m

ey
k
ad

e b
e-g

d
h
arī m

（N
: 3

1
1

） 

↓ 「
其
處
に
住
む
べ
し
」 A

b
id

e th
ere

（p
. C

X
L

V

）。

 

・ 

第
439
歌 「
我
々
の
神
は
す
べ
て
で
あ
り
、
他
に
神
は
存
在
し
な
い
」 de-

g
ar-ī  nī st k

h
o
dā - ’ī m

 h
am

e

（N
: 3

6
5
, W

: 4
1
0

） 

↓ 「
我
等
は
總
べ
て
一

體
な
り
、 「
神
」 

は
我
等
の
內
部
と
外
部
と
に
あ
り
」 w

e are all in
 all, 

G
o
d
 is w

ith
in

 an
d
 aro

u
n
d
 u

s

（p
. C

X
L

V
II

）。

（
66
） 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
ニ
コ
ラ
版
と
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
で
本

文
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
斜
線
の
前
後
に
示
し
た
。

 

・ 

第
75
歌 「
空
中
の
革
命
」 th

e rev
o
lu

tio
n
s o

f th
e sk

ies

（p
. X

X
V

I

） 

↓ 

「
天
球
の
回
転
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 2
9
, W

: 3
3

）
はg

ard
an

d
e 

falak

（
回
転
す
る
天
球
）。

 

・ 

第
92
歌 「
汝
の
師
の
爲
め
に
智
慧
を
取
り
得
た
り
」 yo

u
 h

av
e tak

en
 w

is-

d
o
m

 fo
r y

o
u
r m

aster

（p
. X

X
X

I

） 

↓ 「
汝
は
智
慧
を
師
と
見
做
し
た
」。

＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 8
7
, W

: 8
9

）
はo

stā d
-e to

 ‘aq
l-ast

（
そ
な
た

の
師
は
理
性
で
あ
る
）。「
A
を
B
と
見
做
す
」 tak

e A
 fo

r B

の
構
文
の

誤
読
。

 

・ 
第
102
歌 「
天
上
の
靑
き
車
輪
は
常
に
千
金
よ
り
も
旋
風
を
好
む
べ
け
れ

ば
な
り
」 F

o
r y

o
n
 b

lu
e w

h
eel m

ay
 lik

e a w
h
irlw

in
d
 at an

y
 m

o
m

en
t 

d
ash

 y
o
u
 d

o
w

n

（p
. X

X
X

V

） 

↓ 「
彼
方
の
青
い
天
輪
は
旋
風
の
よ
う
に
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い
つ
そ
な
た
を
打
ち
倒
す
か
も
し
れ
な
い
か
ら
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文

（N
: 4

0
, W

: 4
4

）
は

k
e ī n

 ch
ark

h
-e k

abū
d
 / nā gā h

 to
-rā  ch

o
 bā d

 

g
ardā n

ad
 p

ast

（
こ
の
青
い
天
輪
は
風
の
よ
う
に
突
然
そ
な
た
を
打
ち
倒

す
か
ら
）。
前
置
詞lik

e

を
動
詞
と
誤
読
。

 

・ 
第
125
歌 「
其
時
に
汝
は
我わ

が

塵ぢ
ん

埃あ
い

の
酒さ

か

瓶が
め

に
作
ら
る
ゝ
を
見
ん
」 see th

o
u
 

th
at o

f m
y
 d

u
st a w

in
e-flag

o
n
 is fo

rm
ed

（p
. X

L
II

） 

↓ 「
私
の
埃
か
ら

酒
瓶
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
せ
よ
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 2
9
0
, W

: 

3
3
0

）
はzen

hā r g
el-am

 b
e-jo

z ṣ o
rāḥī  m

a-k
o
nī d

（
私
の
土
を
酒
瓶
以

外
に
は
作
ら
な
い
よ
う
注
意
せ
よ
）。「
〜
す
る
よ
う
取
り
計
ら
う
」 see

（to
 it

）th
at

の
成
句
を
誤
読
。

 

・ 

第
126
歌
「
汝
の
平
和
を
保
ち
て
」 ho

ld
 y

o
u
r p

eace

（p
. X

L
III

） 

↓ 「
沈

黙
を
守
っ
て
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 5
, W

: 4

）
はd

am
 d

ar-k
esh

 

（
黙
れ
）。

 

・ 

第
191
歌 「
僞
善
者
の
群
集
を
の
み
包
容
す
る
拜
堂
」 th

e ch
ap

let w
h
ich

 

alo
n
e co

n
tain

s a m
u
ltitu

d
e o

f h
y
p
o
crisy

（p
. L

X
IV

） 

↓ 「
そ
れ
単
独

で
あ
ま
た
の
偽
善
を
含
む
数
珠
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 2
7
9

）
は

tasbīḥ
 k

e p
ey

k
-e lash

k
ar-ē  tazvī r-ast

（
欺
瞞
の
軍
隊
の
使
者
で
あ
る
数

珠
）。

 

・ 

第
230
歌 「
我
等
は
數
字
の
如
く
驚
異
の
中う

ち

に
生
活
す
る
な
り
」 w

e, lik
e 

th
e fig

u
res, liv

e th
ere in

 am
azem

en
t

（p
. L

X
X

V
II

） 

↓ 「
我
々
は
そ
の

（
走
馬
燈
の
）
な
か
の
絵
模
様
の
よ
う
に
驚
き
つ
つ
生
活
す
る
」。
＊
ペ

ル
シ
ア
語
原
文（N

: 2
6
7
, W

: 3
1
0

）はm
ā  ch

o
n
 so

v
ar-ī m

 an
d
ar-ū

 ḥ
ey

-

rā n
-ī m

 / k
-an

d
ar-ū

 g
ardā nī m

（
我
々
は
そ
の
な
か
の
絵
柄
の
よ
う
に
当

惑
／
回
転
す
る
）。「
絵
柄
」 fig

u
res

を 「
数
字
」 

と
誤
読
。

 

・ 

第
235
歌 「「
天
の
車
」 

は
其
天
幕
の
中う

ち

に
座
し
」 th

e w
h
eel o

f h
eav

en
, in

 

settin
g
 its ten

t

（p
. L

X
X

IX

） 

↓ 「
天
輪
は
そ
の
天
幕
を
張
り
な
が
ら
」。

＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文（N

: 1
3
7
, W

: 1
6
1

）はk
h
arg

ah
-ē  ch

ark
h
-e k

abū
d
 

/ zad
 k

h
ey

m
e

（
青
い
天
輪
の
大
天
幕
が
天
幕
を
張
る
）。settin

g

をsit-
tin

g

と
誤
読
。

 

・ 

第
236
歌 「
我
灰
」 m

y
 ash

es

（p
. L

X
X

IX

） 

↓ 「
私
の
遺
骸
」。
＊
ペ
ル
シ

ア
語
原
文
は 「
私
の
土
」 gel-e m

an

（N
: 1

5
4

）。
イ
ス
ラ
ム
で
は
死
骸

は
火
葬
に
せ
ず
、
し
か
も
灰
か
ら
酒
瓶
は
作
れ
な
い
。

 

・ 

第
239
歌 「
百
の
眞
珠
の
中う

ち

唯
一
つ
盜
ま
れ
ん
と
す
れ
ば
な
り
」 ou

t o
f a 

h
u
n
d
red

 p
earls, b

u
t o

n
e is th

rid
d
ed

（p
. L

X
X

X

） 

↓ 「
百
の
真
珠
の
う

ち
一
つ
し
か
穿
た
れ
て
い
な
い
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 1
5
2
, W

: 

1
7
3

）
はze ṣ ad

 g
o
h
ar y

ekī  so
fte b

e-m
ā n

d
/n

a-m
ā n

d

（
百
の
真
珠
の
う

ち
一
つ
が
穴
を
穿
た
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
／
一
つ
も
穴
を
穿
た
れ
て
い
な

い
）。

 

・ 

第
319
歌 「
死
者
は
光
榮
な
り
と
て
自
慢
せ
り
」 bo

asted
 th

at th
e d

eed
 w

as 

g
lo

rio
u
s

（p
. C

V
II

） 

↓ 「
こ
の
行
為
は
栄
光
に
満
ち
て
い
る
と
自
慢
し

た
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 3
8
5

）
はk

e m
ardī -y

o
 m

anī

（
男
ら
し

い
と
自
慢
し
た
）。deed

をd
ead

と
誤
読
。

 

・ 

第
348
歌 「
一い

つ

の
世
界
を
克
服
せ
ん
よ
り
は
」 th

an
 to

 p
eo

p
le a w

o
rld

（p
. C

X
V

II

） 

↓ 「
一
つ
の
世
界
を
人
で
満
た
す
よ
り
は
」。
＊
ペ
ル
シ
ア

語
原
文
（N

: 4
4
4
, W

: 4
7
6

）
は

rū
y
-e zam

ī n
 b

e-jo
m

le ā bā d
 k

o
nī

（
地

上
す
べ
て
を
そ
な
た
が
人
で
満
た
す
）。peo

p
le

を 「
植
民
す
る
」 

す
な

わ
ち 「
征
服
す
る
」 

と
誤
読
。

 

・ 

第
360
歌 「
酒
店
の
最
後
の
客
な
る
我わ

が

親
し
き
友
」 L

ast n
ig

h
t in

 th
e tav

-

ern
 m

y
 fam

iliar frien
d

（p
. C

X
X

I

） 

↓ 「
昨
晩
酒
店
で
私
の
親
友
が
」。

＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文（N

: 3
2
9
, W

: 3
7
0

）
はdī sh

ab
 . . . / d

ar m
ey

k
ad

e 

ā n
 rūḥ

-fazā y
-ē  d

el-e m
an

（
昨
晩
酒
店
で
わ
が
心
に
生
気
を
与
え
る
者

〔
恋
人
〕
が
）。

 

・ 

第
367
歌 「
裸
麥
の
一
粒
」 a b

race o
f b

arley
co

rn
s

（p
. C

X
X

III

） 

↓ 「
大

麦
二
粒
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（N

: 3
5
5
, W

: 3
9
7

）
はd

o
 jo

w

（
大
麦

二
粒
）。

 

・ 

第
415
歌 「
お
ゝ
汝
よ
、
存
在
の
凡
て
の
奧お

く
義ぎ

と
は
」 O

 th
o
u
, th

e q
u
in

tes-

sen
ce o

f th
e su

m
 o

f ex
isten

ce

（p
. C

X
X

X
IX

） 

↓ 「
お
お
、
全
存
在
の

精
髄
た
る
汝
よ
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語
原
文（N

: 3
1
9
, W

: 3
6
2

）はey
 ā n

k
e 

to
-ī  k

h
o
lāṣ e-yē  k

o
w

n
-o

 m
akā n

（
お
お
、
宇
宙
の
縮
図
た
る
汝
よ
）。
呼

び
か
け
の
対
象
と
同
格
の
単
語
を
文
全
体
の
主
語
と
誤
読
。
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・ 

第
421
歌 「
我
等
は
歡く

わ

喜ん
ぎ

を
以
て
水
の
一
滴
だ
に
消
費
せ
ざ
る
な
り
、
さ

れ
ど
我
等
は
悲
哀
の
手
よ
り
酒
を
消
費
す
」 N

ev
er w

ith
 ch

eer a d
ro

p
 

o
f w

ater d
o
 w

e co
n
su

m
e, b

u
t fro

m
 th

e h
an

d
 o

f so
rro

w
 w

e co
n
su

m
e 

w
in

e

（p
. C

X
L

I

） 

↓ 「
悲
哀
の
手
か
ら
酒
を
消
費
す
る
こ
と
な
く
し
て
、

我
々
は
歓
喜
と
と
も
に
一
滴
の
水
を
消
費
す
る
こ
と
も
な
い
」。
＊
ペ
ル

シ
ア
語
原
文（N

: 3
1
0
, W

: 3
4
3

）はh
arg

ez b
e-ṭ arab

 sh
arb

at-e ā b
-ī  n

a-

k
h
o
rī m

 / tā  az k
af-e an

dū
h
 sh

arā b
-ī  n

a-k
h
o
rī m

（
悲
哀
の
掌
よ
り
酒
を

飲
む
こ
と
な
し
に
は
、
我
々
は
一
口
の
水
も
歓
喜
と
と
も
に
飲
む
こ
と

が
な
い
）。「
A
す
れ
ば
必
ず
B
す
る
」 「
B
な
し
に
は
A
し
な
い
」 nev

er 

A
 b

u
t B

の
構
文
を
誤
読
。
同
一
原
典
か
ら
訳
さ
れ
た
第
32
歌
で
は
、
こ

の
構
文
が
正
し
く
把
握
さ
れ
て
い
る
。

 

・ 

第
426
歌 「
天
使
は
其そ

の
原
質
に
し
て
」 T

h
e an

g
els are its sen

sen
s

（p
. C

X
-

L
III

） 

↓ 「
天
使
は
そ
の
〔
身
体
の
〕
諸
感
覚
で
あ
る
」。
＊
ペ
ル
シ
ア
語

原
文（N

: 3
2
8
, W

: 3
6
9

）はv
-aṣ nā f-e m

alā ’ekē  ḥ
avā s-ē  ī n

 tan

（
諸
々

の
天
使
は
こ
の
身
体
の
諸
感
覚
で
あ
る
）。sen

sen
s

をessen
se

と
誤
読

し
た
か
。

（
67
） 

N
ico

las, p
p
. 2

0
4
–
0
5
, n

o
. 4

1
1
; W

h
in

field
, p

p
. 3

0
2
–
0
3
, n

o
. 4

5
1
.

（
68
） 

N
ico

las, p
p
. 2

2
6
–
2
7
, n

o
. 4

5
7
; W

h
in

field
, p

p
. 3

2
6
–
2
7
, n

o
. 4

8
6
.

（
69
） 

N
ico

las, p
p
. 1

7
8
–
7
9
, n

o
. 3

6
1
; W

h
in

field
, p

p
. 2

7
2
–
7
3
, n

o
. 4

0
6
. 

こ
の

ル
バ
ー
イ
ー
は
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
（
前
注
（
61
）
参
照
）
に
帰
せ
ら
れ
て

い
る
。C

h
risten

sen
, R

echerches, p
. 3

1
.

（
70
） 

 『
未
來
』 

第
二
輯
、 

一
九
一
四
年
六
月
、 

一
五
六 

―
六
五
頁
。

（
71
） 

 『
未
來
』 

の
書
評
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
英
訳
を
参
照
し
つ
つ
主
と

し
て
訳
語
や
仮
名
表
記
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
が
、
解
釈
上
の
誤
訳
等
に

ま
で
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
增
野
が
具
体
的
な
改
善
案
を
添
え
て
指
摘

す
る
問
題
点
を
い
く
つ
か
例
示
す
る
。

 

・ 

第
15
歌 「
幻
影
の
提
灯
」 a p

ap
er lan

tern
 o

f fan
cy

 （p
. V

I

） 

↓ 「
走
馬

燈
」 

を
提
案
。
ペ
ル
シ
ア
語
の
原
語
は
、
增
野
が
指
摘
す
る
通
りfā nū

s-e 

k
h
iyā l

（W
: 4

9
1

）。

 

・ 

第
176
歌 「
ケ
エ
ヤ
ム
」 K

h
ay

y
am

 （p
. L

IX

） 

↓ 「
カ
イ
ヤ
ウ
ム
」 「
カ
イ

ヤ
ア
ム
」 

を
提
案
。
ペ
ル
シ
ア
語
の
原
語
はK

h
ay

yā m

（N
: 8

1
, W

: 8
3

）

で
、
現
代
な
ら 「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
」 

と
す
べ
き
と
こ
ろ
。
＊
增
野
の
表
記
は

「
ケ
ヱ
ヤ
ム
」。

 

・ 

第
311
歌 「
麻ハ

ツ
シ
シ
ユ

の
葉
」 hash

ish
 （p

. C
IV

） 

↓ 

片
仮
名
表
記
の 「
ハ
ツ
シ
シ

ユ
」 

を
提
案
。
ペ
ル
シ
ア
語
の
原
語
は
、
增
野
も
触
れ
て
い
るb

an
g

（N
: 

2
1
0
, W

: 2
5
1

）
で
、 「
イ
ン
ド
大
麻
」 「
ハ
シ
ー
シ
ュ
」 

を
指
す
。

 

・ 

第
364
歌 「
銃
眼
壁
」 battlem

en
ts, 「

指リ
ン
グ輪

鳩ダ
ブ

」 rin
g
d
o
v
e （p

. C
X

X
II

） 

↓ 

後
者
に 「
斑

じ
ゆ
づ
か
け
ば
と

鳩
」 

を
提
案
。
ペ
ル
シ
ア
語
の
原
語
はk

o
n
g
ere, fā k

h
te

（N
: 3

5
0
, W

: 3
9
2

）。
＊
增
野
の
表
記
は
「
指
環
鳩
」。

 

・ 

第
398
歌 「
鬱
金
香
」 tu

lip
 （p

. C
X

X
X

III

） 

↓ 「
う
つ
こ
ん
か
う
」 

は 「
黃

色
な
病
婦
の
や
う
な
面
貌
を
連
想
さ
せ
る
」 

の
で
、
片
仮
名
表
記
の 「
チ

ユ
リ
ツ
プ
」 

を
提
案
。
ペ
ル
シ
ア
語
の
原
語
はlā le

（N
: 4

4
8
, W

: 4
7
9

）。

＊
增
野
の
表
記
は
「
欝
金
香
」。

 

ま
た
、
第
31
歌
と
第
379
歌
、
第
398
歌
と
第
449
歌
の
重
複
を
指
摘
し
て 「
無

駄
」 「
無
意
味
」 

と
断
ず
る
（
一
六
二 

―
六
三
頁
）
が
、
後
者
は
原
典
で
あ

る
ニ
コ
ラ
版
や
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
自
体
が
二
つ
の
異
な
る
作
品
で

あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
72
） 

 『
中
央
公
論
』 

第
三
十
五
卷
十
一
號
、
一
九
二
○
年
十
月 「
說
苑
」 

一 

―

四
三
頁
。『
中
央
公
論
』
へ
の
発
表
に
当
た
っ
て
は
、
前
年
に
結
婚
し
た

中
條
百
合
子
（
本
名
ユ
リ
。
の
ち
の
宮
本
百
合
子
。
一
八
九
九 

―
一
九
五

一
年
）
の
紹
介
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
百
合
子
は
、

日
本
女
子
大
學
英
文
科
豫
科
在
学
中
の
一
九
一
六
年
、
坪
內
逍
遙
（
一
八

五
九 

―
一
九
三
五
年
）
の
紹
介
で
『
中
央
公
論
』
主
幹
の
瀧
田
樗
陰
（
一

八
八
二 

―
一
九
二
五
年
）を
訪
ね
、「
貧
し
き
人
々
の
群
」
を
同
誌
第
三
十

一
年
十
号
（
九
月
）
に
発
表
、
新
進
作
家
と
し
て
一
躍
注
目
を
浴
び
、
そ

の
後
も
一
九
一
八
年
九
月 

―
一
九
年
十
二
月
の
ア
メ
リ
カ
行
き
の
前
後
を

通
じ
て
多
く
の
作
品
を
同
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
。

（
73
） 
荒
木
の
履
歴
は
、
学
習
院
に
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
に
基
づ
い
た
、
大
野

延
胤
（
一
九
三
一
年
生
）
に
よ
る
評
伝
『
風
の
如
く
に

―
荒
木
茂
の
生

涯
』 （
近
代
文
藝
社
、
一
九
九
五
年
八
月
）
に
詳
し
い
。
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（
74
） 

同
書
二
二
○ 

―
二
一
頁
に
、 『
中
央
公
論
』 

に
発
表
の 「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」 

訳
詩
か
ら
第
十
八
番
と
第
三
十
九
番
を
再
録
し
て
い
る
。

 
 

百
合
子
の
小
説 『
伸
子
』 

で
は
、
佃
の 「
專
門
に
關
す
る
小
著
書
」 

を 「
通

俗
的
な
、
波ぺ

ル
シ
ヤ斯

文
學
槪
論
」 

と
呼
び
、 「
凡
庸
な
小
册
子
の
著
者
に
よ
く
あ

る
や
う
に
、
常
套
語
を
平
氣
で
數
多
く
使
つ
た
り
、
廻
り
く
ど
く
て
、
明

快
な
思
想
も
感
情
も
な
い
文
に
出
會
ふ
と
、
伸
子
は
悲
し
み
と
腹
立
た
し

さ
を
一
緖
く
た
に
感
じ
た
」 

と
印
象
を
述
べ
る
（
四
の
二
、
二
六
一
・
二

六
三
頁
。
原
文
総
ル
ビ
）。
初
出
は
中
條
百
合
子 「
崖
の
上
」 『
改
造
』 

第
七

卷
十
號
、 

一
九
二
五
年
十
月
、 

一
四
・
一
五
頁（「
波ぺ

ル
シ
ヤ斯

文
學
槪
論
」 

↓ 「
文

化
史
槪
論
」、 「
常
套
語
を
平
氣
で
數
多
く
使
つ
た
り
、
廻
り
く
ど
く
て
、

明
快
な
思
想
も
感
情
も
な
い
文
に
出
會
ふ
と
」 

↓ 「
常
套
語
の
平
氣
な
數

多
い
使
用
、
主
意
も
明
に
し
な
い
不
正
確
な
文
句
等
に
出
會
つ
た
り
す
る

と
」）。

 
 

ま
た
、
一
九
二
三
年
五
月
八
日
の
日
記
に
は
、 「
せ
め
て
ペ
ル
シ
ア
を
研

究
す
る
と
す
れ
ば
、
他
人
の
著
書
の
引
証
で
暮
さ
ず
、
一
つ
の
独
創
的
発

見
で
も
持
た
せ
た
い
の
で
、
何
だ
か
歯
痒
く
感
じ
る
の
だ
。／
材
料
の
蒐

集
で
一
生
終
る
の
か
。
よ
い
世
界
の
歴
史
的
文
章
の
欠

（
マ
マ
）し

い
日
本
に
は
、

後
に
来
る
者
の
為
、
此
も
一
つ
、
彼
の
生
き
た
意
味
と
し
て
見
る
べ
き
か
」 

（『
宮
本
百
合
子
全
集
』 

第
二
十
三
巻
〔
日
記
一
〕、
新
日
本
出
版
社
、
一
九

七
九
年
五
月
、
六
四
三 

―
四
四
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 

一
般
に
、
近
世
ペ
ル
シ
ア
語
と
そ
れ
以
前
の
古
代
イ
ラ
ン
語
、
中
世
イ

ラ
ン
語
と
で
は
研
究
分
野
が
異
な
り
、
研
究
者
も
別
々
で
あ
る
場
合
が
多

い
。
荒
木
が
師
事
し
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
も
、
専
門
領
域
は
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
語

を
中
心
と
す
る
古
代
イ
ラ
ン
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
本
書
は
、
言
わ

ば
先
駆
者
の
特
権
で
、
一
人
の
研
究
者
が
古
代
・
中
世
・
近
世
の
諸
分
野

を
通
時
的
に
叙
述
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
イ
ラ
ン
学
は
、
言
語
の

習
得
や
先
行
研
究
の
咀
嚼
だ
け
で
も
時
間
を
要
す
る
分
野
だ
け
に
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
で
の
わ
ず
か
五
年
半
の
研
究
か
ら 「
独
創
的
発
見
」 

を
期
待

す
る
の
は
い
さ
さ
か
無
理
な
注
文
で
あ
ろ
う
。

 
 

批
評
家
の
本
多
秋
五
（
一
九
○
八 

―
二
○
○
一
年
）
は
、
本
書
に
つ
い

て
、 「
ど
れ
だ
け
が
著
者
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
属
す
る
の
か
、
そ
れ
を

鑑
別
す
る
能
力
は
私
に
な
い
」 

と
断
わ
り
な
が
ら
も
、 「
や
や
古
風
な
、
決

し
て
明
快
と
は
い
い
が
た
い
文
章
に
は
、（
中
略
）
開
拓
者
の
人
知
れ
ぬ
膏

油
が
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
学
問
と
取
り
組
ん
で
い
る
男
の
、
一
種
慾
得
以

上
の
緊
張
が
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
こ
れ
は 「
小
著
書
」 

で
は
あ
ろ
う
が
、
決

し
て 「
通
俗
的
な
ペ
ル
シ
ャ
文
学
概
論
」 

と
ひ
と
口
に
い
い
棄
て
ら
る
べ
き

も
の
で
は
な
か
ろ
う
、
と
い
う
気
が
す
る
」 

と
弁
護
し
て
い
る
。
同 『
戦

時
戦
後
の
先
行
者
た
ち
』 

晶
文
社
、
一
九
六
三
年
九
月
、 「
断
片

―
あ
る

ペ
ル
シ
ャ
文
学
史
」 

一
三
一
頁
。
同 『
増
補　

戦
時
戦
後
の
同
行
者
た
ち
』 

勁
草
書
房
、 

一
九
七
一
年
四
月
、 

一
六
○ 

―
六
一
頁
。『
本
多
秋
五
全
集
』 

第

八
巻
、
菁
柿
堂
、 

一
九
九
五
年
十
月
、 

一
四
五
頁
。
初
出
は 『
リ
ア
リ
ズ

ム
』 

第
四
号
、 

一
九
六
○
年
四
月
、
六
一 

―
六
二
頁
（「
膏
油
が
感
じ
ら
れ

る
の
だ
」 

↓ 「
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」。「
緊
張
が
感
じ
ら
れ
る
の
だ
」 

↓ 

「
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」。「
い
い
棄
て
」 

↓ 「
い
い
す
て
」。「
な
か
ろ
う
、」 

↓ 「
な
い
」）。

 
 

な
お
百
合
子
は
、
お
そ
ら
く
荒
木
の
影
響
を
受
け
て
、
ペ
ル
シ
ア
詩
人

フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ
ーF

ird
aw

sī

（
九
三
四 

―
一
○
二
五
年
）の
英
雄
叙
事
詩 

『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ（
王
書
）』 Shā h-nā m

e

に
取
材
し
た
小
説 「
古
き
小
画
」 

（『
宮
本
百
合
子
全
集
』 

第
二
巻
〔
小
説
二
〕、
一
九
七
九
年
六
月
、
三
二

八 

―
四
二
六
頁
。
初
出
は
中
條
百
合
子 「
ふ
る
き
小

ミ
ニ
エ
チ
ユ
ア

畫
」 

し
て 『
小
樽
新

聞
』 

一
九
二
四
年
一
月
十
四
日
〔
第
三
面
〕 ―
三
月
九
日
〔
第
三
面
〕
ま
で

五
十
二
回
連
載
）
を
発
表
し
て
い
る
。

（
75
） 

荒
木
に
対
す
る
評
価
は
、
評
者
の
立
場
（
百
合
子
や
荒
木
と
の
関
係
の

親
疎
）
や
視
点
（
人
間
性
や
人
格
と
学
術
的
・
教
育
的
貢
献
と
の
い
ず
れ

を
重
視
す
る
か
）
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

 

・ 

荒
木
の
故
郷
・
福
井
に
赴
い
て
調
査
を
し
た
教
育
学
者
の
島
為
男
（
一

八
九
一 

―
一
九
八
八
年
）
は
、
彼
が 「
無
能
で
気
の
き
か
な
い
、
学
者

マ
ニ
ア
的
異
常
さ
の
感
じ
ら
れ
る
学
者
」 

で 「
閉
塞
的
で
、
暗
く
ジ
メ

ジ
メ
し
た
性
格
」 

を
持
つ
と
し
、「
彼
の
多
く
の
信
書
を
調
査
し
、
そ
の

文
章
、
文
字
、
記
載
様
式
等
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
文
字
が
な
っ
て
い
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ず
、
い
じ
け
て
お
り
、
遅
筆
で
、
し
か
も
文
意
も
通
じ
か
ね
る
、
当
て

字
ば
か
り
の
書
面
に
ウ
ン
ザ
リ
し
た
」（
同 『
宮
本
百
合
子

―
抵
抗
に

生
き
た
大
正
精
神
』 

桜
楓
社
、
一
九
六
七
年
八
月
、
一
二
○
・
一
二
三

頁
）
と
否
定
的
で
あ
る
。

 

・ 「
大
学
で
の
研
究
室
が
近
か
っ
た
と
い
う
因
縁
」
で
荒
木
と
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
あ
っ
た
仏
文
学
者
の
中
島
健
蔵
（
一
九
○
三 

―
七
九
年
）

も
、 「
正
直
に
い
っ
て
、
わ
た
く
し
は
、 『
伸
子
』 

に
描
か
れ
た
佃
の
名
残

り
を
、
彼
の
上
に
認
め
な
い
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
」 （
同 「
人
と
文
学
」 

『
現
代
文
学
大
系
』 
38〔
宮
本
百
合
子
／
佐
多
稲
子
集
〕、
筑
摩
書
房
、
一

九
六
四
年
三
月
、
四
八
九
頁
。
中
村
智
子 『
宮
本
百
合
子
』 

筑
摩
書
房
、

一
九
七
三
年
六
月
、
八
○
頁
）と
、
百
合
子
に
近
い
見
方
を
し
て
い
る
。

 

・ 

大
野
延
胤 『
風
の
如
く
に

―
荒
木
茂
の
生
涯
』 

は
、
現
地
調
査
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
荒
木
の
教
育
者
と
し
て
の
側
面
に
光
を
当
て
、
再
評
価

を
試
み
て
い
る
。

 

・ 

百
合
子
と
親
交
の
あ
っ
た
野
上
彌
生
子
（
一
八
八
五 

―
一
九
八
五
年
）

は
、
戦
後
の
一
九
五
一
年
六
月
二
十
五
日
の
日
記
の
な
か
で
、
百
合
子

の
コ
ロ
ン
ビ
ア
時
代
を
知
る
知
人 「
お
清
さ
ん
」 （
巖
本
善よ

し

治は
る

・
若
松
賤

子
夫
妻
の
長
女
・
中
野
清
子〔
一
八
九
○ 

―
一
九
七
一
年
〕
で
あ
ろ
う
）

の
言
葉
と
し
て 「
荒
木
と
い
ふ
男
は
米
国
ゴ
ロ
の
苦
労
人
で
、
狡
い
、

暗
ら
い
翳
を
も
つ
て
ゐ
る
」 （『
野
上
彌
生
子
全
集
』 

第
Ⅱ
期
第
十
一
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
五
月
、
八
七
頁
）
と
記
す
。「
亞ア

メ

リ

カ

米
利
加
ご

ろ
」
は 『
伸
子
』 （
二
の
八
、
一
四
九
頁
。
初
出
は 『
改
造
』 

第
七
卷
一

號
、 

一
九
二
五
年
一
月
、 「
搖
れ
る
樹
々
」 

一
○
七
頁
。
ル
ビ
な
し
）
で

用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
後
年
は
、 「
私
も
口
に
は
出
さ

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
心
の
底
で
は
荒
木
だ
け
を
一
方
的
に
責
め
る
、
た

と
え
ば
ペ
ル
シ
ャ
文
学
な
ど
と
い
う
も
の
を
、
あ
ん
な
も
の
を
と
い
っ

た
よ
う
な
気
持
で
百
合
子
さ
ん
は
考
え
て
い
な
す
っ
た
よ
う
だ
け
れ
ど
、

私
と
し
て
は
一
つ
の
学
問
と
し
て
立
派
な
選
び
方
を
し
て
い
る
し
、
ペ

ル
シ
ャ
文
学
だ
っ
て
お
お
い
に
研
究
す
べ
き
も
の
だ
、
そ
こ
い
ら
が

ち
ょ
い
と
私
と
違
っ
て
い
た
ん
で
す
」「
荒
木
さ
ん
に
対
し
て
は
、
百

合
子
さ
ん
に
対
す
る
の
と
同
じ
質
の
同
情
を
も
っ
て
い
た
」（「
百
合
子

さ
ん
の
こ
と

―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
て
」『
宮
本
百
合
子
全
集
』

第
二
巻
、 

新
日
本
出
版
社
、 

一
九
七
九
年
六
月
、 「
月
報
」
6
、 

二 

―
三
頁
。

の
ち
、『
野
上
彌
生
子
全
集
』
第
二
十
三
巻
〔
評
論
・
随
筆
六
〕、
岩
波

書
店
、
一
九
八
二
年
四
月
、
三
四
五 

―
四
六
頁
）と
述
べ
る
。
大
野
『
風

の
如
く
に
』 

一
四
○
頁
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
引
用
し
て
、「
も
し

も
荒
木
が
生
き
て
こ
の
告
白
を
聞
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
彼
に
と
っ

て
ど
ん
な
に
温
か
い
慰
め
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
付
記
し
て
い
る
。

 

・ 

前
嶋
信
次
は
、 『
伸
子
』 

に
お
け
る
佃
の
描
写
を
引
き
な
が
ら
、 「
格
別
に

陰
気
な
顔
だ
っ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
き
わ
め
て
質
素
で
、

話
し
や
す
い
人
柄
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
尊
大
さ
と
い
う
よ
う
な
も
の

は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
」 

と
回
想
し
、 『
ぺ
ル
シ
ヤ
文
學
史
考
』 

へ
の

伸
子
の
批
評
に
つ
い
て
は
、 「
あ
る
点
で
は
痛
い
と
こ
ろ
を
つ
い
て
い
る

が
、
ま
た
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
著
作
へ
の
理
解
の
乏
し

さ
を
示
し
た
点
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」 

と
評
す
る
。
同 『
ア
ラ
ビ

ア
学
へ
の
途

―
わ
が
人
生
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』 

日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
八
二
年
六
月
、
三
一 

―
三
七
頁
。

 

・ 

同
じ
荒
木
ペ
ル
シ
ア
語
教
室
の
出
身
で
、
滿
鐵
東
亞
經
濟
調
査
局
西
南

ア
ジ
ア
班
で
前
嶋
信
次
の
同
僚
と
な
り
、
の
ち
に
松
山
商
科
大
学
教

授
・
学
長
も
務
め
た
イ
ラ
ン
学
者
の
八
木
亀
太
郎
（
一
九
○
八 

―
八
六

年
）
は
、
後
年
の
論
文 「
神
名
雑
俎
」 （『
松
山
商
大
論
集
』 

第
十
六
巻
五

号
、
一
九
六
五
年
十
二
月
、
五
三 

―
八
六
頁
。
の
ち
『
八
木
亀
太
郎
論

文
集
』Ⅱ
、
西
田
書
店
、
一
九
八
八
年
二
月
、
一
八
九 

―
二
二
二
頁
）に

「
故
荒
木
茂
先
生
に
捧
ぐ
」
と
副
題
を
付
し
て
い
る
。

 

・ 

文
芸
評
論
家
の
川
西
政
明
（
一
九
四
一 

―
二
○
一
六
年
）
は
、 「
一
生
涯

を
図
書
館
の
世
話
に
な
っ
て
暮
ら
す
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
人

が
、
中
条
家
の
後
押
し
で
東
京
帝
国
大
学
で
ペ
ル
シ
ャ
語
の
研
究
が
で

き
、
慶
應
義
塾
大
学
で
ギ
リ
シ
ア
語
、
英
語
を
教
授
し
、
明
治
大
学
で

英
語
を
教
授
し
、
女
子
学
習
院
の
英
語
専
任
講
師
に
な
り
、
岩
波
書
店

か
ら 「
ペ
ル
シ
ャ
文
学
史
考
」 

を
刊
行
で
き
た
。
の
ち
東
京
帝
国
大
学
文
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学
部
で
イ
ラ
ン
学
を
教
え
た
。
彼
に
と
り
学
問
で
身
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。／
百
合
子
は
こ
の
荒
木

を
相
手
に 「
伸
子
」 

で
は
な
く 「
縮
子
」 

に
な
っ
た
」
と
、
両
者
の
人
生

観
の
違
い
に
言
及
す
る
。
ま
た 『
伸
子
』 

に
描
か
れ
た
荒
木
か
ら
漢
字

研
究
の
白
川
静（
一
九
一
○ 

―
二
○
○
六
年
）を
想
起
し
、
白
川
は 「
話

し
て
い
て
実
に
愉
し
い
人
で
あ
っ
た
」 

の
に
対
し
、 「
荒
木
に
は
そ
の
陽

気
さ
が
な
い
」 

と
両
者
を
対
比
し
て
い
る
。
同 『
女
性
作
家
の
世
界
』 

新
・
日
本
文
壇
史
、
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
二
○
一
二
年
五
月
、
一
七

六 

―
七
七
頁
。

（
76
） 

H
ero

n
-A

llen
 1

8
9
8
, p

p
. 2

6
6
–
6
7
, 2

7
2
–
7
3
. 「

明
治
日
本
」 

一
○ 

―
一
一

頁
。
第
百
四
十
九
番
は
ニ
コ
ラ
版
の
第
四
百
十
三
番
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
版
の
第
四
百
五
十
二
番
に
等
し
く
、
本
稿
の
注
番
号
（
54
）
を
付
し

た
本
文
中
に
既
出
。
第
百
五
十
五
番
は
ニ
コ
ラ
版
の
第
四
百
四
十
八
番
、

ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
の
第
四
百
七
十
九
番
に
ほ
ぼ
対
応
し
、
注
番
号

（
56
）
を
付
し
た
本
文
中
に
既
出
。

（
77
） 

H
ero

n
-A

llen
 1

8
9
8
, p

p
. 1

9
8
–
9
9
.

（
78
） 

第
百
二
十
六
番
。
原
文
はḥā l-ī  bī n

（
現
状
を
見
よ
）。

（
79
） 

第
百
二
十
七
番
。
原
文
はg

erd
-e nī k

o
vā n

 g
ardī d

an
（
美
人
ら
の
周
囲

を
歩
き
回
る
こ
と
）。

（
80
） 

第
百
三
十
一
番
。
原
文
はaz d

ars-e ‘o
lū

m
 jo

m
le b

e-g
rī zī beh

（
す
べ

て
の
知
識
の
探
求
か
ら
そ
な
た
は
逃
げ
る
方
が
よ
い
）。

（
81
） 

文
意
を
取
り
に
く
い
類
似
の
例
を
い
く
つ
か
示
す
。

 

・ 

第
二
十
二
番 「
一
篇
の
歌
に
賣
り
ぬ
」 be-rā y

egā n
-ash

 b
e-fo

rū
k
h
t 

↓ 

「
彼
を
無
料
で
売
り
払
っ
た
」。
＊
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
英
訳 “fo

r a m
ere 

so
n
g
”

（
た
だ
同
然
で
）
を
直
訳
し
た
か
。

 

・ 

第
四
十
一
番 「
天
に
轉も

戾ど

す
こ
と
を
得
ず
」 bā  ch

ark
h
 m

a-k
o
n
 ḥ avā le 

↓ 「
天
に
委
ね
る
な
」。
＊ 

ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
英
訳 “d

o
 n

o
t im

p
u
te 

them
 to

 th
e h

eav
en

s ”

（
そ
れ
ら
を

0

0

0

0

天
に
帰
す
る
な
）
に
引
か
れ
た
か
。

 

・ 

第
五
十
二
番 「
愛
の
途
に
は
境
界
と
邪
氣
あ
る
べ
か
ら
ず
、／
死

ア
ジ
ヤ
ルの

陰
に

入
る
日
は
滅
び
ざ
る
べ
か
ら
ず
」 an

d
ar rah

-e ‘esh
q
 pā k

 m
ī  bā y

ad
 sh

o
d
 

/ d
ar ch

an
g
-e ajal h

alā k
 m
ī  bā y

ad
 sh

o
d
 

↓ 「
愛
の
途
の
な
か
で
は
無

と
化
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
／
死
の
鈎
爪
の
下
で
は
死
滅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」。

 

・ 

第
六
十
三
番 「
今
は
我
が
魂
總
て
の
惱
の
中
に
鬪
ふ
」 ak

nū
n
 h

am
e d

ar 

ran
j-e d

el-am
 m
ī  kū

shī  

↓ 「
今
や
そ
な
た
は
私
の
心
を
苦
し
め
る
た
め

だ
け
に
努
力
す
る
」。

 

・ 

第
六
十
八
番 「
薔
薇
色
の
酒
を
爾
に
命
ぜ
よ
」 farm

ā y
 k

e tā  bā d
e-y

e g
o
l-

gū
n
 ā ran

d
 

↓ 「
そ
な
た
は
彼
ら
に
薔
薇
色
の
酒
を
持
っ
て
く
る
よ
う
命

じ
よ
」。
＊
「
爾
に
」 

は 「
爾
の
た
め
に
」 

の
意
味
で
訳
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
命
ず
る
対
象
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
。

 

・ 

第
七
十
二
番 「
誰
か
永
遠
の
難
關
を
潜
り
」 kas m

o
sh

k
el-e asrā r-e azal-

rā  n
a k

o
shā d

 

↓ 「
永
遠
の
秘
密
の
難
問
を
解
い
た
者
は
一
人
も
い
な

い
」。

 

・ 

百
十
番 「
自
認
の
充
溢
せ
る
習
あ
ふ
る
ゝ
一
杯
を
／
顏
に
な
げ
て
夢
地

に
徃
か
ん
」 ī n

 ‘aq
l-e foḍū

l-pī sh
e-rā  m

o
sh

ti-y
e m

ey
 / b

ar rū
y
 zan

am
 

ch
o
nā n

-k
e d

ar k
hā b

 k
o
n
am

 

↓ 「
こ
の
お
節
介
焼
き
の
理
性
は
、
一
握

り
の
酒
を
顔
前
に
投
げ
か
け
て
眠
ら
せ
よ
う
」。

 

・ 

第
百
二
十
番 「
我
酩
酊
を
越
え
て
階
段
を
知
ら
ば
」 gar m

artab
e-yē  

v
arā y

-e m
astī  dā n

am
 

↓ 「
も
し
私
が
陶
酔
の
向
こ
う
側
の
段
階
を
知
っ

て
い
る
な
ら
」。

（
82
） 

H
ero

n
-A

llen
 1

8
9
8
, p

p
. 1

4
0
–
4
1
.

（
83
） 

注
番
号
（
32
）
を
付
し
た
引
用
文
参
照
。

（
84
） 

H
ero

n
-A

llen
 1

8
9
8
, p

p
. 2

6
6
–
6
9
.

（
85
） 

い
く
つ
か
例
を
示
す
。

 

・ 

第
三
十
七
番 「
萬
物
の
上
に
懸
る
酒
盃
、
天
蓋
」 ch

ark
h
 k

e kā m
e-yē  

sar-ē  ‘ā lam
 ū

-st 

↓ 「
世
界
の
頭
の
口
蓋
（
＝
頭
蓋
骨
の
空
洞
）
で
あ
る

天
」。

 
・ 
第
五
十
一
番 「
我
が
出
現
は
宇
宙
の
存
在
を
意
味
せ
ず
」 az ā m

ad
an

-am
 

n
a-bū

d
 g

ardū
n
-rā  sū

d
 

↓ 「
私
の
到
来
は
天
球
に
と
っ
て
何
の
利
益
も

な
か
っ
た
」。

 

・ 

第
六
十
二
番 「
彼
等
購も

求と

む
る
酒
、
賣
る
も
の
に
勝
る
」 beh

 z-ī n
 k

e 
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fo
rū

sh
an

d
 ch

e k
hā h

an
d
 k

h
arī d

 

↓ 「
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
売
る
こ
の
酒

よ
り
よ
い
何
を
買
う
つ
も
り
な
の
か
」。

 

・ 

第
六
十
九
番 「
此
の
琥
珀
色
の
面
を
紅
玉
石
の
如
く
す
」 v-ī n

 ch
eh

re-y
e 

k
ah

ro
bā  ch

o
 yā qū

t k
o
nī d

 

↓ 「
こ
の
琥
珀
色
の
顔
を
紅
玉
の
ご
と
く
せ

よ
」。
＊
こ
の
歌
の
命
令
形k

o
nī d

を
荒
木
訳
は 「
如
く
す
」 「
造
ら
ん
」 

の
よ
う
に
す
べ
て
現
在
形
・
未
来
形
に
訳
す
。
ま
た 「
琥
珀
」 

に
付
し

た
註
釈
で
は
、 「
原
語
に
目
を
引
く
藁
の
色
と
あ
り
」 

と
あ
る
が
、 「
目
を

引
く
藁
」 
と
い
う
訳
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
彼
が
引
く
ス
タ
イ
ン
ガ
ス 

『
ペ
ル
シ
ア
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
辞
典
』 

の
説
明 “A

ttractin
g
 straw

s ” 

は
、

琥
珀
を
意
味
す
る
ペ
ル
シ
ア
語 “k

ah
ro

bā ” 

が “k
ah

”

（
藁
）
と “ro

bā ”

（
動
詞 「
盗
む
」 ro

bū
d
an

の
語
根
）と
い
う
二
単
語
か
ら
合
成
さ
れ
、
琥

珀
の
持
つ
電
磁
性
に
由
来
す
る
命
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
、 「
藁
を

引
き
寄
せ
る
」 

と
で
も
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
。F. S

tein
g
ass, A

 C
om

prehen-

sive 
Persian-E

nglish 
D

ictionary, 
L

o
n
d
o
n
: 

R
o
u
tled

g
e 

&
 

K
eg

an
 

P
au

l, 1
8
9
2
, p

. 1
0
6
6
. 

ち
な
み
に
こ
の
言
葉
は
、
近
代
に
ア
ラ
ビ
ア
語
に

入
る
と 「
電
気
」 

を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。

 

・ 

第
七
十
三
番 「
勢
運
の
結
束
よ
り
生
命
の
善
惡
を
分
ち
」 va-z nī k

-o
 b

ad
-ē  

zam
ā n

e b
e-g

sel p
ey

v
an

d
 

↓ 「
運
命
の
善
悪
へ
の
執
着
を
断
ち
切
れ
」。

＊
荒
木
訳
は
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
英
訳 “sev

er th
e b

o
n
d
s o

f th
y
 d

ep
en

-

d
en

ce u
p
o
n
 th

e g
o
o
d
 an

d
 b

ad
 o

f life ” 

に
引
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

 

・ 

第
八
十
六
番 「
妻
子
よ
り
別
れ
ん
事
を
神
に
願
は
ゞ
」 ū -rā  k

hā hī  az zan
- 

o
 farzan

d
 b

e-b
o
r 

↓ 「
そ
な
た
が
彼
（
＝
神
）
を
願
う
（
の
な
ら
）
妻
子

と
別
れ
よ
」。

 

・ 

第
九
十
八
番 「
二
本
の
蘆
薈
を
と
り
て
集つ

ど
ひに

賣
れ
、／
一
本
を
笛
に
、
他

の
枝
を
捨
て
よ
」 bar-dā r d

o
 ‘ū

d
-rā  o

 m
ajles b

e-fo
rū

z / y
ek

 ‘ū
d
 b

e-

sā z-o
 ā n

 d
eg

ar ‘ū
d
 b

e-sū
z 

↓ 「
二
本
の
沈
香
を
取
っ
て
集
会
を
輝
か
せ

よ
／
一
本
の
ウ
ー
ド
を
作
り
、
他
の
一
本
は
燃
や
せ
」。
＊fo

rū
k
h
tan

（
燃
や
す
）の
語
根fo

rū
z

と
、
同
じfo

rū
k
h
tan

（
売
る
）の
語
根fo

rū
sh

と
を
混
同
し
て
い
る
。

 

・ 

第
百
七
番 「
無ア

ー

バ

ド

終
の
永
遠
と
無ア

ー

ザ

ル

始
の
永
遠
の
何
時
ま
で
新
し
き
」 tā  k

ey
 

ze ab
ad

 ḥ
adī th

-o
 tā k

ey
 ze azal 

↓ 「
無
始
無
終
の
永
遠
に
つ
い
て
い
つ

ま
で
語
る
の
か
」。
＊
「
語
り
」 

を
意
味
す
る “ḥ

adī th
” 

を
形
容
詞 「
新
し

い
」 

と
誤
解
し
て
い
る
。「
ア
バ
ド
」 「
ア
ザ
ル
」 

は
永
遠
の
持
つ 「
無
終

性
」 「
無
始
性
」 

の
二
側
面
を
指
す
対
概
念
。
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
注
に

あ
る
ロ
ー
マ
字
転
写 “ā b

ad
, ” “ā zal ” 

に
引
か
れ
て
、
荒
木
訳
は 「
ア
ー

バ
ド
」 「
ア
ー
ザ
ル
」 

と
仮
名
表
記
す
る
。

 

・ 

第
百
八
番
四
行
目 「
茫
然
と
立
つ
」 gardā n

-ī m
 

↓ 「
回
転
す
る
」。

 

・ 

第
百
二
十
一
番 「
我
等
何
處
に
逹
せ
ん
」 mā -rā  ch

e rasī d
 

↓ 「
我
々
に

何
が
起
こ
っ
た
か
」。

 

・ 

第
百
二
十
五
番 「
身
に　

ふ
そ
の
衣
に
留
意
せ
ざ
ら
ん
爲
め
」 tā  d

ar n
a-

d
ehī  b

e-jā m
e-yē  ṣū

rat tan
 

↓ 「
模
様
の
あ
る
衣
服
の
た
め
に
身
体
を
犠

牲
に
し
な
い
よ
う
に
」。

 

・ 

第
百
三
十
三
番 「
月
又
月
に
繰
り

す
」 ze m

ā h
 tā  m

ā hī  

↓ 「
月
か
ら

魚
ま
で
」 「
全
世
界
に
お
い
て
」。
＊
大
地
が
巨
魚
の
背
中
に
載
っ
て
い

る
と
す
る
中
東
世
界
の
宇
宙
観
に
基
づ
く
定
型
表
現
。

 

・ 

第
百
三
十
七
番 「
仙
境
に
生
え
る
素サ

マ
ン馨

の
貌
」 sam

an
-b

arī  p
arī -zā d

 

↓ 

「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
の
胸
を
持
つ
妖
精
の
子
」。

 

・ 

第
百
五
十
八
番 「
陶
工
」 ḥ am

m
ā l 

↓ 「
荷
担
ぎ
屋
」。
＊
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ

ン
の
英
訳 “p

o
rters ” 

を “p
o
tters ” 

と
誤
読
し
た
か
。

（
86
） 

い
く
つ
か
例
を
示
す
。
矢
印
の
直
後
に
本
来
あ
る
べ
き
仮
名
表
記
を
古

典
音
で
、
丸
括
弧
内
に
そ
の
ロ
ー
マ
字
転
写
を
（
古
典
音
と
現
代
音
が
異

な
る
場
合
は
斜
線
の
前
後
に
両
者
を
）
示
す
。
荒
木
は
古
典
音
を
基
調
と

し
つ
つ
も
、
し
ば
し
ば
現
代
音
を
混
ぜ
て
表
記
し
て
い
る
。

 

・ 

第
二
十
四
番 「
修ダ

イ
ヤ
ル

道
院
」 

↓ 「
修ダ

イ

ル
道
院
」 day

r/d
ey

r.

 

・ 

第
三
十
五
番 「
配ジ

ヤ
フ
ト偶

」 

↓ 「
配ジ

ユ
フ
ト偶

」 ju
ft/jo

ft.

 

・ 

第
三
十
九
番 「
心

ジ
ユ
ア
ン
デ
ル

血
」 

↓ 「
心

フ
ー
ニ
デ
イ
ル

血
」 khū

n
-i d

il/k
hū

n
-e d

el.

 
・ 
第
三
十
九
・
九
十
九
・
百
三
十
一
番 「
頸サ

ラ
ー
ヒ
ー

長
盃
」 「
頸サ

ラ
ー
ヒ

長
盃
」 ↓ 「
頸ス

ラ
ー
ヒ
ー

長
盃
」 

ṣurāḥī/ṣorāḥī.
 

・ 

第
七
十
四
番 「
水ス

ー
シ
ン仙

」 

↓ 「
水ス

ー
サ
ン仙

」 sū
san

.

 

・ 

第
七
十
九
番 「
原ザ

ラ
ル
ー子

」 

↓ 「
原ザ

ツ
ラ子

」 dh
arra/d

h
arre.
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・ 

第
八
十
五
番 「
生デ

イ

魂ー
ル

」 

↓ 「
生デ

イ
ル魂

」 dil/d
el.

 

・ 

第
九
十
九
番 「
咒タ

ク
ー

文ビ
ー

」ル 

↓ 「
咒タ

ク
ビ
ー
ル文」 tak

bī r.
 

・ 

第
百
十
五
番 「
祈サ

ツ
ジ
ヤ
ー
ダ
ト

の
坐
氈
」 

↓ 「
祈サ

ツ
ジ
ヤ
ー
ダ

の
坐
氈
」 sajjā

d
a/sajjā

d
e.

 
・ 
第
百
二
十
九
番 「
愛ブ

ー
タ
ーよ

」 

↓ 「
愛ブ

タ
ーよ

」 bu
tā

/b
o
tā

.

 

・ 
第
百
三
十
四
番 「
玉シ

ヤ
ー
ガ
ル杯」 

↓ 「
玉サ

ー
ガ
ル杯

」 sā g
h
ar.

 

・ 
第
百
五
十
八
番 「
シ
ャ
ヴ
ァ
ー
ル
」 ↓ 「
シ
ャ
ゥ
ワ
ー
ル
」 Sh

aw
w
ā l/S

h
av

-

vā l, 「
卽カ

ヴ
ア
ー
ル

興
詩
人
」 

↓ 「
卽カ

ウ
ワ
ー
ル

興
詩
人
」 qaw

w
ā l/q

av
vā l.

 

ま
た
、
語
末
のh
は
短
母
音a

に
続
く
場
合
に
は
発
音
さ
れ
な
い
が
、
荒

木
は
多
く
長
母
音
で
表
記
す
る
。
以
下
、
矢
印
の
直
後
に
本
来
あ
る
べ
き

仮
名
表
記
と
そ
の
ロ
ー
マ
字
転
写
（
古
典
音
／
現
代
音
）
を
示
す
。

 

・ 

第
二
十
四
番 「
學マ

ヅ
ラ
セ
ー園

」 
↓ 「
學マ

ド
ラ
サ園

」 m
ad

rasa/m
ad

rase.

 

・ 

第
四
十
六
番 「
目ガ

ム
ザ
ー示

」 

↓ 「
目ガ

ム
ザ示

」 gh
am

za/g
h
am

ze.

 

・ 

第
四
十
七
番 「
月グ

ル
ラ
ー初

」 

↓ 「
月グ

ル
ラ初

」 gh
u
rra/g

h
o
rre.

 

・ 

第
六
十
二
・
六
十
五
番 「
被パ

ル
ダ
ー衣

」 
↓ 「
被パ
ル
ダ衣
」 pard

a/p
ard

e.

 

・ 

第
百
十
一
・
百
三
十
八
番 「
頸ク

ー
ジ
ヤ
ー

長
瓶
」 「
頸ク
ー
ザ
ー
長
瓶
」 

↓ 「
頸ク

ー

ザ
長
瓶
」 kū

za/

kū
ze.

 

・ 

第
百
二
十
三
番 「
節ル

ー
ザ
ー⻝

」 

↓ 「
節ル

ー
ザ⻝

」 rū
za/rū

ze.

 

・ 

第
百
三
十
四
番 「
瓶

シ
ー
シ
ヤ
ー」 

↓ 「
瓶

シ
ー
シ
ヤ」 shīsh

a/shīsh
e.

 

・ 

第
百
四
十
七
番 「
玉ピ

ヤ
ー
ラ
ー盞」 

↓ 「
玉ピ

ヤ
ー
ラ盞

」p
iyā

la/p
iyā

le.

（
87
） 

例
え
ば
矢
野
峰
人 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究
」 

や
矢
野
禾
積 『
近
代
英
詩
評

釋
』 

で
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
を
解
釈
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と

し
て
、　

野
訳
の
第
二
、
百
八
十
八
、
四
百
三
十
四
番
と
と
も
に
、
荒
木

訳
の
第
二
十
一
、
三
十
四
、
四
十
三
、
四
十
七
、
六
十
八
、
百
二
十
一
番

を
引
い
て
い
る
。
戦
後
の
黒
柳
恒
男 『
ペ
ル
シ
ア
の
詩
人
た
ち
』 （
東
京
新

聞
出
版
局
、
一
九
八
○
年
六
月
、
一
二
二
頁
）
は
、
荒
木
訳
の
第
九
番
と

第
十
二
番
を
見
本
と
し
て
引
用
す
る
。

（
88
） 

赤
木
健
介 『
在
り
し
日
の
東
洋
詩
人
た
ち
』 

白
揚
社
、
一
九
四
○
年
五

月
、
六
七
頁
。
本
書
は
一
九
四
○
年
度
の
第
四
回
北
村
透
谷
記
念
文
學
賞

副
賞
を
得
、
翌
年
七
月
に
改
訂
新
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
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付表：マッカーシー訳原拠一覧
＊P：掲載頁，M：マッカーシー訳歌番号，N：ニコラ版歌番号，W：ホワインフィールド版歌番号

P M N W P M N W P M N W P M N W

1
1 – 387

13
37 54 57

25
73 28 32

37
109 56 59

2 – 389 38 55 58 74 27 31 110 160 –

2

3 460 360

14

39 95 96

26

75 29 33

38

111 161 179

4 – 352 40 225 264 76 26 30 112 99 100

5 45 48 41 233 272 77 238 278 113 162 180

3

6 182 197

15

42 16 19

27

78 30 34

39

114 163 181

7 6 5 43 17 20 79 239 – 115 243 283

8 7 6 44 235 – 80 33 37 116 57 60

4

9 8 7

16

45 19 22

28

81 227 266

40

117 244 284

10 9 8 46 20 24 82 240 280 118 246 285

11 10 9 47 94 – 83 241 281 119 58 61

5

12 – 425

17

48 224 –

29

84 226 265

41

120 3 2

13 – 499 49 236 276 85 242 282 121 60 63

14 – 493 50 237 277 86 31 35 122 2 –

6

15 – 491

18

51 22 26

30

87 222 262

42

123 59 62

16 41 45 52 23 27 88 32 36 124 4 3

17 42 – 53 24 28 89 34 38 125 290 330

7

18 43 46

19

54 25 29

31

90 35 39

43

126 5 4

19 44 47 55 71 74 91 186 201 127 289 329

20 181 196 56 75 77 92 87 89 128 291 331

8

21 221 261

20

57 72 –

32

93 187 202

44

129 61 64

22 223 263 58 73 75 94 86 88 130 63 66

23 234 273 59 74 76 95 36 40 131 64 67

9

24 11 10

21

60 230 269

33

96 88 90

45

132 100 101

25 12 11 61 231 270 97 37 41 133 101 102

26 13 12 62 46 49 98 90 92 134 102 132

10

27 14 17

22

63 232 271

34

99 89 91

46

135 65 68

28 15 18 64 294 332 100 38 42 136 247 286

29 21 25 65 18 21 101 39 43 137 249 288

11

30 309 –

23

66 47 50

35

102 40 44

47

138 248 287

31 312 344 67 48 51 103 191 – 139 250 291

32 310 343 68 228 267 104 192 205 140 67 70

12

33 315 347

24

69 49 52

36

105 96 97

48

141 253 293

34 51 54 70 50 53 106 97 98 142 104 –

35 52 55 71 308 358 107 245 289 143 251 292

13 36 53 56 25 72 229 268 37 108 98 99 49 144 252 –
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P M N W P M N W P M N W P M N W

49
145 103 133

62

183 1 1 74 221 125 152
87

259 170 186

146 255 295 184 208 250

75

222 202 246 260 145 167

50

147 254 294 185 209 – 223 128 155

88

261 213 –

148 105 134

63

186 118 146 224 136 160 262 146 168

149 68 71 187 283 323

76

225 203 – 263 174 189

51

150 66 69 188 117 145 226 204 247

89

264 265 308

151 69 72

64

189 91 93 227 258 – 265 173 –

152 288 328 190 276 319

77

228 257 298 266 175 190

52

153 62 65 191 279 – 229 127 154

90

267 169 –

154 109 139

65

192 115 – 230 267 310 268 171 187

155 215 253 193 116 144

78

231 256 297 269 172 188

53

156 70 73 194 269 312 232 259 299

91

270 119 –

157 108 138

66

195 157 176 233 193 206 271 196 –

158 287 327 196 158 177

79

234 111 141 272 148 169

54

159 216 257 197 159 178 235 137 161

92

273 167 184

160 217 258

67

198 270 313 236 154 – 274 144 –

161 218 – 199 271 314

80

237 268 311 275 185 200

55

162 219 259 200 262 305 238 126 153

93

276 165 183

163 220 260

68

201 261 301 239 152 173 277 156 175

164 76 78 202 272 315

81

240 205 – 278 149 170

56

165 106 136 203 263 306 241 164 182

94

279 176 191

166 78 80

69

204 121 148 242 194 – 280 197 241

167 79 81 205 122 149

82

243 274 317 281 178 193

57

168 107 137 206 129 239 244 275 318

95

282 155 –

169 80 82

70

207 260 300 245 211 252 283 294 332

170 188 203 208 131 157

83

246 207 249 284 177 192

58

171 189 – 209 264 307 247 153 174

96

285 206 248

172 190 204

71

210 123 150 248 151 172 286 393 435

173 199 243 211 132 158

84

249 195 240 287 142 165

59

174 84 86 212 112 – 250 266 309

97

288 150 171

175 201 245

72

213 280 – 251 214 – 289 179 194

176 81 83 214 130 156

85

252 120 147 290 458 487

60

177 82 84 215 138 162 253 212 –

98

291 180 195

178 83 85

73

216 281 – 254 135 – 292 198 242

179 77 79 217 282 322

86

255 133 – 293 440 –

61

180 85 87 218 124 151 256 166 –

99

294 184 199

181 285 325
74

219 110 140 257 168 185 295 147 –

182 286 326 220 273 316 87 258 134 159 296 390 432
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P M N W P M N W P M N W P M N W

100

297 139 –

112

333 315 347

124

369 305 341

136

405 318 361

298 140 163 334 451 – 370 368 413 406 303 339

299 396 438 335 362 407 371 314 346 407 321 364

101

300 183 198

113

336 325 366

125

372 324 –

137

408 323 –

301 141 164 337 420 459 373 331 372 409 304 340

302 409 449 338 421 – 374 326 367 410 306 342

102

303 143 166

114

339 381 –

126

375 327 368

138

411 401 443

304 292 – 340 427 464 376 335 374 412 320 363

305 442 474 341 384 428 377 334 – 413 360 405

103

306 293 –

115

342 380 421

127

378 340 379

139

414 309 –

307 424 461 343 434 469 379 312 344 415 319 362

308 278 321 344 436 471 380 332 – 416 406 –

104

309 402 444

116

345 389 431

128

381 338 377

140

417 322 365

310 459 488 346 443 475 382 438 – 418 415 454

311 210 251 347 449 480 383 417 456 419 426 463

105

312 277 320

117

348 444 476

129

384 410 450

141

420 302 338

313 412 – 349 454 483 385 377 419 421 310 343

314 92 94 350 387 430 386 439 472 422 347 385

106

315 455 484

118

351 423 460

130

387 435 470

142

423 346 384

316 93 95 352 437 – 388 433 468 424 353 395

317 450 – 353 336 375 389 429 – 425 356 398

107

318 425 462

119

354 330 371

131

390 416 455

143

426 328 369

319 385 – 355 345 383 391 422 – 427 313 345

320 284 324 356 428 – 392 364 409 428 341 380

108

321 407 447

120

357 374 417

132

393 431 466

144

429 339 378

322 386 429 358 348 390 394 419 458 430 352 394

323 200 244 359 378 – 395 404 446 431 354 396

109

324 418 457

121

360 329 370

133

396 317 349

145

432 311 –

325 383 427 361 333 373 397 461 – 433 344 382

326 432 467 362 343 – 398 448 479 434 337 376

110

327 460 360

122

363 349 391

134

399 456 485

146

435 357 399

328 414 453 364 350 392 400 371 – 436 361 406

329 430 465 365 342 381 401 388 – 437 358 404

111

330 441 473

123

366 351 393

135

402 382 –

147

438 363 408

331 452 481 367 355 397 403 308 358 439 365 410

332 307 – 368 359 426 404 316 348 440 400 442
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148

441 376 –
150

448 457 486 152 455 391 433

155

462 373 416

442 408 448 449 413 452

153

456 398 440 463 370 414

443 367 412

151

450 379 420 457 399 441 464 375 418

149

444 447 478 451 411 451 458 392 434
156

465 366 411

445 445 – 452 405 –

154

459 394 436 466 369 –

446 453 482
152

453 403 445 460 395 437

150 447 446 477 454 397 439 461 372 415

＊マッカーシー訳の頁番号はローマ数字で示されているが，表では算用数字に替えてある。
＊マッカーシー訳には歌番号が付されていないので，冒頭から順に 1から 466まで通し番号を振った。
＊ニコラ版とホワインフィールド版との対応関係は，以下に依拠した。Arthur Christensen, Recher-

ches sur les Rubāʿiyāt de ʿOmar Ḫayyām, Heidelberg: Carl Winter’s Universitätsbuchhandlung, 1905, 

Appendice I: Concordance des principales éditions et de quelques manuscrits des Rubā‛iyāt de ‛Omar 

Ḫayyām, pp. 140–53 （Editions de Whinfield et de Nicolas）．対応関係が存在しない場合は「–」で示す。
＊同一原典から重複して訳されている歌は，本文注（53）に示したように，以下の 6組である。
・3/327, 30/414, 31/379, 32/421, 33/333, 71/403.

＊マッカーシー訳に採用されなかった歌は以下の通り。なお、マッカーシー訳は 1889年という刊
行時期から考えると，ホワインフィールド版の初刊本（1883年）を利用しているはずなので，第
二版（1901年）で付加された第 501–08番はおのずと対象外となる。
・ニコラ版： 113, 114, 295–301, 462–64.

・ホワインフィールド版： 13–16, 23, 80, 103–31, 135, 142–43, 207–38, 251–52, 254–56, 258–61, 

274–75, 279, 290, 296, 302–04, 333–37, 346–47, 350–51, 354, 356–57, 359, 386, 388, 400–03, 422–24, 

480, 484, 486, 489–90, 492, 494–98, 500.


